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Ⅰ 調査の概要 

１ 調査の目的 

本市では、第６次総合計画に掲げる八尾市の将来都市像「つながり、かがやき、しあわせつづ

く、成長都市 八尾」の実現に向け、各種の取り組みを進めているところです。 

今回の調査により、市民のみなさまが市に対して感じておられることを、数値等で把握するこ

とで、今後、市はどんな取り組みを充実させていくべきなのかを決める重要な基礎データとして

活用してまいります。 

 

２ 調査対象 

八尾市在住の満 18 歳以上の市民 3,000 人を無作為抽出 

 

３ 調査期間 

令和５年１月 13 日から令和５年１月 31 日 

 

４ 調査方法 

郵送による配布・回収 

 

５ 回収状況 

配 布 数 有効回答数 有効回答率 

3,000 通 1,539 通 51.3％ 

 

６ 調査結果の表示方法 

・回答は各設問の回答者数（Ｎ）を基数とした百分率（％）で示してあります。また、小数点

以下第２位を四捨五入しているため、内訳の合計が 100.0％にならない場合があります。 

・複数回答が可能な設問の場合、選択肢ごとの回答者数が全体に対してどのくらいの比率であ

るかという見方になるため、回答比率の合計は通常 100.0％になりません。 

・クロス集計の場合、無回答を排除しているため、クロス集計の有効回答数の合計と単純集計

（全体）の有効回答数が合致しないことがあります。なお、クロス集計とは、複数項目の組

み合わせで分類した集計のことで、複数の質問項目を交差して並べ、表やグラフを作成する

ことにより、その相互の関係を明らかにするための集計方法です。 
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Ⅱ 調査結果 

１ 回答者属性 

問１ あなたの年齢について、あてはまる番号１つに○をつけてください。 

「70～79 歳」の割合が 19.6％と最も高く、次いで「50～59 歳」の割合が 18.8％、「40～49 歳」

の割合が 15.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

図 年齢 

 

問２ あなたの性別について、あてはまる番号１つに○をつけてください。 

「女性」の割合が 55.4％、「男性」の割合が 44.0％と、「女性」のほうが多くなっています。 

 

 

 

 

 

図 性別 

 

問３ あなたの家族構成について、あてはまる番号１つに○をつけてください。 

「二世代同居（親と子どもなど）」の割合が 47.8％と最も高く、次いで「夫婦のみ」の割合が

28.3％、「ひとり暮らし」の割合が 14.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

図 家族構成 

 

  

　 N = 1,539 14.5 28.3 47.8
4.2

4.0
1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

　 N = 1,539 44.0 55.4 0.3 0.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

　 N = 1,539
1.6

6.5
9.7 15.0 18.8 14.8 19.6 13.7 0.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ひとり暮らし 夫婦のみ

二世代同居 （親と子どもなど） 三世代同居 （親と子どもと孫など）

その他 無回答

男性 女性 男性・女性と答えることに抵抗を感じる 無回答

19歳以下 20～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳

60～69歳 70～79歳 80歳以上 無回答
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問４ 同居の家族に未成年者（18 歳未満）はおられますか。 

あてはまる番号１つに○をつけ、その人数を記入してください。 

未成年の同居家族が「いる」の割合が 22.7％、「いない」の割合が 70.4％となっています。 

未成年の同居家族がいる世帯について、１人以上いる世帯が、「０～６歳」では 44.3％、「7～

12 歳」では 36.6％、「13～15 歳」では 27.1％、「16～18 歳未満」では 24.0％となっています。 

  

 

 

 

 

図 未成年者の同居の有無 

 

未成年者の年齢別同居人数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 未成年者の年齢別同居人数 

 

問５ 同居の家族（あなたを含む）に高齢者はおられますか。 

あてはまる番号すべてに○をつけてください。 

「いない」の割合が 55.9％と最も高く、次いで「75 歳以上の高齢者がいる」の割合が 24.8％、

「65～74 歳の高齢者がいる」の割合が 16.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 高齢者の家族構成 

  

　 N = 1,539 22.7 70.4 6.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N = 1,539 ％

65～74歳の高齢者がいる

75歳以上の高齢者がいる

いない

無回答

16.4

24.8

55.9

4.7

0 20 40 60 80 100

いる いない 無回答

０人 １人 ２人 ３人以上 無回答

N = 350  

０～６歳

７～12歳

13～15歳

16～18歳未満

55.7

63.4

72.9

76.0

30.0

27.7

23.7

22.0

13.4

8.3

3.1

1.7

0.9

0.6

0.3

0.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問６ あなたが八尾市内を移動するとき、よく利用される交通手段は何ですか。 

あてはまる番号すべてに○をつけてください。 

「自転車」の割合が 62.4％と最も高く、次いで「自家用車」の割合が 55.8％、「鉄道」の割合

が 21.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 八尾市内で利用する交通手段 

 

【性別】 

性別でみると、男女ともに「自転車」と「自家用車」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 性別 八尾市内で利用する交通手段 

  

N = 1,539 ％

自転車

バイク・原付自転車

自家用車

バス

鉄道

タクシー

その他

無回答

62.4

7.8

55.8

13.6

21.3

9.2

5.3

1.0

0 20 40 60 80 100

％

自転車

バイク・原付自転車

自家用車

バス

鉄道

タクシー

その他

無回答

56.7

10.8

62.5

10.5

21.4

7.7

5.5

0.3

66.9

5.5

50.5

16.1

21.1

10.6

5.2

1.3

0 20 40 60 80 100

男性

（N = 677)

女性

（N = 852)
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【年齢別】 

年齢別でみると、40～69 歳で「自家用車」の割合が最も高く、それ以外の年代では「自転車」

の割合が最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 年齢別 八尾市内で利用する交通手段（19 歳以下） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 年齢別 八尾市内で利用する交通手段（20～29 歳） 

 

  

N = 25 ％

自転車

バイク・原付自転車

自家用車

バス

鉄道

タクシー

その他

無回答

84.0

4.0

44.0

8.0

28.0

0.0

0.0

0.0

0 20 40 60 80 100

N = 100 ％

自転車

バイク・原付自転車

自家用車

バス

鉄道

タクシー

その他

無回答

70.0

6.0

52.0

7.0

30.0

1.0

4.0

2.0

0 20 40 60 80 100
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図 年齢別 八尾市内で利用する交通手段（30～39 歳） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 年齢別 八尾市内で利用する交通手段（40～49 歳） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 年齢別 八尾市内で利用する交通手段（50～59 歳） 

N = 149 ％

自転車

バイク・原付自転車

自家用車

バス

鉄道

タクシー

その他

無回答

78.5

6.0

67.1

9.4

22.8

2.7

3.4

0.0

0 20 40 60 80 100

N = 231 ％

自転車

バイク・原付自転車

自家用車

バス

鉄道

タクシー

その他

無回答

68.0

8.7

71.0

11.7

19.0

2.2

4.3

0.0

0 20 40 60 80 100

N = 290 ％

自転車

バイク・原付自転車

自家用車

バス

鉄道

タクシー

その他

無回答

64.5

11.0

64.8

10.7

17.2

3.4

4.5

0.0

0 20 40 60 80 100
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図 年齢別 八尾市内で利用する交通手段（60～69 歳） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 年齢別 八尾市内で利用する交通手段（70～79 歳） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 年齢別 八尾市内で利用する交通手段（80 歳以上） 

  

N = 228 ％

自転車

バイク・原付自転車

自家用車

バス

鉄道

タクシー

その他

無回答

59.2

11.4

60.5

12.7

20.2

4.8

3.9

0.0

0 20 40 60 80 100

N = 302 ％

自転車

バイク・原付自転車

自家用車

バス

鉄道

タクシー

その他

無回答

62.6

7.0

47.4

20.5

22.8

14.9

4.6

0.7

0 20 40 60 80 100

N = 211 ％

自転車

バイク・原付自転車

自家用車

バス

鉄道

タクシー

その他

無回答

39.8

2.4

29.4

17.5

22.7

31.3

12.3

4.3

0 20 40 60 80 100
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問７ あなたの就学・就業状況について、主にあてはまる番号１つに○をつけてくださ

い。 

「働いていない」の割合が 38.5％と最も高く、次いで「働いている（フルタイム労働）」の割

合が 33.5％、「働いている（パート・アルバイト等）」の割合が 20.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

図 就学・就業状況 

 

通勤・通学されている方にお伺いします。 

問８ あなたのお勤め先・通学先について、あてはまる番号１つに○をつけてくださ

い。 

「八尾市内（自宅以外）」の割合が 36.7％と最も高く、次いで「大阪市」の割合が 25.6％、「大

阪府内（八尾市・大阪市・東大阪市・柏原市を除く）」の割合が 13.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 通勤・通学先 

 

問８で「２」～「６」のいずれかに○をつけた方に、お伺いします。 

問８-２ 職場・学校までの時間について、あてはまる番号１つに○をつけてください。 

「30 分未満」の割合が 49.8％と最も高く、次いで「30 分以上～１時間未満」の割合が 31.7％、

「１時間以上」の割合が 18.1％となっています。 

 

 

 

 

 

図 通勤・通学所要時間 

  

　 N = 1,539 2.8 33.5 20.5 38.5 4.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

30分未満 30分以上～１時間未満 １時間以上 無回答

学生 働いている（フルタイム労働）

働いている（パート・アルバイト等） 働いていない

無回答

自宅 八尾市内（自宅以外）

大阪市 東大阪市・柏原市

大阪府内（八尾市・大阪市・東大阪市・柏原市を除く） 他府県

無回答

 

N = 874 5.5 36.7 25.6 10.8 13.3 6.1 2.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

N = 808 49.8 31.7 18.1 0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問９ あなたのお住まい（住宅）について、あてはまる番号１つに○をつけてくださ

い。 

「戸建て(持ち家)」の割合が 65.2％と最も高く、次いで「マンション・アパートなど(賃貸)」

の割合が 16.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

図 住居の形態 

問 10 あなたのお住まいになっているところは、どの小学校区ですか。 

あてはまる番号１つに○をつけてください。 

「南高安小学校区」の割合が 6.5％と最も高く、次いで「志紀小学校区」の割合が 4.7％、「安

中小学校区」の割合が 4.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 居住している小学校区  

　 N = 1,539 65.2
3.1

9.2 16.6
0.4

1.4
4.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

戸建て(持ち家) 戸建て(賃貸)

マンション・アパートなど(持ち家) マンション・アパートなど(賃貸)

寮・社宅 その他

無回答

N = 1,539 ％

八尾小学校区

山本小学校区

用和小学校区

久宝寺小学校区

龍華小学校区

大正小学校区

桂小学校区

安中小学校区

竹渕小学校区

南高安小学校区

高安小中学校区

曙川小学校区

北山本小学校区

南山本小学校区

志紀小学校区

4.3

3.3

3.9

4.4

3.8

3.7

0.8

4.6

1.6

6.5

2.5

3.4

2.1

3.3

4.7

0.0 2.0 4.0 6.0 8.0
％

高美小学校区

長池小学校区

東山本小学校区

美園小学校区

永畑小学校区

刑部小学校区

高美南小学校区

西山本小学校区

高安西小学校区

曙川東小学校区

亀井小学校区

上之島小学校区

大正北小学校区

1月11日以降に市外
へ転出

小学校区がわから
ない

無回答

4.5

3.4

4.0

1.9

3.5

3.6

1.0

2.2

4.0

2.6

3.2

2.3

2.8

0.0

2.6

5.2

0.0 2.0 4.0 6.0 8.0
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問 11 あなたは、八尾市にお住まいになってどれくらいたちますか。 

あてはまる番号１つに○をつけてください。 

「30 年以上」の割合が 55.8％と最も高く、次いで「20 年以上～30 年未満」の割合が 14.7％、

「10 年以上～20 年未満」の割合が 13.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

図 居住年数 

 

 

問 11 で「２年未満」又は「２年以上～５年未満」に○をつけた方に、お伺いします。 

問 11-２ ①八尾市へ転入されたきっかけについて、あてはまる番号１つに○をつけて

ください。 

「住宅の購入・賃貸借」の割合が 37.7％と最も高く、次いで「ご結婚」の割合が 21.9％、「記

入されているご本人又はご家族の就職・転職・転勤」の割合が 18.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 八尾市に転入したきっかけ 

 

 

  

２年未満 ２年以上～５年未満 ５年以上～10年未満

１０年以上～２０年未満 ２０年以上～３０年未満 ３０年以上

無回答

　 N = 1,539
3.0

4.4
5.3 13.8 14.7 55.8 2.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

住宅の購入・賃貸借

ご結婚

記入されているご本人又はご家族の家庭の事情（親族との同居など）

記入されているご本人又はご家族の就職・転職・転勤

記入されているご本人又はご家族の福祉施設･ 病院などへの入所･ 入院

その他

無回答

 

N = 114 37.7 21.9 11.4 18.4
3.5

3.5
3.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問 11-２ ②転入されたときに、居住地として八尾市を選ばれた理由について、 

あてはまる番号すべてに○をつけてください。 

「以前住んでいたところ又は家族が住んでいるところだから」の割合が 43.9％と最も高く、次

いで「通勤・通学に便利な環境を求めていたから」の割合が 29.8％、「日常の買い物が便利な環

境を求めていたから」の割合が 14.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 八尾市に転入した理由 

 

 

 

  

N = 114 ％

以前住んでいたところ又は家族が
住んでいるところだから

世帯規模の拡大や子どもの成長に
応じた住まいを求めていたから

世帯規模の縮小に応じた住まいを
求めていたから

仕事と子育てを両立しやすい環境を
求めていたから

子どもへのより良い教育環境を
求めていたから

自然環境に恵まれている環境を
求めていたから

歴史・文化遺産に恵まれている環境
を求めていたから

日常の医療を受けやすい環境を
求めていたから

日常の買い物が便利な環境を求めて
いたから

仕事が身近で得られやすい環境を求
めていたから

通勤・通学に便利な環境を求めて
いたから

交通事故や治安の心配が少ない
環境を求めていたから

自然災害の心配が少ない環境を
求めていたから

その他

無回答

43.9

5.3

1.8

11.4

5.3

3.5

0.0

3.5

14.9

8.8

29.8

3.5

4.4

14.0

1.8

0 10 20 30 40 50
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【性別】 

性別でみると、男女ともに「以前住んでいたところ又は家族が住んでいるところだから」の割

合が男性 42.6％、女性 43.1％と最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 性別 八尾市に転入した理由 

 

  

％

以前住んでいたところ又は家族が
住んでいるところだから

世帯規模の拡大や子どもの成長に
応じた住まいを求めていたから

世帯規模の縮小に応じた住まいを
求めていたから

仕事と子育てを両立しやすい環境を
求めていたから

子どもへのより良い教育環境を
求めていたから

自然環境に恵まれている環境を
求めていたから

歴史・文化遺産に恵まれている環境
を求めていたから

日常の医療を受けやすい環境を
求めていたから

日常の買い物が便利な環境を求めて
いたから

仕事が身近で得られやすい環境を求
めていたから

通勤・通学に便利な環境を求めて
いたから

交通事故や治安の心配が少ない
環境を求めていたから

自然災害の心配が少ない環境を
求めていたから

その他

無回答

42.6

4.3

4.3

8.5

6.4

0.0

0.0

4.3

17.0

4.3

38.3

2.1

4.3

12.8

2.1

43.1

6.2

0.0

13.8

4.6

6.2

0.0

3.1

13.8

12.3

24.6

4.6

4.6

15.4

1.5

0 20 40 60

男性

（N = 47）

女性

（N = 65）
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【年齢別】 

年齢別でみると、40～49 歳で「通勤・通学に便利な環境を求めていたから」が最も高く、その

他の年代では「以前住んでいたところ又は家族が住んでいるところだから」の割合が高い傾向に

あります。次いで、20～39 歳、50～59 歳では「通勤・通学に便利な環境を求めていたから」の割

合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 年齢別 八尾市に転入した理由（19 歳以下） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 年齢別 八尾市に転入した理由（20～29 歳）  

N = 20 ％

以前住んでいたところ又は家族が住んでいるところだから

世帯規模の拡大や子どもの成長に応じた住まいを求めて
いたから

世帯規模の縮小に応じた住まいを求めていたから

仕事と子育てを両立しやすい環境を求めていたから

子どもへのより良い教育環境を求めていたから

自然環境に恵まれている環境を求めていたから

歴史・文化遺産に恵まれている環境を求めていたから

日常の医療を受けやすい環境を求めていたから

日常の買い物が便利な環境を求めていたから

仕事が身近で得られやすい環境を求めていたから

通勤・通学に便利な環境を求めていたから

交通事故や治安の心配が少ない環境を求めていたから

自然災害の心配が少ない環境を求めていたから

その他

無回答

40.0

5.0

0.0

10.0

0.0

5.0

0.0

0.0

20.0

5.0

25.0

5.0

0.0

15.0

5.0

0 20 40 60

N = 1 ％

以前住んでいたところ又は家族が住んでいるところだから

世帯規模の拡大や子どもの成長に応じた住まいを求めて
いたから

世帯規模の縮小に応じた住まいを求めていたから

仕事と子育てを両立しやすい環境を求めていたから

子どもへのより良い教育環境を求めていたから

自然環境に恵まれている環境を求めていたから

歴史・文化遺産に恵まれている環境を求めていたから

日常の医療を受けやすい環境を求めていたから

日常の買い物が便利な環境を求めていたから

仕事が身近で得られやすい環境を求めていたから

通勤・通学に便利な環境を求めていたから

交通事故や治安の心配が少ない環境を求めていたから

自然災害の心配が少ない環境を求めていたから

その他

無回答

100.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0 20 40 60 80 100
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図 年齢別 八尾市に転入した理由（30～39 歳） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 年齢別 八尾市に転入した理由（40～49 歳） 

  

N = 19 ％

以前住んでいたところ又は家族が住んでいるところだから

世帯規模の拡大や子どもの成長に応じた住まいを求めて
いたから

世帯規模の縮小に応じた住まいを求めていたから

仕事と子育てを両立しやすい環境を求めていたから

子どもへのより良い教育環境を求めていたから

自然環境に恵まれている環境を求めていたから

歴史・文化遺産に恵まれている環境を求めていたから

日常の医療を受けやすい環境を求めていたから

日常の買い物が便利な環境を求めていたから

仕事が身近で得られやすい環境を求めていたから

通勤・通学に便利な環境を求めていたから

交通事故や治安の心配が少ない環境を求めていたから

自然災害の心配が少ない環境を求めていたから

その他

無回答

31.6

15.8

0.0

21.1

5.3

10.5

0.0

5.3

21.1

15.8

36.8

0.0

5.3

15.8

0.0

0 20 40 60

N = 50 ％

以前住んでいたところ又は家族が住んでいるところだから

世帯規模の拡大や子どもの成長に応じた住まいを求めて
いたから

世帯規模の縮小に応じた住まいを求めていたから

仕事と子育てを両立しやすい環境を求めていたから

子どもへのより良い教育環境を求めていたから

自然環境に恵まれている環境を求めていたから

歴史・文化遺産に恵まれている環境を求めていたから

日常の医療を受けやすい環境を求めていたから

日常の買い物が便利な環境を求めていたから

仕事が身近で得られやすい環境を求めていたから

通勤・通学に便利な環境を求めていたから

交通事故や治安の心配が少ない環境を求めていたから

自然災害の心配が少ない環境を求めていたから

その他

無回答

48.0

2.0

0.0

12.0

10.0

0.0

0.0

6.0

16.0

6.0

38.0

6.0

8.0

12.0

2.0

0 20 40 60
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図 年齢別 八尾市に転入した理由（50～59 歳） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 年齢別 八尾市に転入した理由（60～69 歳） 

  

N = 6 ％

以前住んでいたところ又は家族が住んでいるところだから

世帯規模の拡大や子どもの成長に応じた住まいを求めて
いたから

世帯規模の縮小に応じた住まいを求めていたから

仕事と子育てを両立しやすい環境を求めていたから

子どもへのより良い教育環境を求めていたから

自然環境に恵まれている環境を求めていたから

歴史・文化遺産に恵まれている環境を求めていたから

日常の医療を受けやすい環境を求めていたから

日常の買い物が便利な環境を求めていたから

仕事が身近で得られやすい環境を求めていたから

通勤・通学に便利な環境を求めていたから

交通事故や治安の心配が少ない環境を求めていたから

自然災害の心配が少ない環境を求めていたから

その他

無回答

16.7

0.0

16.7

16.7

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

16.7

0.0

0.0

33.3

0.0

0 20 40 60

N = 10 ％

以前住んでいたところ又は家族が住んでいるところだから

世帯規模の拡大や子どもの成長に応じた住まいを求めて
いたから

世帯規模の縮小に応じた住まいを求めていたから

仕事と子育てを両立しやすい環境を求めていたから

子どもへのより良い教育環境を求めていたから

自然環境に恵まれている環境を求めていたから

歴史・文化遺産に恵まれている環境を求めていたから

日常の医療を受けやすい環境を求めていたから

日常の買い物が便利な環境を求めていたから

仕事が身近で得られやすい環境を求めていたから

通勤・通学に便利な環境を求めていたから

交通事故や治安の心配が少ない環境を求めていたから

自然災害の心配が少ない環境を求めていたから

その他

無回答

60.0

0.0

10.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

10.0

20.0

20.0

0.0

0.0

10.0

0.0

0 20 40 60
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図 年齢別 八尾市に転入した理由（70～79 歳） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 年齢別 八尾市に転入した理由（80 歳以上） 

 

  

N = 3 ％

以前住んでいたところ又は家族が住んでいるところだから

世帯規模の拡大や子どもの成長に応じた住まいを求めて
いたから

世帯規模の縮小に応じた住まいを求めていたから

仕事と子育てを両立しやすい環境を求めていたから

子どもへのより良い教育環境を求めていたから

自然環境に恵まれている環境を求めていたから

歴史・文化遺産に恵まれている環境を求めていたから

日常の医療を受けやすい環境を求めていたから

日常の買い物が便利な環境を求めていたから

仕事が身近で得られやすい環境を求めていたから

通勤・通学に便利な環境を求めていたから

交通事故や治安の心配が少ない環境を求めていたから

自然災害の心配が少ない環境を求めていたから

その他

無回答

33.3

33.3

0.0

0.0

0.0

33.3

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0 20 40 60

N = 4 ％

以前住んでいたところ又は家族が住んでいるところだから

世帯規模の拡大や子どもの成長に応じた住まいを求めて
いたから

世帯規模の縮小に応じた住まいを求めていたから

仕事と子育てを両立しやすい環境を求めていたから

子どもへのより良い教育環境を求めていたから

自然環境に恵まれている環境を求めていたから

歴史・文化遺産に恵まれている環境を求めていたから

日常の医療を受けやすい環境を求めていたから

日常の買い物が便利な環境を求めていたから

仕事が身近で得られやすい環境を求めていたから

通勤・通学に便利な環境を求めていたから

交通事故や治安の心配が少ない環境を求めていたから

自然災害の心配が少ない環境を求めていたから

その他

無回答

50.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

25.0

0.0

0.0

0.0

25.0

0.0

0 20 40 60
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２ みなさまの日常の暮らしについて 

（１）健康づくりについて 

問 12 あなたは、健康のために運動を心がけるなど、自主的に何か取り組みをしていま

すか。あてはまる番号１つに○をつけてください。 

取り組みを「している」の割合が 48.3％、「していない」の割合が 50.2％となっています。 

年度別でみると、大きな差異はみられません。 

性別でみると、女性に比べ、男性で「している」の割合が高くなっています。 

年齢別でみると、20～39 歳で「していない」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 年度別・性別・年齢別 健康のための自主的な取り組み  

している していない 無回答

N = 

令和４年度 1,539

令和３年度 1,642

令和２年度 1,641

令和元年度 1,467

平成30年度 1,518

男性 677

女性 852

19歳以下 25

20～29歳 100

30～39歳 149

40～49歳 231

50～59歳 290

60～69歳 228

70～79歳 302

80歳以上 211

48.3

49.1

47.9

48.9

46.4

52.1

45.2

40.0

37.0

36.2

44.6

47.2

45.6

60.9

53.1

50.2

48.6

50.8

49.7

52.4

46.2

53.4

60.0

62.0

63.8

55.4

52.1

53.9

35.8

42.7

1.5

2.3

1.3

1.4

1.1

1.6

1.4

1.0

0.7

0.4

3.3

4.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問 13 あなたは、普段、栄養のバランスを考えて食事をしていますか。 

あてはまる番号１つに○をつけてください。 

「はい」の割合が 70.9％、「いいえ」の割合が 28.1％となっています。 

年度別でみると、大きな差異はみられません。 

性別でみると、男性に比べ、女性で「はい」の割合が高くなっています。 

年齢別でみると、概ね年齢が高くなるにつれて、「はい」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 年度別・性別・年齢別 食事の際の栄養のバランスへの留意 

 

  

はい いいえ 無回答

N = 

令和４年度 1,539

令和３年度 1,642

令和２年度 1,641

令和元年度 1,467

平成30年度 1,518

男性 677

女性 852

19歳以下 25

20～29歳 100

30～39歳 149

40～49歳 231

50～59歳 290

60～69歳 228

70～79歳 302

80歳以上 211

70.9

72.5

68.9

70.6

72.5

64.5

75.9

68.0

51.0

67.1

68.0

68.6

71.9

79.1

76.3

28.1

25.3

29.7

28.5

26.6

34.3

23.2

32.0

49.0

32.9

32.0

31.0

27.6

18.2

21.3

1.0

2.3

1.3

1.0

0.9

1.2

0.8

0.3

0.4

2.6

2.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問 14 あなたは、病気や健康について相談や受診できる「かかりつけ医」など（かかり

つけ医、かかりつけ歯科医、かかりつけ薬剤師）がありますか。 

あてはまる番号１つに○をつけてください。 

「ある」の割合が 73.2％、「ない」の割合が 25.9％となっています。 

年度別でみると、大きな差異はみられません。 

性別でみると、男性に比べ、女性で「ある」の割合が高くなっています。 

年齢別でみると、70 歳以上で「ある」の割合が最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 年度別・性別・年齢別 かかりつけ医等の有無 

 

  

ある ない 無回答

N = 

令和４年度 1,539

令和３年度 1,642

令和２年度 1,641

令和元年度 1,467

平成30年度 1,518

男性 677

女性 852

19歳以下 25

20～29歳 100

30～39歳 149

40～49歳 231

50～59歳 290

60～69歳 228

70～79歳 302

80歳以上 211

73.2

73.3

74.2

76.1

73.8

70.9

75.0

68.0

56.0

49.0

58.9

67.9

77.6

90.7

91.9

25.9

24.7

25.2

23.2

25.2

27.9

24.4

32.0

44.0

51.0

41.1

31.0

21.9

7.3

6.6

0.8

2.0

0.6

0.7

0.9

1.2

0.6

1.0

0.4

2.0

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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（２）文化、スポーツ、国際交流について 

問 15 あなたは、日常生活において、音楽、映画、演劇、美術等の芸術文化に親しんで

心の豊かさを感じる時はありますか。 

あてはまる番号１つに○をつけてください。 

「少しある」の割合が 41.9％と最も高く、次いで「あまりない」の割合が 25.9％、「大いにあ

る」の割合が 20.0％となっています。「大いにある」と「少しある」をあわせた“親しんで心の

豊かさを感じるときがある人”の割合は、61.9％となっています。 

年度別でみると、“親しんで心の豊かさを感じるときがある人”の割合が減少しています。 

性別でみると、男性に比べ、女性で“親しんで心の豊かさを感じるときがある人”の割合が高

くなっています。 

年齢別でみると、概ね全ての年代で“親しんで心の豊かさを感じるときがある人”の割合が高

くなっていますが、19 歳以下で８割となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 年度別・性別・年齢別 芸術文化に親しむ機会 

  

N = 

令和４年度 1,539

令和３年度 1,642

令和２年度 1,641

令和元年度 1,467

平成30年度 1,518

男性 677

女性 852

１９歳以下 25

２０～２９歳 100

３０～３９歳 149

４０～４９歳 231

５０～５９歳 290

６０～６９歳 228

７０～７９歳 302

８０歳以上 211

20.0

22.4

23.2

26.4

25.6

16.5

22.5

28.0

34.0

20.8

22.1

21.0

16.7

17.2

14.7

41.9

40.6

41.1

42.7

43.8

41.7

42.1

52.0

43.0

39.6

41.1

45.5

38.2

44.4

38.9

25.9

25.9

25.4

23.1

21.9

28.1

24.2

16.0

13.0

30.9

26.0

22.8

34.2

25.2

26.1

10.1

8.2

9.0

6.6

7.4

12.4

8.5

4.0

10.0

8.1

10.4

9.7

9.6

9.6

14.2

2.1

2.9

1.3

1.2

1.3

1.3

2.7

0.7

0.4

1.0

1.3

3.6

6.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

大いにある 少しある あまりない 全くない 無回答
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問 16 現在、あなたは、どのくらいの頻度で運動やスポーツをしていますか。 

あてはまる番号１つに○をつけてください。 

「全くない」の割合が 30.9％と最も高く、次いで「週１回以上」の割合が 30.2％、「不定期」

の割合が 19.8％となっています。 

年度別でみると、大きな差異はみられません。 

性別でみると、女性に比べ、男性で「週１回以上」の割合が高くなっています。 

年齢別でみると、19 歳以下を除いて、概ね年齢が高くなるにつれ「週１回以上」の割合が高く

なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 年度別・性別・年齢別 運動の頻度 

 

  

週１回以上 月に２～３回 年に数回 不定期

全くない 無回答

N = 

令和４年度 1,539

令和３年度 1,642

令和２年度 1,641

令和元年度 1,467

平成30年度 1,518

男性 677

女性 852

19歳以下 25

20～29歳 100

30～39歳 149

40～49歳 231

50～59歳 290

60～69歳 228

70～79歳 302

80歳以上 211

30.2

31.6

31.3

32.0

29.9

32.6

28.3

44.0

22.0

23.5

23.8

28.3

30.3

40.1

32.2

9.8

8.6

8.3

8.9

8.2

12.9

7.4

16.0

11.0

10.1

8.7

13.1

9.2

7.3

9.5

7.1

6.2

7.6

7.4

9.0

8.0

6.5

8.0

13.0

12.1

7.8

8.3

6.6

5.3

1.9

19.8

18.9

21.0

20.4

19.1

18.6

20.4

16.0

22.0

24.2

26.4

19.0

17.5

17.5

15.2

30.9

31.8

29.6

30.3

32.2

26.1

34.9

16.0

32.0

29.5

32.9

30.3

36.0

23.5

37.0

2.2

2.9

2.1

0.9

1.6

1.8

2.6

0.7

0.4

1.0

0.4

6.3

4.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問 17 あなたは、さまざまな国の人たちと交流し、相互理解を深める国際交流に 

ついて、興味がありますか。あてはまる番号１つに○をつけてください。 

「興味がない」の割合が 47.7％と最も高く、次いで「少し興味がある」の割合が 37.3％、「興

味がある」の割合が 13.5％となっています。 

年度別でみると、大きな差異はみられません。 

性別でみると、大きな差異はみられません。 

年齢別でみると、年齢が低くなるにつれて、「興味がある」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 年度別・性別・年齢別 国際交流への興味 

 

  

興味がある 少し興味がある 興味がない 無回答

N = 

令和４年度 1,539

令和３年度 1,642

令和２年度 1,641

令和元年度 1,467

平成30年度 1,518

男性 677

女性 852

19歳以下 25

20～29歳 100

30～39歳 149

40～49歳 231

50～59歳 290

60～69歳 228

70～79歳 302

80歳以上 211

13.5

14.3

12.4

13.2

13.3

12.6

13.8

20.0

19.0

14.8

16.5

15.2

12.3

9.9

8.5

37.3

35.7

32.9

39.1

36.0

36.8

37.8

48.0

39.0

42.3

41.1

42.1

39.9

32.8

25.1

47.7

47.1

52.3

46.6

49.0

48.6

47.2

32.0

42.0

42.3

42.4

42.4

46.5

54.6

61.1

1.6

2.9

2.4

1.2

1.6

2.1

1.2

0.7

0.3

1.3

2.6

5.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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（３）人権・男女共同参画について 

問 18 あなたは、八尾市において、社会的身分、人種、民族、年齢、性別、障がいの 

あることなどによる差別がなくなったと思いますか。あてはまる番号１つに○を 

つけてください。 

「わからない」の割合が 35.1％と最も高く、次いで「あまり思わない」の割合が 24.5％、「少

し思う」の割合が 20.1％となっています。「思う」と「少し思う」をあわせた“肯定的な意見”

の割合は 26.3％となっています。 

年度別でみると、前年度に比べ、「わからない」の割合が低くなり、“肯定的な意見”と「あま

り思わない」と「思わない」をあわせた“否定的な意見”の割合が微増しています。 

性別でみると、女性に比べ、男性で“肯定的な意見”の割合が高くなっています。 

年齢別でみると、19 歳以下で “否定的な意見”の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 年度別・性別・年齢別 差別のない社会の実現  

思う 少し思う あまり思わない 思わない

わからない 無回答

N = 

令和４年度 1,539

令和３年度 1,642

令和２年度 1,641

令和元年度 1,467

平成30年度 1,518

男性 677

女性 852

19歳以下 25

20～29歳 100

30～39歳 149

40～49歳 231

50～59歳 290

60～69歳 228

70～79歳 302

80歳以上 211

6.2

6.6

8.6

10.3

8.8

8.1

4.6

8.0

1.0

3.4

5.2

4.8

6.6

7.9

10.4

20.1

16.3

21.2

25.9

25.4

20.8

19.5

12.0

23.0

12.1

18.6

18.6

18.4

25.8

22.7

24.5

21.6

23.5

24.1

23.9

24.8

24.4

40.0

24.0

22.1

28.6

27.2

28.9

22.8

13.7

13.3

12.5

7.3

8.0

8.8

14.2

12.6

12.0

13.0

14.1

13.4

15.5

14.0

11.3

11.8

35.1

41.0

38.0

30.1

30.8

30.9

38.3

28.0

39.0

47.7

34.2

33.4

31.1

30.8

38.4

0.9

1.9

1.5

1.7

2.2

1.2

0.7

0.7

0.3

0.9

1.3

2.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問 19 男女共同参画を推進することを目的に、市民の交流、情報提供、学習および相談

の場として、八尾市男女共同参画センター「すみれ」（社会福祉会館２階内）を設

置しています。 

あなたは、八尾市男女共同参画センター「すみれ」を知っていますか。あてはま

る番号１つに○をつけてください。 

「知っている」の割合が 8.3％、「知らない」の割合が 90.7％となっています。 

年度別でみると、前年度に比べ、「知っている」の割合が減少しています。 

性別でみると、男性に比べ、女性で「知っている」の割合が高くなっています。 

年齢別でみると、30～39 歳で「知っている」の割合が最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 年度別・性別・年齢別 男女共同参画センターの認知度 

 

 

  

N = 

令和４年度 1,539

令和３年度 1,642

令和２年度 1,641

令和元年度 1,467

平成30年度 1,518

男性 677

女性 852

１９歳以下 25

２０～２９歳 100

３０～３９歳 149

４０～４９歳 231

５０～５９歳 290

６０～６９歳 228

７０～７９歳 302

８０歳以上 211

8.3

10.0

11.4

9.2

9.1

6.6

9.6

4.0

3.0

13.4

9.1

8.3

8.8

6.3

9.0

90.7

88.4

87.6

89.6

89.3

91.9

89.7

96.0

96.0

85.9

90.5

91.4

90.4

92.4

88.2

1.0

1.5

1.0

1.2

1.6

1.5

0.7

1.0

0.7

0.4

0.3

0.9

1.3

2.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている 知らない 無回答



26 

（４）普段の暮らしについて 

問 20 あなたは、地元の商店街や個人商店でどの程度買い物をしますか。 

あてはまる番号１つに○をつけてください。 

「週１回以上」の割合が 25.0％と最も高く、次いで「不定期」の割合が 23.5％、「全くない」

の割合が 23.3％となっています。 

年度別でみると、大きな差異はみられません。 

性別でみると、大きな差異はみられません。 

年齢別でみると、70～79 歳で「週１回以上」の割合が高くなっています。また、概ね年齢が低

くなるにつれ「全くない」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 年度別・性別・年齢別 商店街や地元の個人商店での買い物頻度 

  

N = 

令和４年度 1,539

令和３年度 1,642

令和２年度 1,641

令和元年度 1,467

平成30年度 1,518

男性 677

女性 852

１９歳以下 25

２０～２９歳 100

３０～３９歳 149

４０～４９歳 231

５０～５９歳 290

６０～６９歳 228

７０～７９歳 302

８０歳以上 211

25.0

27.4

25.7

27.2

26.4

24.4

25.4

8.0

7.0

8.7

13.0

16.9

21.5

46.0

44.1

12.8

13.0

14.1

14.7

13.4

13.6

12.2

16.0

15.0

10.1

11.3

13.8

15.4

12.3

11.4

14.1

13.6

12.4

11.1

12.4

12.0

15.8

8.0

13.0

18.1

22.5

17.9

16.2

7.0

6.2

23.5

24.5

25.0

26.3

26.5

25.7

21.8

32.0

21.0

30.9

23.8

24.1

29.8

17.9

19.0

23.3

19.3

21.0

19.4

19.5

22.9

23.6

36.0

42.0

32.2

29.0

26.2

16.7

13.9

17.5

1.3

2.2

1.8

1.2

1.8

1.5

1.2

2.0

0.4

1.0

0.4

3.0

1.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

週１回以上 月に２～３回 年に数回 不定期

全くない 無回答
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問 21 あなたは、インターネットを活用して、買い物（ネットショッピング）や宿泊施

設の予約、チケットの申し込み等をすることがありますか。 

あてはまる番号１つに○をつけてください。 

「よく利用する」の割合が 32.8％と最も高く、次いで「利用しない」の割合が 29.4％、「時々

利用する」の割合が 25.4％となっています。「よく利用する」と「時々利用する」をあわせた“利

用する人”の割合は、58.2％となっています。 

年度別でみると、大きな差異はみられません。 

性別でみると、大きな差異はみられません。 

年齢別でみると、20～49 歳で“利用する人”の割合が８割を超えています。一方、80 歳以上で

は 9.5％と低くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 性別・年齢別 インターネットの活用 

 

  

よく利用する

あまり利用しない

利用しない

時々利用する

今は利用していないが、今後利用したい

無回答

N = 

令和４年度 1,539

令和３年度 1,642

令和２年度 1,641

男性 677

女性 852

19歳以下 25

20～29歳 100

30～39歳 149

40～49歳 231

50～59歳 290

60～69歳 228

70～79歳 302

80歳以上 211

32.8

30.3

28.9

30.4

34.7

40.0

60.0

70.5

53.7

42.1

26.3

6.6

1.4

25.4

25.0

24.8

27.2

23.6

36.0

31.0

22.8

32.0

35.5

30.3

17.5

8.1

8.2

7.7

8.6

8.7

7.9

12.0

2.0

4.0

7.4

7.2

9.6

12.9

7.6

2.9

3.9

4.2

3.5

2.5

2.0

0.7

0.9

3.1

7.0

1.7

4.7

29.4

30.6

31.8

29.1

29.9

12.0

4.0

2.0

6.1

11.4

25.9

59.9

73.5

1.2

2.4

1.7

1.0

1.4

1.0

0.7

0.9

1.3

4.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問 22 あなたは、災害に対してどのような備えをしていますか。 

あてはまる番号すべてに○をつけてください。 

「特に何もしていない」の割合が 38.0％と最も高く、次いで「３日分の食料・飲料用水を備蓄

している」の割合が 30.2％、「家族で避難場所を決めている」の割合が 26.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 災害に対する備え 

※地震などの災害に備えて、最低３日分程度備蓄しておくことが必要だといわれています。 

また、飲料用水については１人１日３リットルが目安とされています。 

 

 

【性別】 

性別でみると、男女ともに「特に何もしていない」の割合が最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 性別 災害に対する備え 

  

Ｎ = 1,539 ％

家族で避難場所を決めている

住んでいる所や勤めている所等を
防災マップで確認している

防災訓練に参加している

日用品をすぐ持ち出せるように
している

３日分の食料・飲料用水を備蓄
している（※）

特に何もしていない

無回答

26.2

21.7

5.9

19.0

30.2

38.0

1.0

0 10 20 30 40 50

％

家族で避難場所を決めている

住んでいる所や勤めている所等を
防災マップで確認している

防災訓練に参加している

日用品をすぐ持ち出せるようにし
ている

３日分の食料・飲料用水を備蓄し
ている

特に何もしていない

無回答

23.5

20.7

7.1

16.8

29.0

41.2

1.2

28.3

22.5

5.0

20.5

31.5

35.7

0.8

0 20 40 60

男性

（N = 677）

女性

（N = 852）
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【年齢別】 

年齢別でみると、59 歳以下と 80 歳以上で「特に何もしていない」の割合が最も高くなってい

ます。60～79 歳では「３日分の食料・飲料用水を備蓄している」が最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 年齢別 災害に対する備え（19 歳以下） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 年齢別 災害に対する備え（20～29 歳） 

 

 

 

 

  

Ｎ = 100 ％

家族で避難場所を決めている

住んでいる所や勤めている所等を
防災マップで確認している

防災訓練に参加している

日用品をすぐ持ち出せるようにし
ている

３日分の食料・飲料用水を備蓄し
ている

特に何もしていない

無回答

21.0

16.0

1.0

18.0

20.0

51.0

1.0

0 20 40 60

Ｎ = 25 ％

家族で避難場所を決めている

住んでいる所や勤めている所等を
防災マップで確認している

防災訓練に参加している

日用品をすぐ持ち出せるようにし
ている

３日分の食料・飲料用水を備蓄し
ている

特に何もしていない

無回答

28.0

8.0

12.0

4.0

20.0

56.0

0.0

0 20 40 60
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図 年齢別 災害に対する備え（30～39 歳） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 年齢別 災害に対する備え（40～49 歳） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 年齢別 災害に対する備え（50～59 歳） 
  

Ｎ = 149 ％

家族で避難場所を決めている

住んでいる所や勤めている所等を
防災マップで確認している

防災訓練に参加している

日用品をすぐ持ち出せるようにし
ている

３日分の食料・飲料用水を備蓄し
ている

特に何もしていない

無回答

25.5

17.4

2.0

24.8

32.2

38.3

0.7

0 20 40 60

Ｎ = 231 ％

家族で避難場所を決めている

住んでいる所や勤めている所等を
防災マップで確認している

防災訓練に参加している

日用品をすぐ持ち出せるようにし
ている

３日分の食料・飲料用水を備蓄し
ている

特に何もしていない

無回答

30.3

23.8

8.2

18.6

26.0

36.4

0.0

0 20 40 60

Ｎ = 290 ％

家族で避難場所を決めている

住んでいる所や勤めている所等を
防災マップで確認している

防災訓練に参加している

日用品をすぐ持ち出せるようにし
ている

３日分の食料・飲料用水を備蓄し
ている

特に何もしていない

無回答

24.1

22.4

4.8

15.5

27.9

40.0

0.7

0 20 40 60
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図 年齢別 災害に対する備え（60～69 歳） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 年齢別 災害に対する備え（70～79 歳） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 年齢別 災害に対する備え（80 歳以上）  

Ｎ = 228 ％

家族で避難場所を決めている

住んでいる所や勤めている所等を
防災マップで確認している

防災訓練に参加している

日用品をすぐ持ち出せるようにし
ている

３日分の食料・飲料用水を備蓄し
ている

特に何もしていない

無回答

22.4

22.8

6.1

17.5

37.7

37.3

0.4

0 20 40 60

Ｎ = 302 ％

家族で避難場所を決めている

住んでいる所や勤めている所等を
防災マップで確認している

防災訓練に参加している

日用品をすぐ持ち出せるようにし
ている

３日分の食料・飲料用水を備蓄し
ている

特に何もしていない

無回答

32.1

23.2

7.3

21.2

34.8

32.5

2.0

0 20 40 60

Ｎ = 211 ％

家族で避難場所を決めている

住んでいる所や勤めている所等を
防災マップで確認している

防災訓練に参加している

日用品をすぐ持ち出せるようにし
ている

３日分の食料・飲料用水を備蓄し
ている

特に何もしていない

無回答

22.7

22.7

7.1

19.9

28.0

37.9

1.9

0 20 40 60
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（５）マイナンバーカードについて 

問 23 あなたは、マイナンバーカードをお持ちですか。 

あてはまる番号１つに○をつけてください。」 

「持っている」の割合が 70.7％、「持っていない」の割合が 29.0％となっています。 

性別でみると、大きな差異はみられません。 

年齢別でみると、30 歳以上で「持っている」の割合が高く、７割以上となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 性別・年齢別 マイナンバーカードの有無 

 

  

持っている 持っていない 無回答

N = 

令和４年度 1,539

 

男性 677

女性 852

19歳以下 25

20～29歳 100

30～39歳 149

40～49歳 231

50～59歳 290

60～69歳 228

70～79歳 302

80歳以上 211

70.7

71.0

70.3

60.0

64.0

74.5

70.6

70.7

71.5

71.9

70.1

29.0

28.7

29.3

40.0

35.0

25.5

29.4

29.3

28.5

27.8

28.4

0.3

0.3

0.4

1.0

0.3

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問 23 で「持っている」に○をつけた方にお伺いします。 

問 23-2 マイナンバーカードを用いたコンビニ端末での証明書の取得には手数料の割引

など利点がありますが、マイナンバーカードを用いて証明書を取得したことが

ありますか。あてはまる番号１つに○をつけてください。 

「取得したことがある」の割合が 35.8％、「取得したことがない」の割合が 63.9％となってい

ます。 

性別でみると、女性に比べ、男性で「取得したことがある」の割合が高くなっています。 

年齢別でみると、20～39 歳で「取得したことがある」の割合が高く、約５割となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 性別・年齢別 マイナンバーカードを用いて証明書を取得したことの有無 

 

  

取得したことがある 取得したことがない 無回答

N = 

令和４年度 1,539

男性 481

女性 599

19歳以下 15

20～29歳 64

30～39歳 111

40～49歳 163

50～59歳 205

60～69歳 163

70～79歳 217

80歳以上 148

35.8

39.5

32.9

40.0

48.4

51.4

31.3

42.9

44.2

24.4

20.3

63.9

59.9

66.9

53.3

51.6

48.6

67.5

57.1

55.8

75.6

79.1

0.4

0.6

0.2

6.7

1.2

0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問 23-2 で「取得したことがない」に○をつけた方にお伺いします。 

問 23-3 カードを持っているが証明書を取得したことがない理由はなぜですか。 

あてはまる番号１つに○をつけてください。 

「証明書を必要とする機会が少ない」の割合が 61.9％と最も高く、次いで「特にない・わから

ない」の割合が 11.7％となっています。 

性別でみると、男性に比べ、女性で「証明書を必要とする機会が少ない」の割合が高くなって

います。 

年齢別でみると、他に比べて、30～39 歳、60～69 歳で「窓口の方が安心して取得できる」の割

合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 性別・年齢別 マイナンバーカードを用いて証明書を取得したことがない理由 

 

  

コンビニで取得できることを知らなかった

証明書を必要とする機会が少ない

情報漏洩等が不安

暗証番号を覚えるのが大変

無回答

コンビニ交付の利点を知らない・コンビニ交付に魅力を感じない

機械の操作が苦手

窓口の方が安心して取得できる

特にない・わからない

N = 

令和４年度 1,539

令和３年度 544

男性 288

女性 401

19歳以下 8

20～29歳 33

30～39歳 54

40～49歳 110

50～59歳 117

60～69歳 91

70～79歳 164

80歳以上 117

2.6

2.0

1.4

3.2

12.5

6.1

1.9

2.7

4.3

1.8

2.6

0.6

1.3

1.0

0.9

2.2

0.6

61.9

55.1

58.0

64.3

62.5

72.7

57.4

74.5

68.4

60.4

57.3

49.6

4.7

6.6

5.2

4.5

3.0

3.6

0.9

7.7

8.5

5.1

1.9

3.1

1.7

2.0

1.9

1.8

3.4

2.2

2.4

6.0

8.3

7.3

5.2

11.1

1.8

2.6

11.0

8.5

6.0

0.9

1.8

1.0

0.7

0.9

0.6

3.4

11.7

9.9

13.9

10.2

25.0

15.2

16.7

7.3

12.8

7.7

7.9

18.8

9.8

11.8

10.4

9.5

3.0

11.1

7.3

6.8

8.8

12.2

14.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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（６）八尾の魅力について 

問 24 八尾市では、八尾の魅力を市内外に発信する取り組みを進めていますが、 

あなたは、八尾の魅力は何だと思いますか。 

あてはまる番号すべてに○をつけてください。 

「買い物がしやすい」の割合が 43.2％と最も高く、次いで「交通の便がよい」の割合が 41.1％、

「大型商業施設がある」の割合が 34.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図  八尾の魅力について 

 

 

 

  

N = 1,539 ％

買い物がしやすい

交通の便がよい

子育てがしやすい

河内音頭が盛んである

八尾若ごぼう・枝豆などの特産品が
ある

大型商業施設がある

中小企業が元気だ

歴史資産が多い

自然が多い

その他

特になし

無回答

43.2

41.1

6.2

14.2

32.1

34.9

9.8

14.0

16.8

1.6

14.6

1.8

0 10 20 30 40 50
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【性別】 

性別でみると、男性に比べ、女性で「買い物がしやすい」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 性別 八尾の魅力について 

 

 

  

％

買い物がしやすい

交通の便がよい

子育てがしやすい

河内音頭が盛んである

八尾若ごぼう・枝豆などの特産品が
ある

大型商業施設がある

中小企業が元気だ

歴史資産が多い

自然が多い

その他

特になし

無回答

38.4

39.7

4.1

13.3

27.0

34.9

9.7

15.7

17.1

1.8

15.7

2.2

47.1

42.1

7.6

15.0

36.0

35.0

9.9

12.8

16.5

1.3

13.8

1.5

0 20 40 60

男性

（N = 677）

女性

（N = 852）
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【年齢別】 

年齢別でみると、全ての年代で「買い物がしやすい」「交通の便がよい」「八尾若ごぼう・枝豆

などの特産品がある」「大型商業施設がある」の割合が高い傾向にあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 年齢別 八尾の魅力について（19 歳以下） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 年齢別 八尾の魅力について（20～29 歳） 

  

N = 25 ％

買い物がしやすい

交通の便がよい

子育てがしやすい

河内音頭が盛んである

八尾若ごぼう・枝豆などの特産品がある

大型商業施設がある

中小企業が元気だ

歴史資産が多い

自然が多い

その他

特になし

無回答

36.0

56.0

0.0

24.0

28.0

40.0

16.0

16.0

16.0

0.0

8.0

0.0

0 20 40 60

N = 100 ％

買い物がしやすい

交通の便がよい

子育てがしやすい

河内音頭が盛んである

八尾若ごぼう・枝豆などの特産品がある

大型商業施設がある

中小企業が元気だ

歴史資産が多い

自然が多い

その他

特になし

無回答

43.0

40.0

10.0

4.0

19.0

41.0

9.0

8.0

14.0

5.0

14.0

1.0

0 20 40 60
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図 年齢別 八尾の魅力について（30～39 歳） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 年齢別 八尾の魅力について（40～49 歳） 

  

N = 149 ％

買い物がしやすい

交通の便がよい

子育てがしやすい

河内音頭が盛んである

八尾若ごぼう・枝豆などの特産品がある

大型商業施設がある

中小企業が元気だ

歴史資産が多い

自然が多い

その他

特になし

無回答

46.3

53.0

18.1

6.7

25.5

46.3

10.1

11.4

13.4

0.7

12.1

0.7

0 20 40 60

N = 231 ％

買い物がしやすい

交通の便がよい

子育てがしやすい

河内音頭が盛んである

八尾若ごぼう・枝豆などの特産品がある

大型商業施設がある

中小企業が元気だ

歴史資産が多い

自然が多い

その他

特になし

無回答

39.8

36.8

9.1

17.3

34.6

36.4

10.0

11.3

16.0

0.4

17.7

0.9

0 20 40 60
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図 年齢別 八尾の魅力について（50～59 歳） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 年齢別 八尾の魅力について（60～69 歳） 

 

  

N = 290 ％

買い物がしやすい

交通の便がよい

子育てがしやすい

河内音頭が盛んである

八尾若ごぼう・枝豆などの特産品がある

大型商業施設がある

中小企業が元気だ

歴史資産が多い

自然が多い

その他

特になし

無回答

43.8

37.9

5.9

13.4

31.0

39.0

11.4

12.4

15.9

1.7

13.1

0.7

0 20 40 60

N = 228 ％

買い物がしやすい

交通の便がよい

子育てがしやすい

河内音頭が盛んである

八尾若ごぼう・枝豆などの特産品がある

大型商業施設がある

中小企業が元気だ

歴史資産が多い

自然が多い

その他

特になし

無回答

45.2

45.6

2.2

17.1

34.6

34.6

9.6

20.2

21.9

1.3

13.6

1.3

0 20 40 60
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図 年齢別 八尾の魅力について（70～79 歳） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 年齢別 八尾の魅力について（80 歳以上） 

 

  

N = 302 ％

買い物がしやすい

交通の便がよい

子育てがしやすい

河内音頭が盛んである

八尾若ごぼう・枝豆などの特産品がある

大型商業施設がある

中小企業が元気だ

歴史資産が多い

自然が多い

その他

特になし

無回答

45.7

42.4

3.6

16.9

35.4

30.5

8.3

15.6

20.2

2.0

13.9

3.3

0 20 40 60

N = 211 ％

買い物がしやすい

交通の便がよい

子育てがしやすい

河内音頭が盛んである

八尾若ごぼう・枝豆などの特産品がある

大型商業施設がある

中小企業が元気だ

歴史資産が多い

自然が多い

その他

特になし

無回答

39.3

33.6

1.9

13.7

34.6

22.3

9.0

15.2

12.3

1.4

18.0

4.3

0 20 40 60



41 

問 25 あなたは、八尾の魅力を友人や知り合いにどの程度すすめたいと思いますか。 

とてもすすめたい場合を 10 点、全くすすめたくない場合を 0 点とすると、何点く

らいになると思いますか。いずれかの数字 1 つに○をつけてください。 

「あまり思わない（５～０点）」の割合が 54.8％と最も高く、次いで「思う（７～６点）」の割

合が 25.9％、「とても思う（10～８点）」の割合が 16.1％となっています。「とても思う（10～８

点）」と「思う（７～６点）」をあわせた“肯定的な意見”の割合が 42.0％となっています。 

年度別でみると、前年度に比べ、“肯定的な意見”の割合が増加しています。 

性別でみると、大きな差異はみられません。 

年齢別でみると、概ね年齢が低くなるにつれて“肯定的な意見”の割合が高くなっている傾向

がみられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 年度別・性別・年齢別 八尾の魅力を友人や知り合いにすすめたい度合い 

 

  

とても思う（10～８点） 思う（７～６点）

あまり思わない（５～０点） 無回答

N = 

令和４年度 1,539

令和３年度 1,642

令和２年度 1,641

男性 677

女性 852

19歳以下 25

20～29歳 100

30～39歳 149

40～49歳 231

50～59歳 290

60～69歳 228

70～79歳 302

80歳以上 211

16.1

10.8

13.6

16.1

16.0

16.0

17.0

21.5

18.6

18.6

15.4

12.6

10.9

25.9

21.7

24.3

25.3

26.5

36.0

34.0

33.6

26.4

30.7

24.6

19.5

19.4

54.8

62.9

55.9

56.4

53.6

48.0

48.0

44.3

54.5

49.7

58.8

61.9

59.7

3.1

4.5

6.2

2.2

3.9

1.0

0.7

0.4

1.0

1.3

6.0

10.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%



42 

問 26 あなたは、八尾をより良くするための活動にどの程度関わりたいと思いますか。 

とても関わりたい場合を 10 点、全く関わりたくない場合を 0 点とすると、何点く

らいになると思いますか。いずれかの数字 1 つに○をつけてください。 

「あまり思わない（５～０点）」の割合が 70.2％と最も高く、次いで「思う（７～６点）」の割

合が 16.7％となっています。「とても思う（10～８点）」と「思う（７～６点）」をあわせた“肯

定的な意見”の割合が 26.4％となっています。 

年度別でみると、前年度に比べ、“肯定的な意見”の割合が増加しています。 

性別でみると、女性に比べ、男性で“肯定的な意見”の割合が高くなっています。 

年齢別でみると、70 歳以上で“肯定的な意見”の割合が低くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 年度別・性別・年齢別 八尾をより良くするための活動に関わりたい度合い 

 

 

  

とても思う（10～８点） 思う（７～６点）

あまり思わない（５～０点） 無回答

N = 

令和４年度 1,539

令和３年度 1,642

令和２年度 1,641

男性 677

女性 852

19歳以下 25

20～29歳 100

30～39歳 149

40～49歳 231

50～59歳 290

60～69歳 228

70～79歳 302

80歳以上 211

9.7

8.0

10.7

11.5

8.3

4.0

8.0

12.1

13.0

10.3

11.8

7.6

5.7

16.7

14.7

17.2

17.3

16.2

24.0

18.0

20.8

17.7

19.3

15.8

12.9

13.7

70.2

72.6

66.1

69.0

71.1

72.0

73.0

66.4

69.3

69.7

70.6

73.5

68.2

3.4

4.6

6.1

2.2

4.3

1.0

0.7

0.7

1.8

6.0

12.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問 27 あなたは、八尾をより良くするために活動している人に対して、どの程度感謝し

たいですか。とても感謝したい場合を 10 点、全く感謝したくない場合を 0 点とす

ると、何点くらいになると思いますか。いずれかの数字 1 つに○をつけてくださ

い。 

「とても思う（10～８点）」の割合が 54.9％と最も高く、次いで「あまり思わない（５～０点）」

の割合が 24.0％、「思う（７～６点）」の割合が 18.4％となっています。「とても思う（10～８点）」

と「思う（７～６点）」をあわせた“肯定的な意見”の割合が 73.3％となっています。 

年度別でみると、大きな差異はみられません。 

性別でみると、男性に比べ、女性で“肯定的な意見”の割合が高くなっています。 

年齢別でみると、20～59 歳で“肯定的な意見”の割合が高く、約８割となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 年度別・性別・年齢別 八尾をより良くするために活動している人に対しての感謝の度合い 

  

とても思う（10～８点） 思う（７～６点）

あまり思わない（５～０点） 無回答

N = 

令和４年度 1,539

令和３年度 1,642

令和２年度 1,641

男性 677

女性 852

19歳以下 25

20～29歳 100

30～39歳 149

40～49歳 231

50～59歳 290

60～69歳 228

70～79歳 302

80歳以上 211

54.9

53.8

56.8

47.3

60.8

56.0

60.0

63.8

62.3

57.6

53.1

47.7

46.4

18.4

17.7

16.7

21.9

15.7

12.0

17.0

16.1

16.5

19.3

19.7

21.5

16.6

24.0

25.9

22.8

28.7

20.3

32.0

22.0

19.5

20.3

22.1

24.6

26.2

29.9

2.7

2.6

3.7

2.2

3.2

1.0

0.7

0.9

1.0

2.6

4.6

7.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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３ 八尾のまちについて、みなさまが日ごろ感じておられることについて 

問 28 あなたが、八尾市で生活する中で、次のことについて、どのように思われます

か。ア～セの項目ごとに、あてはまる番号１つに○をつけてください。 

日ごろ感じていることについて全体をみると、「思う」と「少し思う」をあわせた“肯定的な意

見”は、「セ 平和な社会が大切だと思うか」が 95.1％と最も高く、次いで「ク 公共交通機関

を利用する際、便利だと思うか」が 65.4％となっています。一方、「思わない」と「あまり思わ

ない」をあわせた“否定的な意見”は「キ 地域住民の意向に沿って、まちの整備が進んでいる

と思うか」が 48.1％で最も高く、次いで、「ウ 地域でウォーキングや体操、食育など健康づく

りの活動が活発に行われていると思うか」が 43.7％となっています。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 日ごろ感じていること 

  

N = 1,539

ア　公共施設がバリアフリーな建物であると感じるか

イ　地域での福祉活動が活発に行われていると
     思うか

ウ　地域でウォーキングや体操、食育など健康
     づくりの活動が活発に行われていると思うか

エ　八尾市内に自然環境が多く残っていると
　　思うか

オ　都市部と郊外部でそれぞれ地域特性に応じた
     開発がなされていると思うか

カ　八尾市の景観は、うるおいと魅力ある景観づく
     りがなされていると思うか

キ　地域住民の意向に沿って、まちの整備が進んで
     いると思うか

ク　公共交通機関を利用する際、便利だと思うか

ケ　性別に関わらず男女が互いに認め合える
     差別のない社会が実現していると思うか

コ　職場や地域において、女性が働きやすい活動
    しやすい環境が整っていると思うか

サ　行政の取り組みが改善されていると思うか

シ　八尾市役所からの情報が入手しやすいと思うか

ス　子育てしやすい環境が整っていると思うか

セ　平和な社会が大切だと思うか

12.5

6.7

5.0

15.8

5.5

17.9

4.6

29.7

6.0

6.6

4.5

10.0

5.4

86.6

37.8

21.2

20.9

39.8

30.6

45.4

23.5

35.7

22.4

24.8

22.9

35.6

27.7

8.5

25.4

31.4

30.7

24.4

29.5

18.0

34.2

15.9

31.1

29.7

27.8

26.5

23.3

1.2

4.1

11.1

13.0

8.6

10.6

6.0

13.9

12.9

12.4

10.7

14.7

13.1

11.2

0.4

18.1

27.7

28.1

8.6

21.5

11.2

21.7

4.4

25.9

25.7

27.4

12.8

29.8

2.0

2.1

1.9

2.3

2.8

2.3

1.5

2.1

1.4

2.3

2.5

2.8

1.9

2.6

1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

思う 少し思う あまり思わない 思わない わからない 無回答

イ　地域での福祉活動が活発に行われていると
     思うか
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問 28 ア あなたは、公共施設を利用される際、誰もが利用しやすいバリアフリーな 

建物であると感じますか。 

「少し思う」の割合が 37.8％と最も高く、次いで「あまり思わない」の割合が 25.4％、「わか

らない」の割合が 18.1％となっています。「思う」と「少し思う」をあわせた“肯定的な意見”

の割合（50.3％）が、「あまり思わない」と「思わない」をあわせた“否定的な意見”の割合（29.5％）

を上回っています。 

年度別でみると、大きな差異はみられません。 

性別でみると、大きな差異はみられません。 

年齢別でみると、概ね年齢が低くなるにつれ“肯定的な意見”の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 年度別・性別・年齢別 ア 公共施設がバリアフリー化されているかの評価 

  

思う 少し思う あまり思わない 思わない わからない 無回答

N = 

令和４年度 1,539

令和３年度 1,642

令和２年度 1,641

令和元年度 1,467

平成30年度 1,518

男性 677

女性 852

19歳以下 25

20～29歳 100

30～39歳 149

40～49歳 231

50～59歳 290

60～69歳 228

70～79歳 302

80歳以上 211

12.5

13.6

11.5

11.8

12.6

12.7

12.2

28.0

17.0

8.1

13.4

11.0

10.1

14.6

11.8

37.8

36.4

36.9

38.9

39.3

38.6

36.9

36.0

44.0

44.3

41.6

43.4

38.6

28.8

29.9

25.4

23.3

22.5

25.6

24.3

24.7

26.2

20.0

21.0

26.2

24.2

29.7

25.0

27.5

20.9

4.1

5.9

4.6

5.5

5.9

5.0

3.4

6.0

2.7

4.8

1.7

4.8

3.3

7.6

18.1

18.4

21.1

15.9

15.5

17.4

18.8

16.0

11.0

18.1

16.0

14.1

20.6

21.5

22.3

2.1

2.5

3.5

2.4

2.4

1.6

2.6

1.0

0.7

0.9

4.3

7.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問 28 イ あなたは、地域での福祉活動が活発に行われていると思いますか。 

「あまり思わない」の割合が 31.4％と最も高く、次いで「わからない」の割合が 27.7％、「少

し思う」の割合が 21.2％となっています。「あまり思わない」と「思わない」をあわせた“否定

的な意見”の割合（42.5％）が、「思う」と「少し思う」をあわせた“肯定的な意見”の割合（27.9％）

を上回っています。 

年度別でみると、大きな差異はみられません。 

性別でみると、大きな差異はみられません。 

年齢別でみると、20～29 歳で“否定的な意見”の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 年度別・性別・年齢別 イ 地域での福祉活動が活発に行われているかの評価 

 

  

思う 少し思う あまり思わない 思わない わからない 無回答

N = 

令和４年度 1,539

令和３年度 1,642

令和２年度 1,641

令和元年度 1,467

平成30年度 1,518

男性 677

女性 852

19歳以下 25

20～29歳 100

30～39歳 149

40～49歳 231

50～59歳 290

60～69歳 228

70～79歳 302

80歳以上 211

6.7

6.8

6.3

6.7

5.3

7.7

5.8

16.0

7.0

4.0

4.3

6.2

6.1

8.9

7.6

21.2

24.1

23.8

23.2

25.4

20.1

21.9

24.0

18.0

12.8

26.4

21.7

20.6

21.9

21.3

31.4

26.2

26.2

29.0

27.8

32.2

31.1

40.0

34.0

37.6

29.4

36.2

29.8

26.2

30.3

11.1

11.6

8.8

9.2

11.4

12.6

10.1

13.0

5.4

11.3

10.7

10.5

14.2

12.3

27.7

29.4

31.3

29.4

27.5

26.1

28.8

20.0

27.0

39.6

28.6

25.2

31.6

25.2

22.3

1.9

2.0

3.7

2.3

2.5

1.3

2.3

1.0

0.7

1.3

3.6

6.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問 28 ウ あなたは、地域でウォーキングや体操、食育など健康づくりのための活動が

活発に行われていると思いますか。 

「あまり思わない」の割合が 30.7％と最も高く、次いで「わからない」の割合が 28.1％、「少

し思う」の割合が 20.9％となっています。「あまり思わない」と「思わない」をあわせた“否定

的な意見”の割合（43.7％）が、「思う」と「少し思う」をあわせた“肯定的な意見”の割合（25.9％）

を上回っています。 

年度別でみると、年々“否定的な意見”の割合が高くなっています。 

性別でみると、女性に比べ、男性で“否定的な意見”の割合が高くなっています。 

年齢別でみると、50～59 歳で“否定的な意見”の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 年度別・性別・年齢別 ウ 健康づくりのための活動の評価 

  

思う 少し思う あまり思わない 思わない わからない 無回答

N = 

令和４年度 1,539

令和３年度 1,642

令和２年度 1,641

令和元年度 1,467

男性 677

女性 852

19歳以下 25

20～29歳 100

30～39歳 149

40～49歳 231

50～59歳 290

60～69歳 228

70～79歳 302

80歳以上 211

5.0

5.9

5.2

10.7

4.0

5.9

12.0

7.0

0.7

3.5

3.8

3.9

8.6

5.7

20.9

23.3

20.4

14.2

19.6

21.7

20.0

16.0

14.1

25.1

22.1

21.5

19.9

22.7

30.7

27.9

27.3

21.4

30.1

31.1

28.0

25.0

38.9

29.0

35.2

32.0

28.1

25.1

13.0

12.7

9.8

13.2

16.4

10.4

8.0

19.0

7.4

15.6

13.8

10.5

13.2

13.3

28.1

27.8

34.3

39.3

28.1

28.2

28.0

32.0

37.6

26.8

25.2

31.1

25.8

25.6

2.4

3.0

1.2

1.2

1.8

2.7

4.0

1.0

1.5

4.2

4.3

7.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問 28 エ あなたは、八尾市内に自然環境が多く残っていると思いますか。 

「少し思う」の割合が 39.8％と最も高く、次いで「あまり思わない」の割合が 24.4％、「思う」

の割合が 15.8％となっています。「思う」と「少し思う」をあわせた“肯定的な意見”の割合（55.6％）

が、「あまり思わない」と「思わない」をあわせた“否定的な意見”の割合（33.0％）を上回って

います。 

年度別でみると、大きな差異はみられません。 

性別でみると、大きな差異はみられません。 

年齢別でみると、30～49 歳で“否定的な意見”の割合が最も高くなっています。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 年度別・性別・年齢別 エ 市内での自然環境が多く残っているかの評価 

  

思う 少し思う あまり思わない 思わない わからない 無回答

N = 

令和４年度 1,539

令和３年度 1,642

令和２年度 1,641

令和元年度 1,467

平成30年度 1,518

男性 677

女性 852

19歳以下 25

20～29歳 100

30～39歳 149

40～49歳 231

50～59歳 290

60～69歳 228

70～79歳 302

80歳以上 211

15.8

19.4

16.7

16.4

13.0

16.1

15.6

24.0

20.0

16.8

16.9

16.9

16.7

14.6

10.4

39.8

37.6

40.0

40.0

36.6

40.0

39.4

44.0

38.0

37.6

39.0

44.8

43.9

38.7

33.2

24.4

22.9

21.0

24.6

27.6

24.4

24.4

16.0

22.0

30.2

28.6

21.0

22.8

25.8

21.8

8.6

8.5

7.2

8.2

11.9

11.2

6.5

8.0

9.0

8.7

10.0

9.0

7.0

6.6

10.4

8.6

9.1

11.3

8.1

7.6

5.9

10.9

8.0

9.0

6.0

5.2

8.3

7.9

8.9

15.2

2.8

2.6

3.8

2.7

3.2

2.4

3.2

2.0

0.7

0.4

1.8

5.3

9.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問 28 オ 八尾市において、都市部ではそれぞれの地域特性に応じた住宅、工場、商店

が立地し、郊外部では市街化が抑制され、自然環境の保全が図られていると

思いますか。 

「少し思う」の割合が 30.6％と最も高く、次いで「あまり思わない」の割合が 29.5％、「わか

らない」の割合が 21.5％となっています。「あまり思わない」と「思わない」をあわせた“否定

的な意見”の割合（40.1％）が、「思う」と「少し思う」をあわせた“肯定的な意見”の割合（36.1％）

を上回っています。 

年度別でみると、大きな差異はみられません。 

性別でみると、女性に比べ、男性で“否定的な意見”の割合が高くなっています。 

年齢別でみると、80 歳以上で“肯定的な意見”の割合が最も低くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 年度別・性別・年齢別 オ 都市部と郊外部でそれぞれ地域特性に応じた開発がなされているかの評価 

N = 

令和４年度 1,539

令和３年度 1,642

令和２年度 1,641

令和元年度 1,467

平成30年度 1,518

男性 677

女性 852

19歳以下 25

20～29歳 100

30～39歳 149

40～49歳 231

50～59歳 290

60～69歳 228

70～79歳 302

80歳以上 211

5.5

8.7

7.9

6.1

5.1

5.2

5.6

12.0

9.0

6.7

5.6

4.1

3.9

5.3

5.7

30.6

28.1

30.9

29.6

26.9

32.2

29.5

32.0

30.0

27.5

35.1

31.4

32.9

30.8

24.6

29.5

28.0

25.7

30.5

31.7

31.3

28.3

28.0

27.0

28.2

29.4

34.1

30.7

28.1

26.5

10.6

11.9

9.3

10.1

11.9

13.0

8.7

4.0

6.0

8.1

10.8

8.6

11.4

13.2

12.8

21.5

21.2

23.1

21.3

21.3

16.7

25.1

24.0

27.0

28.9

19.0

21.7

20.2

18.5

21.3

2.3

2.1

3.2

2.4

3.1

1.6

2.8

1.0

0.7

0.9

4.0

9.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

思う 少し思う あまり思わない 思わない わからない 無回答
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問 28 カ あなたは、八尾市の歴史的まちなみ景観や玉串川・長瀬川等の水路景観につ

いて、うるおいと魅力ある景観づくりがなされていると思いますか。 

「少し思う」の割合が 45.4％と最も高く、次いで「あまり思わない」の割合が 18.0％、「思う」

の割合が 17.9％となっています。「思う」と「少し思う」をあわせた“肯定的な意見”の割合（63.3％）

が、「あまり思わない」と「思わない」をあわせた“否定的な意見”の割合（24.0％）を上回って

います。 

年度別でみると、大きな差異はみられません。 

性別でみると、女性に比べ、男性で“否定的な意見”の割合が高くなっています。 

年齢別でみると、40 歳以上で“肯定的な意見”の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 年度別・性別・年齢別 カ 市内は良好な景観を形成しているかの評価 

 

  

思う 少し思う あまり思わない 思わない わからない 無回答

N = 

令和４年度 1,539

令和３年度 1,642

令和２年度 1,641

男性 677

女性 852

19歳以下 25

20～29歳 100

30～39歳 149

40～49歳 231

50～59歳 290

60～69歳 228

70～79歳 302

80歳以上 211

17.9

18.2

19.0

15.7

19.6

20.0

20.0

13.4

15.2

14.5

16.2

22.8

22.3

45.4

44.5

41.7

46.4

44.7

40.0

33.0

40.3

48.5

49.7

50.0

45.7

41.2

18.0

18.8

16.9

21.0

15.6

20.0

22.0

24.2

20.3

19.3

17.5

15.2

11.4

6.0

5.8

6.8

7.8

4.6

4.0

8.0

5.4

7.4

6.9

7.0

3.3

5.7

11.2

11.1

13.0

8.0

13.7

16.0

16.0

16.1

8.7

9.7

8.3

10.3

14.2

1.5

1.5

2.6

1.2

1.8

1.0

0.7

0.9

2.6

5.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問 28 キ あなたは、あなたのお住まいの地域のみなさんが考えている方向で、まちの

整備が進んでいると思いますか。 

「あまり思わない」の割合が 34.2％と最も高く、次いで「少し思う」の割合が 23.5％、「わか

らない」の割合が 21.7％となっています。「あまり思わない」と「思わない」をあわせた“否定

的な意見”の割合（48.1％）が、「思う」と「少し思う」をあわせた“肯定的な意見”の割合（28.1％）

を上回っています。 

年度別でみると、大きな差異はみられません。 

性別でみると、女性に比べ、男性で“否定的な意見”の割合が高くなっています。 

年齢別でみると、40～49 歳で“否定的な意見”の割合が高くなっていますが、「わからない」

の割合も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 年度別・性別・年齢別 キ まちの整備が地域住民の意向に沿っているかの評価 

  

思う 少し思う あまり思わない 思わない わからない 無回答

N = 

令和４年度 1,539

令和３年度 1,642

令和２年度 1,641

令和元年度 1,467

平成30年度 1,518

男性 677

女性 852

19歳以下 25

20～29歳 100

30～39歳 149

40～49歳 231

50～59歳 290

60～69歳 228

70～79歳 302

80歳以上 211

4.6

4.7

4.4

4.6

3.8

4.3

4.7

8.0

5.0

4.0

2.6

2.8

5.3

6.6

5.2

23.5

25.1

24.9

22.6

22.2

22.6

23.9

36.0

26.0

25.5

17.7

22.4

21.9

26.2

24.2

34.2

30.9

29.6

30.9

32.1

36.3

32.7

24.0

29.0

31.5

39.4

37.6

36.8

31.5

31.3

13.9

13.4

12.7

14.6

15.6

15.4

12.9

12.0

14.0

16.8

13.0

14.5

13.2

15.6

10.9

21.7

23.8

25.5

25.1

23.1

19.6

23.4

20.0

25.0

21.5

27.3

22.4

21.9

16.6

20.9

2.1

2.1

2.9

2.2

3.2

1.8

2.3

1.0

0.7

0.3

0.9

3.6

7.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問 28 ク あなたは、バスや鉄道などの公共交通機関を利用して出かけるときに、便利

だと思いますか。 

「少し思う」の割合が 35.7％と最も高く、次いで「思う」の割合が 29.7％、「あまり思わない」

の割合が 15.9％となっています。「思う」と「少し思う」をあわせた“肯定的な意見”の割合（65.4％）

が、「あまり思わない」と「思わない」をあわせた“否定的な意見”の割合（28.8％）を上回って

います。 

年度別でみると、前年度に比べ、“肯定的な意見”の割合が高くなっています。 

性別でみると、大きな差異はみられません。 

年齢別でみると、19 歳以下と 50～59 歳で“肯定的な意見”の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 年度別・性別・年齢別 ク 公共交通機関が便利であるかの評価 

  

思う 少し思う あまり思わない 思わない わからない 無回答

N = 

令和４年度 1,539

令和３年度 1,642

令和２年度 1,641

令和元年度 1,467

平成30年度 1,518

男性 677

女性 852

19歳以下 25

20～29歳 100

30～39歳 149

40～49歳 231

50～59歳 290

60～69歳 228

70～79歳 302

80歳以上 211

29.7

28.1

26.2

26.0

23.5

28.7

30.5

48.0

36.0

32.2

31.2

26.6

27.6

28.8

28.4

35.7

31.7

31.7

33.9

32.7

35.5

35.7

32.0

31.0

33.6

31.6

42.8

38.2

35.1

32.7

15.9

16.7

16.6

18.1

18.8

15.4

16.3

8.0

19.0

18.8

19.0

12.1

16.7

16.2

14.2

12.9

16.0

15.9

15.9

19.3

14.6

11.7

8.0

9.0

9.4

12.1

14.8

14.0

13.9

13.7

4.4

5.4

6.9

4.4

3.6

4.7

4.1

4.0

4.0

5.4

5.6

3.8

2.6

3.3

6.6

1.4

2.1

2.7

1.8

2.0

1.2

1.6

1.0

0.7

0.4

0.9

2.6

4.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問 28 ケ あなたは、性別に関わらず男女が互いに認め合える差別のない社会が実現し

ていると思いますか。 

「あまり思わない」の割合が 31.1％と最も高く、次いで「わからない」の割合が 25.9％、「少

し思う」の割合が 22.4％となっています。「あまり思わない」と「思わない」をあわせた“否定

的な意見”の割合（43.5％）が、「思う」と「少し思う」をあわせた“肯定的な意見”の割合（28.4％）

を上回っています。 

年度別でみると、大きな差異はみられません。 

性別でみると、大きな差異はみられません。 

年齢別でみると、30～39 歳で“肯定的な意見”の割合が低くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 年度別・性別・年齢別 ケ 男女が互いに認め合える差別のない社会が実現しているかの評価 

 

  

思う 少し思う あまり思わない 思わない わからない 無回答

N = 

令和４年度 1,539

令和３年度 1,642

令和２年度 1,641

令和元年度 1,467

平成30年度 1,518

男性 677

女性 852

19歳以下 25

20～29歳 100

30～39歳 149

40～49歳 231

50～59歳 290

60～69歳 228

70～79歳 302

80歳以上 211

6.0

7.0

5.7

6.3

5.1

6.9

5.0

16.0

9.0

2.7

5.2

4.1

4.4

7.6

8.1

22.4

20.5

24.3

26.9

27.1

23.3

21.4

28.0

27.0

16.1

18.6

19.0

24.1

24.5

27.0

31.1

31.4

27.5

26.7

29.5

32.1

30.3

12.0

27.0

36.9

37.2

36.6

27.6

27.2

26.5

12.4

13.5

10.7

12.7

12.2

12.3

12.7

12.0

12.0

13.4

13.0

15.5

15.4

9.6

8.1

25.9

25.6

28.9

25.4

23.8

23.3

28.2

32.0

24.0

30.2

26.0

24.5

27.2

26.5

23.2

2.3

2.0

2.9

2.0

2.4

2.1

2.5

1.0

0.7

0.3

1.3

4.6

7.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問 28 コ あなたは、職場や地域において、女性が働きやすい、あるいは活動しやすい

環境が整っていると思いますか。 

「あまり思わない」の割合が 29.7％と最も高く、次いで「わからない」の割合が 25.7％、「少

し思う」の割合が 24.8％となっています。「あまり思わない」と「思わない」をあわせた“否定

的な意見”の割合（40.4％）が、「思う」と「少し思う」をあわせた“肯定的な意見”の割合（31.4％）

を上回っています。 

年度別でみると、令和２年度以降で“肯定的な意見”の割合が低くなっています。 

性別でみると、女性に比べ、男性で“肯定的な意見”の割合が高くなっています。 

年齢別でみると、年齢が低くなるにつれ“肯定的な意見”の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 年度別・性別・年齢別 コ 男女共同参画の実現 

  

思う 少し思う あまり思わない 思わない わからない 無回答

N = 

令和４年度 1,539

令和３年度 1,642

令和２年度 1,641

令和元年度 1,467

平成30年度 1,518

男性 677

女性 852

19歳以下 25

20～29歳 100

30～39歳 149

40～49歳 231

50～59歳 290

60～69歳 228

70～79歳 302

80歳以上 211

6.6

6.9

6.7

10.4

9.3

8.1

5.4

16.0

10.0

4.7

8.7

6.6

6.6

6.6

3.3

24.8

24.4

26.1

27.7

27.7

27.3

22.3

28.0

32.0

30.9

26.0

25.5

22.8

21.9

19.4

29.7

28.1

23.8

22.5

24.4

27.8

31.2

16.0

24.0

33.6

32.0

33.1

29.4

27.8

27.5

10.7

12.5

11.2

8.0

8.9

11.5

10.2

8.0

13.0

11.4

11.3

11.4

14.9

9.9

4.7

25.7

24.9

28.7

28.6

26.0

23.2

27.9

32.0

20.0

18.8

22.1

23.1

25.0

29.5

35.5

2.5

3.2

3.5

2.8

3.6

2.1

2.9

1.0

0.7

0.3

1.3

4.3

9.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問 28 サ あなたは、行政の取り組みが、改善されていると思いますか。 

「あまり思わない」の割合が 27.8％と最も高く、次いで「わからない」の割合が 27.4％、「少

し思う」の割合が 22.9％となっています。「あまり思わない」と「思わない」をあわせた“否定

的な意見”の割合（42.5％）が、「思う」と「少し思う」をあわせた“肯定的な意見”の割合（27.4％）

を上回っています。 

年度別でみると、大きな差異はみられません。 

性別でみると、女性に比べ、男性で“肯定的な意見”の割合が高くなっています。 

年齢別でみると、19 歳以下を除いて、70 歳以上で“肯定的な意見”の割合が高くなっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 年度別・性別・年齢別 サ 行政の取り組みが改善されているかの評価 

  

思う 少し思う あまり思わない 思わない わからない 無回答

N = 

令和４年度 1,539

令和３年度 1,642

令和２年度 1,641

令和元年度 1,467

平成30年度 1,518

男性 677

女性 852

19歳以下 25

20～29歳 100

30～39歳 149

40～49歳 231

50～59歳 290

60～69歳 228

70～79歳 302

80歳以上 211

4.5

4.4

3.9

3.1

3.4

5.3

3.8

16.0

5.0

4.7

2.2

2.8

3.9

5.3

7.1

22.9

21.9

22.4

20.4

20.4

24.7

21.2

16.0

19.0

21.5

22.9

19.7

21.9

26.8

25.6

27.8

25.7

25.5

26.9

27.2

27.8

27.9

16.0

33.0

26.8

29.9

35.2

29.8

22.8

19.9

14.7

14.2

11.7

16.6

16.9

16.4

13.5

20.0

15.0

18.8

13.0

15.9

15.4

14.6

10.9

27.4

31.3

33.3

30.7

29.1

23.9

30.0

32.0

27.0

27.5

31.6

25.9

28.1

23.8

28.9

2.8

2.4

3.2

2.4

3.0

1.9

3.5

1.0

0.7

0.4

0.7

0.9

6.6

7.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問 28 シ あなたは、八尾市役所からの情報が入手しやすいと思いますか。 

「少し思う」の割合が 35.6％と最も高く、次いで「あまり思わない」の割合が 26.5％、「思わ

ない」の割合が 13.1％となっています。「思う」と「少し思う」をあわせた“肯定的な意見”の

割合（45.6％）が、「あまり思わない」と「思わない」をあわせた“否定的な意見”の割合（39.6％）

を上回っています。 

年度別でみると、令和２年度以降、“肯定的な意見”の割合が高くなっています。 

性別でみると、大きな差異はみられません。 

年齢別でみると、20～29 歳を除いて、“肯定的な意見”の割合はほぼ同じ割合となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 年度別・性別・年齢別 シ 八尾市役所からの情報が入手しやすいかの評価 

 

 

  

思う 少し思う あまり思わない 思わない わからない 無回答

N = 

令和４年度 1,539

令和３年度 1,642

令和２年度 1,641

男性 677

女性 852

19歳以下 25

20～29歳 100

30～39歳 149

40～49歳 231

50～59歳 290

60～69歳 228

70～79歳 302

80歳以上 211

10.0

11.3

8.5

10.0

9.7

12.0

9.0

8.7

11.7

9.0

9.2

8.9

12.3

35.6

32.5

28.1

37.2

34.5

32.0

23.0

41.6

37.7

34.1

36.8

38.1

33.2

26.5

27.3

29.9

23.8

28.8

16.0

31.0

26.8

29.0

31.7

26.8

21.9

22.3

13.1

13.3

14.1

16.0

10.9

16.0

14.0

13.4

12.1

10.7

16.2

14.6

10.9

12.8

13.7

16.8

11.2

14.0

24.0

22.0

8.7

9.1

14.1

10.1

12.3

16.1

1.9

1.9

2.7

1.8

2.1

1.0

0.7

0.4

0.3

0.9

4.3

5.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問 28 ス あなたは、子育てしやすい環境が整っていると思いますか。 

「わからない」の割合が 29.8％と最も高く、次いで「少し思う」の割合が 27.7％、「あまり思

わない」の割合が 23.3％となっています。「あまり思わない」と「思わない」をあわせた“否定

的な意見”の割合（34.5％）が、「思う」と「少し思う」をあわせた“肯定的な意見”の割合（33.1％）

を上回っています。 

年度別でみると、大きな変化はみられません。 

性別でみると、大きな差異はみられません。 

年齢別でみると、30～49 歳で“肯定的な意見”の割合が高く、約４割となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 性別・年齢別 ス 子育てしやすい環境が整っているかの評価 

 

 

  

思う 少し思う あまり思わない 思わない わからない 無回答

N = 

令和４年度 1,539

令和３年度 1,642

男性 677

女性 852

19歳以下 25

20～29歳 100

30～39歳 149

40～49歳 231

50～59歳 290

60～69歳 228

70～79歳 302

80歳以上 211

5.4

7.1

5.0

5.4

8.0

7.0

4.0

3.5

6.2

3.1

7.3

5.2

27.7

25.2

27.9

27.6

32.0

26.0

38.3

36.4

27.6

24.1

21.5

24.6

23.3

24.2

24.1

22.9

24.0

22.0

24.8

24.2

24.1

25.9

22.8

19.0

11.2

10.8

12.9

10.0

12.0

15.0

11.4

12.6

12.8

13.2

8.6

7.1

29.8

29.7

27.9

31.3

24.0

29.0

20.8

22.9

29.3

32.9

33.4

37.0

2.6

3.1

2.2

2.8

1.0

0.7

0.4

0.9

6.3

7.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問 28 セ あなたは、平和な社会が大切だと思いますか。 

「思う」の割合が 86.6％と最も高くなっています。「思う」と「少し思う」をあわせた“肯定

的な意見”の割合（95.1％）が、「あまり思わない」と「思わない」をあわせた“否定的な意見”

の割合（1.6％）を上回っています。 

年度別でみると、大きな差異はみられません。 

性別でみると、“肯定的な意見”はほぼ同じ割合となっています。 

年齢別でみると、“肯定的な意見”はほぼ同じ割合となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 性別・年齢別 セ 平和な社会について 

 

  

思う 少し思う あまり思わない 思わない わからない 無回答

N = 

令和４年度 1,539

令和３年度 1,642

令和２年度 1,641

令和元年度 1,467

平成30年度 1,518

男性 677

女性 852

19歳以下 25

20～29歳 100

30～39歳 149

40～49歳 231

50～59歳 290

60～69歳 228

70～79歳 302

80歳以上 211

86.6

86.5

90.0

90.3

91.4

83.6

89.3

92.0

83.0

86.6

84.4

86.6

89.9

88.1

84.8

8.5

9.1

7.9

7.6

6.1

10.2

6.9

4.0

10.0

10.7

9.1

9.7

7.5

7.0

7.6

1.2

1.4

0.9

0.3

1.0

1.3

1.1

2.0

2.0

2.2

1.0

1.3

0.7

0.5

0.4

0.5

0.2

0.5

0.3

0.7

0.1

4.0

2.0

0.4

0.7

2.0

0.9

2.8

1.4

2.0

3.9

2.4

0.4

1.7

3.3

1.2

1.5

0.9

1.2

1.1

1.3

1.2

1.0

0.7

0.3

0.9

2.0

3.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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４ 公共施設の今後のあり方について 

問 29 あなたは、八尾市の公共施設をこの１年間でどれだけ利用しましたか。ア～サに

ついて、あてはまる番号それぞれ１つに○をつけてください。 

利用した場合は（ ）内に年間の利用回数を記入してください。利用しなかった

場合は、その理由としてあてはまる番号すべてに○をつけてください。 

（１）過去１年間の利用の有無 

八尾市の公共施設の過去１年間の利用状況について全体をみると、「利用した」の割合は、「ア

市役所庁舎」が 67.8％で最も多く、次いで、「イ 出張所・コミュニティセンター・人権コミュ

ニティセンター」、「エ 図書館」となっています。一方、「利用しなかった」の割合は、「ウ 生

涯学習施設」、「カ 運動広場等」、「キ 歴史資料館等」、「ケ 福祉施設（桂・安中老人福祉セン

ター）」、「コ 青少年施設（桂・安中青少年会館）」、「サ 青少年施設（青少年センター、青少年

野外活動センター「アクトランド YAO」）」が８割を超えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 公共施設の利用の有無 

 

 

  

N = 1,539

ア　市役所庁舎

イ　出張所・コミュニティセンター・
     人権コミュニティセンター

ウ　生涯学習施設

エ　図書館

オ　スポーツ施設

カ　運動広場等

キ　歴史資料館等

ク　福祉施設　（社会福祉会館・
     会館内の老人センターを含む）

ケ　福祉施設
     （桂・安中老人福祉センター）

コ　青少年施設
     （桂・安中青少年会館）

サ　青少年施設（青少年センター、
     青少年野外活動センター「アクトランド
     YAO 」）

67.8

29.4

10.9

28.7

15.3

4.8

6.6

5.1

1.5

2.1

3.4

27.3

54.6

81.7

64.9

77.6

88.0

86.2

87.8

91.1

90.3

89.1

4.9

16.0

7.5

6.4

7.1

7.1

7.2

7.1

7.4

7.6

7.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用した 利用しなかった 無回答
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（２）利用回数 

八尾市の公共施設の過去１年間の利用回数について全体をみると、“10 回以上”の割合は、「エ

図書館」が 34.3％で最も多く、次いで、「カ 運動広場等」、「福祉施設（桂・安中老人福祉セン

ター）」となっています。一方、「10 回未満」の割合は、「ア 市役所庁舎」が９割を超えていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 公共施設の利用回数 

 

  

10回未満 10～20回未満 20～30回未満 30～40回未満

40～50回未満 50回以上 無回答

N = 1,043

ア　市役所庁舎

イ　出張所・コミュニティセンター・
     人権コミュニティセンター

ウ　生涯学習施設

エ　図書館

オ　スポーツ施設

カ　運動広場等

キ　歴史資料館等

ク　福祉施設　（社会福祉会館・
     会館内の老人センターを含む）

ケ　福祉施設
     （桂・安中老人福祉センター）

コ　青少年施設
     （桂・安中青少年会館）

サ　青少年施設（青少年センター、
     青少年野外活動センター「アクトランド
     YAO 」）

90.3

85.8

82.6

62.9

85.1

68.9

89.1

73.1

73.9

72.7

76.9

5.0

7.3

9.6

17.2

4.7

17.6

3.0

11.5

4.3

12.1

11.5

0.6

1.1

1.8

8.8

1.7

1.4

1.0

3.8

8.7

3.0

1.9

0.4

0.7

0.6

4.5

1.3

1.4

3.8

8.7

9.1

1.9

0.2

1.1

0.9

1.4

1.3

0.1

1.5

1.2

2.7

3.8

8.1

1.0

1.3

4.3

7.7

3.6

3.3

4.2

2.7

2.6

1.4

5.9

5.1

3.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問 29 ア 市役所庁舎 

「利用した」の割合が 67.8％、「利用しなかった」の割合が 27.3％となっています。 

年度別でみると、大きな差異はみられません。 

性別でみると、大きな差異はみられません。 

年齢別でみると、30～39 歳で「利用した」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 年度別・性別・年齢別 ア 市役所庁舎の利用の有無 

 

利用しなかった場合の理由 

「利用する必要がない」の割合が 73.6％と最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ア 市役所庁舎を利用しなかった理由  

利用した 利用しなかった 無回答

N = 420 ％

施設の存在やサービス内容を知らない

利用する必要がない

住まいからの距離が遠い

施設、サービス、料金に不満がある

他市の施設を利用している

同じような民間施設を利用している

無回答

7.6

73.6

8.6

0.7

0.5

0.5

12.9

0 20 40 60 80 100

N = 

令和４年度 1,539

令和３年度 1,642

令和元年度 1,467

男性 677

女性 852

19歳以下 25

20～29歳 100

30～39歳 149

40～49歳 231

50～59歳 290

60～69歳 228

70～79歳 302

80歳以上 211

67.8

65.5

69.1

67.8

67.5

44.0

62.0

83.2

69.7

77.6

75.4

62.9

45.0

27.3

28.6

24.6

28.4

26.6

56.0

34.0

15.4

28.6

21.4

22.8

27.5

40.8

4.9

5.8

6.3

3.8

5.9

4.0

1.3

1.7

1.0

1.8

9.6

14.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問 29 イ 出張所・コミュニティセンター・人権コミュニティセンター 

「利用した」の割合が 29.4％、「利用しなかった」の割合が 54.6％となっています。 

年度別でみると、「利用した」の割合が低くなっています。 

性別でみると、男性に比べ、女性で「利用した」の割合が高くなっています。 

年齢別でみると、80 歳以上で「利用した」の割合が低くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 
 
 

図 年度別・性別・年齢別 イ 出張所・コミュニティセンター・人権コミュニティセンターの利用の有無 

 

利用しなかった場合の理由 

「利用する必要がない」の割合が 81.0％と最も高く、次いで「施設の存在やサービス内容を知

らない」の割合が 11.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 イ 出張所・コミュニティセンター・人権コミュニティセンターを利用しなかった理由 

N = 840 ％

施設の存在やサービス内容を知らない

利用する必要がない

住まいからの距離が遠い

施設、サービス、料金に不満がある

他市の施設を利用している

同じような民間施設を利用している

無回答

11.3

81.0

3.0

0.5

0.1

0.5

7.9

0 20 40 60 80 100

利用した 利用しなかった 無回答

N = 

令和４年度 1,539

令和３年度 1,642

令和元年度 1,467

男性 677

女性 852

19歳以下 25

20～29歳 100

30～39歳 149

40～49歳 231

50～59歳 290

60～69歳 228

70～79歳 302

80歳以上 211

29.4

35.7

32.0

27.6

30.6

28.0

23.0

34.9

31.6

28.6

32.5

30.8

22.3

54.6

57.1

60.4

56.4

53.2

68.0

70.0

56.4

62.3

63.8

53.9

41.1

43.1

16.0

7.2

7.6

16.0

16.2

4.0

7.0

8.7

6.1

7.6

13.6

28.1

34.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問 29 ウ 生涯学習施設（生涯学習センター、くらし学習館） 

「利用した」の割合が 10.9％、「利用しなかった」の割合が 81.7％となっています。 

年度別でみると、大きな差異はみられません。 

性別でみると、大きな差異はみられません。 

年齢別でみると、他に比べ、30～39 歳と 70 歳～79 歳で「利用した」の割合が高くなっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 年度別・性別・年齢別 ウ 生涯学習施設の利用の有無 

 

利用しなかった場合の理由 

「利用する必要がない」の割合が 70.3％と最も高く、次いで「施設の存在やサービス内容を知

らない」の割合が 15.2％、「住まいからの距離が遠い」の割合が 10.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ウ 生涯学習施設を利用しなかった理由  

N = 1,257 ％

施設の存在やサービス内容を知らない

利用する必要がない

住まいからの距離が遠い

施設、サービス、料金に不満がある

他市の施設を利用している

同じような民間施設を利用している

無回答

15.2

70.3

10.5

0.3

0.2

0.7

7.4

0 20 40 60 80 100

利用した 利用しなかった 無回答

N = 

令和４年度 1,539

令和３年度 1,642

令和元年度 1,467

男性 677

女性 852

19歳以下 25

20～29歳 100

30～39歳 149

40～49歳 231

50～59歳 290

60～69歳 228

70～79歳 302

80歳以上 211

10.9

11.9

11.4

10.0

11.5

3.0

15.4

10.8

10.0

7.9

15.6

10.4

81.7

79.8

80.5

83.5

80.2

100.0

94.0

82.6

87.0

88.3

88.2

69.9

67.8

7.5

8.3

8.1

6.5

8.3

3.0

2.0

2.2

1.7

3.9

14.6

21.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問 29 エ 図書館 

「利用した」の割合が 28.7％、「利用しなかった」の割合が 64.9％となっています。 

年度別でみると、大きな差異はみられません。 

性別でみると、大きな差異はみられません。 

年齢別でみると、19 歳以下と 30～49 歳で「利用した」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

図 年度別・性別・年齢別 エ 図書館の利用の有無 

 

利用しなかった場合の理由 

「利用する必要がない」の割合が 71.4％と最も高く、次いで「住まいからの距離が遠い」の割

合が 14.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

図 エ 図書館を利用しなかった理由  

N = 999 ％

施設の存在やサービス内容を知らない

利用する必要がない

住まいからの距離が遠い

施設、サービス、料金に不満がある

他市の施設を利用している

同じような民間施設を利用している

無回答

5.2

71.4

14.7

0.8

1.4

0.8

8.4

0 20 40 60 80 100

利用した 利用しなかった 無回答

N = 

令和４年度 1,539

令和３年度 1,539

令和元年度 1,467

男性 677

女性 852

19歳以下 25

20～29歳 100

30～39歳 149

40～49歳 231

50～59歳 290

60～69歳 228

70～79歳 302

80歳以上 211

28.7

28.1

34.4

28.1

29.0

44.0

28.0

36.2

39.8

28.6

23.2

27.8

16.6

64.9

63.4

57.9

66.6

63.7

56.0

69.0

63.1

58.9

70.0

73.7

59.3

64.0

6.4

8.5

7.8

5.3

7.3

3.0

0.7

1.3

1.4

3.1

12.9

19.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問 29 オ スポーツ施設（総合体育館「ウイング」、南木の本防災体育館、屋内プール

「しぶき」） 

「利用した」の割合が 15.3％、「利用しなかった」の割合が 77.6％となっています。 

年度別でみると、大きな差異はみられません。 

性別でみると、男性に比べ、女性で「利用した」の割合が高くなっています。 

年齢別でみると、30～49 歳で「利用した」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

図 年度別・性別・年齢別 オ スポーツ施設の利用の有無 

 

利用しなかった場合の理由 

「利用する必要がない」の割合が 68.8％と最も高く、次いで「住まいからの距離が遠い」の割

合が 13.9％、「施設の存在やサービス内容を知らない」の割合が 10.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 オ スポーツ施設を利用しなかった理由  

N = 1,194 ％

施設の存在やサービス内容を知らない

利用する必要がない

住まいからの距離が遠い

施設、サービス、料金に不満がある

他市の施設を利用している

同じような民間施設を利用している

無回答

10.6

68.8

13.9

1.5

1.1

2.8

6.4

0 20 40 60 80 100

利用した 利用しなかった 無回答

N = 

令和４年度 1,539

令和３年度 1,539

令和元年度 1,467

男性 677

女性 852

19歳以下 25

20～29歳 100

30～39歳 149

40～49歳 231

50～59歳 290

60～69歳 228

70～79歳 302

80歳以上 211

15.3

13.3

14.7

13.0

16.9

24.0

11.0

28.2

27.3

16.2

8.8

8.6

9.5

77.6

79.0

78.2

80.6

75.2

76.0

86.0

69.8

71.4

81.7

88.2

76.5

70.1

7.1

7.7

7.1

6.4

7.9

3.0

2.0

1.3

2.1

3.1

14.9

20.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問 29 カ 運動広場等（市民運動広場、青少年運動広場、山本球場、志紀テニス場） 

「利用した」の割合が 4.8％、「利用しなかった」の割合が 88.0％となっています。 

年度別でみると、大きな差異はみられません。 

性別でみると、女性に比べ、男性で「利用した」の割合が高くなっています。 

年齢別でみると、29 歳以下と 40～49 歳で「利用した」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

図 年度別・性別・年齢別 カ 運動広場等の利用の有無 
 

利用しなかった場合の理由 

「利用する必要がない」の割合が 75.5％と最も高く、次いで「施設の存在やサービス内容を知

らない」の割合が 11.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 カ 運動広場等を利用しなかった理由  

N = 1,355 ％

施設の存在やサービス内容を知らない

利用する必要がない

住まいからの距離が遠い

施設、サービス、料金に不満がある

他市の施設を利用している

同じような民間施設を利用している

無回答

11.5

75.5

8.2

0.4

0.5

0.7

6.6

0 20 40 60 80 100

利用した 利用しなかった 無回答

N = 

令和４年度 1,539

令和３年度 1,539

令和元年度 1,467

男性 677

女性 852

19歳以下 25

20～29歳 100

30～39歳 149

40～49歳 231

50～59歳 290

60～69歳 228

70～79歳 302

80歳以上 211

4.8

6.3

4.4

6.8

3.3

12.0

9.0

5.4

8.7

2.8

1.3

4.0

5.2

88.0

85.9

88.3

86.9

88.8

88.0

88.0

92.6

90.0

95.5

95.6

81.1

73.9

7.1

7.7

7.3

6.4

7.9

3.0

2.0

1.3

1.7

3.1

14.9

20.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問 29 キ 歴史資料館等（歴史民俗資料館、しおんじやま古墳学習館、旧植田家住宅

等） 

「利用した」の割合が 6.6％、「利用しなかった」の割合が 86.2％となっています。 

年度別でみると、大きな差異はみられません。 

性別でみると、大きな差異はみられません。 

年齢別でみると、概ね年齢が高いほど「利用した」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

図 年度別・性別・年齢別 キ 歴史資料館等の利用の有無 
 

利用しなかった場合の理由 

「利用する必要がない」の割合が 66.8％と最も高く、次いで「施設の存在やサービス内容を知

らない」の割合が 18.1％、「住まいからの距離が遠い」の割合が 12.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

図 キ 歴史資料館等を利用しなかった理由  

N = 1,327 ％

施設の存在やサービス内容を知らない

利用する必要がない

住まいからの距離が遠い

施設、サービス、料金に不満がある

他市の施設を利用している

同じような民間施設を利用している

無回答

18.1

66.8

12.7

0.3

0.3

0.0

6.4

0 20 40 60 80 100

利用した 利用しなかった 無回答

N = 

令和４年度 1,539

令和３年度 1,539

令和元年度 1,467

男性 677

女性 852

19歳以下 25

20～29歳 100

30～39歳 149

40～49歳 231

50～59歳 290

60～69歳 228

70～79歳 302

80歳以上 211

6.6

8.9

6.4

7.4

5.9

3.4

4.8

5.5

6.1

11.9

9.0

86.2

83.4

86.4

86.1

86.3

100.0

97.0

94.6

93.9

92.8

90.4

73.5

69.7

7.2

7.7

7.2

6.5

7.9

3.0

2.0

1.3

1.7

3.5

14.6

21.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問 29 ク 福祉施設 （社会福祉会館・会館内の老人センターを含む） 

「利用した」の割合が 5.1％、「利用しなかった」の割合が 87.8％となっています。 

年度別でみると、大きな差異はみられません。 

性別でみると、大きな差異はみられません。 

年齢別でみると、70 歳以上で「利用した」の割合が最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 性別・年齢別 ク 福祉施設（社会福祉会館・会館内の老人センターを含む）の利用の有無 

 

利用しなかった場合の理由 

「利用する必要がない」の割合が 77.2％と最も高く、次いで「施設の存在やサービス内容を知

らない」の割合が 15.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ク 福祉施設（社会福祉会館・会館内の老人センターを含む）を利用しなかった理由 

N = 1,351 ％

施設の存在やサービス内容を知らない

利用する必要がない

住まいからの距離が遠い

施設、サービス、料金に不満がある

他市の施設を利用している

同じような民間施設を利用している

無回答

15.2

77.2

4.3

0.1

0.1

0.3

6.5

0 20 40 60 80 100

利用した 利用しなかった 無回答

N = 

令和４年度 1,539

令和３年度 1,539

男性 677

女性 852

19歳以下 25

20～29歳 100

30～39歳 149

40～49歳 231

50～59歳 290

60～69歳 228

70～79歳 302

80歳以上 211

5.1

6.2

5.5

4.8

4.0

4.0

3.4

4.8

3.4

3.5

7.3

8.1

87.8

86.2

88.2

87.3

96.0

93.0

94.6

94.4

94.8

93.0

78.5

70.1

7.1

7.7

6.4

7.9

3.0

2.0

0.9

1.7

3.5

14.2

21.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問 29 ケ 福祉施設（桂・安中老人福祉センター） 

「利用した」の割合が 1.5％、「利用しなかった」の割合が 91.1％となっています。 

年度別でみると、大きな差異はみられません。 

性別でみると、大きな差異はみられません。 

年齢別でみると、80 歳以上で「利用した」の割合が最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 性別・年齢別 ケ 福祉施設（桂・安中老人福祉センター）の利用の有無 

 

利用しなかった場合の理由 

「利用する必要がない」の割合が 77.7％と最も高く、次いで「施設の存在やサービス内容を知

らない」の割合が 15.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ケ 福祉施設（桂・安中老人福祉センター）を利用しなかった理由 

利用した 利用しなかった 無回答

N = 1,402 ％

施設の存在やサービス内容を知らない

利用する必要がない

住まいからの距離が遠い

施設、サービス、料金に不満がある

他市の施設を利用している

同じような民間施設を利用している

無回答

15.4

77.7

5.6

0.1

0.1

0.2

6.1

0 20 40 60 80 100

N = 

令和４年度 1,539

令和３年度 1,539

男性 677

女性 852

19歳以下 25

20～29歳 100

30～39歳 149

40～49歳 231

50～59歳 290

60～69歳 228

70～79歳 302

80歳以上 211

1.5

3.1

2.1

1.1

1.3

0.9

0.7

0.9

2.3

3.8

91.1

89.1

91.3

90.8

100.0

97.0

96.6

97.8

97.6

96.1

82.8

73.5

7.4

7.8

6.6

8.1

3.0

2.0

1.3

1.7

3.1

14.9

22.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問 29 コ 青少年施設（桂・安中青少年会館） 

「利用した」の割合が 2.1％、「利用しなかった」の割合が 90.3％となっています。 

年度別でみると、大きな差異はみられません。 

性別でみると、大きな差異はみられません。 

年齢別でみると、30～39 歳で「利用した」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

図 性別・年齢別 コ 青少年施設（桂・安中青少年会館）の利用の有無 

 

利用しなかった場合の理由 

「利用する必要がない」の割合が 76.8％と最も高く、次いで「施設の存在やサービス内容を知

らない」の割合が 15.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 コ 青少年施設（桂・安中青少年会館）を利用しなかった理由 

利用した 利用しなかった 無回答

N = 1,389 ％

施設の存在やサービス内容を知らない

利用する必要がない

住まいからの距離が遠い

施設、サービス、料金に不満がある

他市の施設を利用している

同じような民間施設を利用している

無回答

15.6

76.8

6.3

0.1

0.1

0.0

5.8

0 20 40 60 80 100

N = 

令和４年度 1,539

令和３年度 1,539

男性 677

女性 852

19歳以下 25

20～29歳 100

30～39歳 149

40～49歳 231

50～59歳 290

60～69歳 228

70～79歳 302

80歳以上 211

2.1

3.7

2.4

2.0

6.7

3.0

1.7

0.9

1.0

2.8

90.3

88.2

91.0

89.6

100.0

97.0

91.3

95.7

96.6

96.1

83.8

73.5

7.6

8.2

6.6

8.5

3.0

2.0

1.3

1.7

3.1

15.2

23.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問 29 サ 青少年施設（青少年センター、青少年野外活動センター「アクトランド

YAO」） 

「利用した」の割合が 3.4％、「利用しなかった」の割合が 89.1％となっています。 

年度別でみると、大きな差異はみられません。 

性別でみると、大きな差異はみられません。 

年齢別でみると、30～49 歳で「利用した」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

図 性別・年齢別 サ 青少年施設（青少年センター、青少年野外活動センター「アクトランド YAO 」）の利用の有無 

 

利用しなかった場合の理由 

「利用する必要がない」の割合が 76.2％と最も高く、次いで「施設の存在やサービス内容を知

らない」の割合が 16.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 サ 青少年施設（青少年センター、青少年野外活動センター「アクトランド YAO 」）を利用しなかった理由 

利用した 利用しなかった 無回答

N = 1,372 ％

施設の存在やサービス内容を知らない

利用する必要がない

住まいからの距離が遠い

施設、サービス、料金に不満がある

他市の施設を利用している

同じような民間施設を利用している

無回答

16.4

76.2

5.7

0.4

0.1

0.1

6.0

0 20 40 60 80 100

N = 

令和４年度 1,539

令和３年度 1,539

男性 677

女性 852

19歳以下 25

20～29歳 100

30～39歳 149

40～49歳 231

50～59歳 290

60～69歳 228

70～79歳 302

80歳以上 211

3.4

5.0

4.1

2.7

4.0

1.0

6.7

7.4

2.8

0.9

2.0

2.8

89.1

86.7

89.2

89.1

96.0

96.0

91.3

91.3

95.5

96.1

83.1

73.9

7.5

8.3

6.6

8.2

0.0

3.0

2.0

1.3

1.7

3.1

14.9

23.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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５ 今後の定住意向について 

問 30 あなたは、今後も八尾市に住みつづけたいとお考えですか。 

あてはまる番号１つに○をつけてください。 

「今の場所に住みつづけたい」の割合が 66.0％と最も高く、次いで「わからない」の割合が

17.9％となっています。「今の場所に住みつづけたい」と「市内の他の場所で住みつづけたい」を

あわせた“定住意向を示す人”の割合は 70.6％となっています。 

年度別でみると、令和３年度以降、“定住意向を示す人”の割合が減少しています。 

性別でみると、大きな差異はみられません。 

年齢別でみると、概ね年齢が高いほど“定住意向を示す人”の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 年度別・性別・年齢別 今後の八尾市での居住意向  

今の場所に住みつづけたい 市内の他の場所で住みつづけたい

いずれ市外に引っ越したい 市外に引っ越す予定がある

すでに市外に引っ越した（1 月11日以降） わからない

無回答

N = 

令和４年度 1,539

令和３年度 1,642

令和２年度 1,641

令和元年度 1,467

平成30年度 1,518

男性 677

女性 852

19歳以下 25

20～29歳 100

30～39歳 149

40～49歳 231

50～59歳 290

60～69歳 228

70～79歳 302

80歳以上 211

66.0

64.8

73.3

73.4

73.7

66.8

65.4

36.0

40.0

55.7

59.3

58.3

69.7

80.8

82.0

4.6

5.4

7.2

9.2

6.8

4.1

5.0

4.0

11.0

6.7

4.8

3.8

3.9

3.6

3.3

8.3

7.3

9.9

9.9

11.0

8.1

8.3

20.0

18.0

11.4

7.4

14.5

7.5

3.0

0.9

1.2

1.6

1.6

1.0

1.4

2.1

0.6

7.0

2.0

1.3

0.7

0.9

0.3

0.5

0.1

0.1

0.1

0.1

0.1

4.0

17.9

18.1

5.3

4.5

2.6

16.8

18.9

36.0

22.0

23.5

26.4

22.1

17.1

9.6

8.1

1.8

2.6

2.6

2.0

4.5

2.1

1.6

2.0

0.7

0.9

0.7

0.9

2.6

5.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問 30 で「３」～「５」に○をつけた方にお伺いします。 

問 30-2 あなたが、市外へ引っ越したいと思われる理由又は引っ越した理由を教えてく

ださい。あてはまる番号すべてに○をつけてください。 

「他市に魅力を感じて」の割合が 32.4％と最も高く、次いで「まちなみの景観や自然、静けさ

や治安などの住環境を求めて」の割合が 26.4％、「通勤・通学に便利な環境を求めて」の割合が

25.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 市外へ引っ越したい（引っ越した）理由 

  

N = 148 ％

以前住んでいたところ又は親せき・友人等
人とのつながりを求めて

世帯規模の拡大や子どもの成長に応じた
住まいを求めて

世帯規模の縮小に応じた住まいを求めて

仕事と子育てを両立しやすい環境を
求めて

子どもへのより良い教育環境を求めて

自然環境に恵まれている環境を求めて

歴史・文化遺産に恵まれている環境を
求めて

日常の医療を受けやすい環境を求めて

日常の買い物が便利な環境を求めて

仕事が身近で得られやすい環境を求めて

通勤・通学に便利な環境を求めて

交通事故や治安の心配が少ない環境を
求めて

自然災害の心配が少ない環境を求めて

遠方への進学・就職や転勤のため

結婚・離婚・出産・家族介護等による家族・
親族等との同居・近居のため

まちなみの景観や自然、静けさや治安
などの住環境を求めて

他市に魅力を感じて

その他

無回答

16.9

7.4

12.2

10.1

11.5

18.9

4.7

11.5

22.3

12.8

25.0

16.9

6.8

6.8

15.5

26.4

32.4

11.5

2.0

0 10 20 30 40
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【年度別】 

年度別でみると、各年度のばらつきが大きく、一貫した傾向がみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 年度別 市外へ引っ越したい（引っ越した）理由 

 

  

％

以前住んでいたところ又は親せき・友人等
人とのつながりを求めて

世帯規模の拡大や子どもの成長に応じた
住まいを求めて

世帯規模の縮小に応じた住まいを求めて

仕事と子育てを両立しやすい環境を
求めて

子どもへのより良い教育環境を求めて

自然環境に恵まれている環境を求めて

歴史・文化遺産に恵まれている環境を
求めて

日常の医療を受けやすい環境を求めて

日常の買い物が便利な環境を求めて

仕事が身近で得られやすい環境を求めて

通勤・通学に便利な環境を求めて

交通事故や治安の心配が少ない環境を
求めて

自然災害の心配が少ない環境を求めて

遠方への進学・就職や転勤のため

結婚・離婚・出産・家族介護等による家
族・親族等との同居・近居のため

まちなみの景観や自然、静けさや治安
などの住環境を求めて

他市に魅力を感じて

その他

16.9

7.4

12.2

10.1

11.5

18.9

4.7

11.5

22.3

12.8

25.0

16.9

6.8

6.8

15.5

26.4

32.4

11.5

13.4

6.0

17.4

9.4

10.1

21.5

2.7

16.1

26.8

14.1

20.8

13.4

8.1

6.7

11.4

26.8

20.1

12.8

14.7

11.1

10.5

16.8

16.8

27.4

1.1

16.8

18.4

16.3

25.8

17.9

8.4

5.3

9.5

30.0

17.4

10.0

16.9

10.6

14.4

13.1

13.8

18.8

2.5

15.6

19.4

15.0

22.5

13.1

7.5

6.3

13.1

16.3

17.5

8.8

15.9

11.1

10.1

12.7

13.2

17.5

2.6

15.3

22.2

18.0

31.7

14.8

7.9

6.9

14.8

26.5

23.8

7.9

0 10 20 30 40

令和４年度

（N = 148）

令和３年度

（N = 149）

令和２年度

（N = 190）

令和元年度

（N = 160）

平成30年度

（N = 189）
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【性別】 

性別でみると、男性の割合が女性に比べて高い項目は、「世帯規模の拡大や子どもの成長に応

じた住まいを求めて」、「歴史・文化遺産に恵まれている環境を求めて」、「他市に魅力を感じて」

となっています。女性の割合が男性に比べて高い項目は、「日常の医療を受けやすい環境を求め

て」、「日常の買い物が便利な環境を求めて」、「自然災害の心配が少ない環境を求めて」となって

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 年齢別 市外へ引っ越したい（引っ越した）理由  

％

以前住んでいたところ又は親せき・友人等
人とのつながりを求めて

世帯規模の拡大や子どもの成長に応じた
住まいを求めて

世帯規模の縮小に応じた住まいを求めて

仕事と子育てを両立しやすい環境を求め
て

子どもへのより良い教育環境を求めて

自然環境に恵まれている環境を求めて

歴史・文化遺産に恵まれている環境を
求めて

日常の医療を受けやすい環境を求めて

日常の買い物が便利な環境を求めて

仕事が身近で得られやすい環境を求めて

通勤・通学に便利な環境を求めて

交通事故や治安の心配が少ない環境を
求めて

自然災害の心配が少ない環境を求めて

遠方への進学・就職や転勤のため

結婚・離婚・出産・家族介護等による
家族・親族等との同居・近居のため

まちなみの景観や自然、静けさや治安
などの住環境を求めて

他市に魅力を感じて

その他

無回答

15.9

10.1

11.6

8.7

10.1

17.4

5.8

8.7

14.5

14.5

27.5

17.4

2.9

5.8

15.9

24.6

39.1

14.5

1.4

18.2

5.2

13.0

11.7

13.0

19.5

2.6

14.3

29.9

11.7

23.4

16.9

10.4

6.5

15.6

28.6

26.0

9.1

1.3

0 10 20 30 40 50

男性

（N = 69）

女性

（N = 77）
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【年齢別】 

年齢別にみると、29 歳以下、40～49 歳では「通勤・通学に便利な環境を求めて」の割合が最も

高くなっており、50～79 歳では、「まちなみの景観や自然、静けさや治安などの住環境を求めて」、

「他市に魅力を感じて」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 年齢別 市外へ引っ越したい（引っ越した）理由（19 歳以下） 

 

  

N = 6 ％

以前住んでいたところ又は親せき・友人等
人とのつながりを求めて

世帯規模の拡大や子どもの成長に応じた
住まいを求めて

世帯規模の縮小に応じた住まいを求めて

仕事と子育てを両立しやすい環境を
求めて

子どもへのより良い教育環境を求めて

自然環境に恵まれている環境を求めて

歴史・文化遺産に恵まれている環境を
求めて

日常の医療を受けやすい環境を求めて

日常の買い物が便利な環境を求めて

仕事が身近で得られやすい環境を求めて

通勤・通学に便利な環境を求めて

交通事故や治安の心配が少ない環境を
求めて

自然災害の心配が少ない環境を求めて

遠方への進学・就職や転勤のため

結婚・離婚・出産・家族介護等による家族・
親族等との同居・近居のため

まちなみの景観や自然、静けさや治安
などの住環境を求めて

他市に魅力を感じて

その他

無回答

0.0

16.7

0.0

16.7

16.7

0.0

0.0

0.0

16.7

33.3

66.7

0.0

16.7

0.0

0.0

16.7

50.0

0.0

0.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80
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図 年齢別 市外へ引っ越したい（引っ越した）理由（20～29 歳） 

 

  

N = 25 ％

以前住んでいたところ又は親せき・友人等
人とのつながりを求めて

世帯規模の拡大や子どもの成長に応じた
住まいを求めて

世帯規模の縮小に応じた住まいを求めて

仕事と子育てを両立しやすい環境を
求めて

子どもへのより良い教育環境を求めて

自然環境に恵まれている環境を求めて

歴史・文化遺産に恵まれている環境を
求めて

日常の医療を受けやすい環境を求めて

日常の買い物が便利な環境を求めて

仕事が身近で得られやすい環境を求めて

通勤・通学に便利な環境を求めて

交通事故や治安の心配が少ない環境を
求めて

自然災害の心配が少ない環境を求めて

遠方への進学・就職や転勤のため

結婚・離婚・出産・家族介護等による家族・
親族等との同居・近居のため

まちなみの景観や自然、静けさや治安
などの住環境を求めて

他市に魅力を感じて

その他

無回答

8.0

0.0

8.0

12.0

4.0

12.0

0.0

4.0

24.0

40.0

68.0

24.0

4.0

28.0

24.0

16.0

28.0

4.0

0.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80
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図 年齢別 市外へ引っ越したい（引っ越した）理由（30～39 歳） 

 

  

N = 20 ％

以前住んでいたところ又は親せき・友人等
人とのつながりを求めて

世帯規模の拡大や子どもの成長に応じた
住まいを求めて

世帯規模の縮小に応じた住まいを求めて

仕事と子育てを両立しやすい環境を
求めて

子どもへのより良い教育環境を求めて

自然環境に恵まれている環境を求めて

歴史・文化遺産に恵まれている環境を
求めて

日常の医療を受けやすい環境を求めて

日常の買い物が便利な環境を求めて

仕事が身近で得られやすい環境を求めて

通勤・通学に便利な環境を求めて

交通事故や治安の心配が少ない環境を
求めて

自然災害の心配が少ない環境を求めて

遠方への進学・就職や転勤のため

結婚・離婚・出産・家族介護等による家族・
親族等との同居・近居のため

まちなみの景観や自然、静けさや治安
などの住環境を求めて

他市に魅力を感じて

その他

無回答

20.0

30.0

0.0

35.0

35.0

20.0

0.0

0.0

10.0

0.0

20.0

20.0

0.0

5.0

5.0

15.0

10.0

15.0

0.0

0 10 20 30 40
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図 年齢別 市外へ引っ越したい（引っ越した）理由（40～49 歳） 

 

  

N = 20 ％

以前住んでいたところ又は親せき・友人等
人とのつながりを求めて

世帯規模の拡大や子どもの成長に応じた
住まいを求めて

世帯規模の縮小に応じた住まいを求めて

仕事と子育てを両立しやすい環境を
求めて

子どもへのより良い教育環境を求めて

自然環境に恵まれている環境を求めて

歴史・文化遺産に恵まれている環境を
求めて

日常の医療を受けやすい環境を求めて

日常の買い物が便利な環境を求めて

仕事が身近で得られやすい環境を求めて

通勤・通学に便利な環境を求めて

交通事故や治安の心配が少ない環境を
求めて

自然災害の心配が少ない環境を求めて

遠方への進学・就職や転勤のため

結婚・離婚・出産・家族介護等による家族・
親族等との同居・近居のため

まちなみの景観や自然、静けさや治安
などの住環境を求めて

他市に魅力を感じて

その他

無回答

35.0

5.0

10.0

15.0

35.0

10.0

0.0

15.0

30.0

5.0

35.0

15.0

0.0

0.0

20.0

10.0

30.0

10.0

5.0

0 10 20 30 40
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図 年齢別 市外へ引っ越したい（引っ越した）理由（50～59 歳） 

 

  

N = 44 ％

以前住んでいたところ又は親せき・友人等
人とのつながりを求めて

世帯規模の拡大や子どもの成長に応じた
住まいを求めて

世帯規模の縮小に応じた住まいを求めて

仕事と子育てを両立しやすい環境を
求めて

子どもへのより良い教育環境を求めて

自然環境に恵まれている環境を求めて

歴史・文化遺産に恵まれている環境を
求めて

日常の医療を受けやすい環境を求めて

日常の買い物が便利な環境を求めて

仕事が身近で得られやすい環境を求めて

通勤・通学に便利な環境を求めて

交通事故や治安の心配が少ない環境を
求めて

自然災害の心配が少ない環境を求めて

遠方への進学・就職や転勤のため

結婚・離婚・出産・家族介護等による家族・
親族等との同居・近居のため

まちなみの景観や自然、静けさや治安
などの住環境を求めて

他市に魅力を感じて

その他

無回答

13.6

4.5

11.4

2.3

2.3

22.7

4.5

11.4

22.7

9.1

6.8

18.2

9.1

2.3

20.5

34.1

34.1

11.4

2.3

0 10 20 30 40
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図 年齢別 市外へ引っ越したい（引っ越した）理由（60～69 歳） 

 

  

N = 19 ％

以前住んでいたところ又は親せき・友人等
人とのつながりを求めて

世帯規模の拡大や子どもの成長に応じた
住まいを求めて

世帯規模の縮小に応じた住まいを求めて

仕事と子育てを両立しやすい環境を
求めて

子どもへのより良い教育環境を求めて

自然環境に恵まれている環境を求めて

歴史・文化遺産に恵まれている環境を
求めて

日常の医療を受けやすい環境を求めて

日常の買い物が便利な環境を求めて

仕事が身近で得られやすい環境を求めて

通勤・通学に便利な環境を求めて

交通事故や治安の心配が少ない環境を
求めて

自然災害の心配が少ない環境を求めて

遠方への進学・就職や転勤のため

結婚・離婚・出産・家族介護等による家族・
親族等との同居・近居のため

まちなみの景観や自然、静けさや治安
などの住環境を求めて

他市に魅力を感じて

その他

無回答

26.3

0.0

26.3

0.0

0.0

31.6

10.5

31.6

31.6

5.3

5.3

15.8

10.5

0.0

0.0

52.6

52.6

15.8

0.0

0 10 20 30 40 50 60
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図 年齢別 市外へ引っ越したい（引っ越した）理由（70～79 歳） 

 

  

N = 10 ％

以前住んでいたところ又は親せき・友人等
人とのつながりを求めて

世帯規模の拡大や子どもの成長に応じた
住まいを求めて

世帯規模の縮小に応じた住まいを求めて

仕事と子育てを両立しやすい環境を
求めて

子どもへのより良い教育環境を求めて

自然環境に恵まれている環境を求めて

歴史・文化遺産に恵まれている環境を
求めて

日常の医療を受けやすい環境を求めて

日常の買い物が便利な環境を求めて

仕事が身近で得られやすい環境を求めて

通勤・通学に便利な環境を求めて

交通事故や治安の心配が少ない環境を
求めて

自然災害の心配が少ない環境を求めて

遠方への進学・就職や転勤のため

結婚・離婚・出産・家族介護等による家族・
親族等との同居・近居のため

まちなみの景観や自然、静けさや治安
などの住環境を求めて

他市に魅力を感じて

その他

無回答

10.0

0.0

40.0

0.0

0.0

20.0

20.0

20.0

20.0

10.0

0.0

10.0

20.0

0.0

30.0

40.0

40.0

10.0

10.0

0 10 20 30 40 50
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図 年齢別 市外へ引っ越したい（引っ越した）理由（80 歳以上） 

 

 

 

 

 

 

 

  

N = 3 ％

以前住んでいたところ又は親せき・友人等
人とのつながりを求めて

世帯規模の拡大や子どもの成長に応じた
住まいを求めて

世帯規模の縮小に応じた住まいを求めて

仕事と子育てを両立しやすい環境を
求めて

子どもへのより良い教育環境を求めて

自然環境に恵まれている環境を求めて

歴史・文化遺産に恵まれている環境を
求めて

日常の医療を受けやすい環境を求めて

日常の買い物が便利な環境を求めて

仕事が身近で得られやすい環境を求めて

通勤・通学に便利な環境を求めて

交通事故や治安の心配が少ない環境を
求めて

自然災害の心配が少ない環境を求めて

遠方への進学・就職や転勤のため

結婚・離婚・出産・家族介護等による家族・
親族等との同居・近居のため

まちなみの景観や自然、静けさや治安
などの住環境を求めて

他市に魅力を感じて

その他

無回答

0.0

33.3

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

33.3

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

66.7

0.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80
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６ 八尾市の将来都市像の実現状況について 

問 31 第６次総合計画を進めるにあたり、将来都市像を「つながり、かがやき、しあわ

せつづく、成長都市 八尾」と定め、次のような社会の実現をめざしています。

ア～コの項目ごとに、あなたの考えに最も近い番号それぞれ１つに○をつけてく

ださい。 

将来都市像の実現への考えについて全体をみると、「思う」と「少し思う」をあわせた“肯定的

な意見”は、「ア 温かく思いやりのある心をもって、さまざまな人と互いに寄り添いつながるこ

とができている」が 59.9％で最も多く、次いで、「ウ 社会的身分・人種・民族・信条・性・年

齢・障がいの有無などにかかわらず、しあわせを八尾で実感できている」「イ 夢と志を持ち、生

きがいを感じ、自分らしくかがやいている」となっています。一方、「思わない」と「あまり思わ

ない」をあわせた“否定的な意見”は「キ 魅力が広く知られ、あらゆる人材や企業が活発に活

動し、活気にあふれ、注目される「世界に魅力が広がるまち」となっている」が 43.4％で最も多

く、次いで、「イ 夢と志を持ち、生きがいを感じ、自分らしくかがやいている」（39.3％）など

となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 将来都市像の実現についての考え 

  

思う 少し思う あまり思わない 思わない わからない 無回答

N = 1539  

ア　温かく思いやりのある心をもって、さまざまな人と互いに寄り添い

     つながることができている

イ　夢と志を持ち、生きがいを感じ、自分らしくかがやいている

ウ　社会的身分・人種・民族・信条・性・年齢・障がいの有無などに

      かかわらず、しあわせを八尾で実感できている

エ　仮に八尾を離れたとしても、いつかは八尾に戻ってきたいという

     想いをもっている

オ　子どもや若者が、様々な状況に合わせた支援を受け、人の温かさの

      中で育つ「未来への育ちを誰もが実感できるまち」となっている

カ　危機に直面した場合にも、地域の中で、いざという時は困っているすべての

     人に支援の手が届く「もしもの時への備えがあるまち」となっている

キ　魅力が広く知られ、あらゆる人材や企業が活発に活動し、

      活気にあふれ、注目される「世界に魅力が広がるまち」となっている

ク　市民自らが環境に対し取り組みを行う「日常の暮らしが快適で

     環境にやさしいまち」となっている

ケ　お互いの人権を大切にし、自分らしく活動ができる「つながりを

     創り育て自分らしさを大切にしあうまち」となっている

コ　住んでいる地域のまちづくりに市民が参加するなど、「みんなの

     力でともにつくる持続可能なまち」となっている
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N = 1,539
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問 31 ア 私は、温かく思いやりのある心をもって、さまざまな人と互いに寄り添いつ

ながることができている。 

「少し思う」の割合が 44.4％と最も高く、次いで「あまり思わない」の割合が 18.7％、「思う」

の割合が 15.5％となっています。「思う」と「少し思う」をあわせた“肯定的な意見”の割合（59.9％）

が、「あまり思わない」と「思わない」をあわせた“否定的な意見”の割合（24.3％）を上回って

います。 

年度別でみると、“肯定的な意見”はほぼ同じ割合となっています。 

性別でみると、“肯定的な意見”はほぼ同じ割合となっています。 

年齢別でみると、全ての年代で“肯定的な意見”の割合が高くなっており、５割以上となって

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 年度別・性別・年齢別 ア 思いやりのある心で人と寄り添いつながること 

 

 

  

 

思う 少し思う あまり思わない 思わない わからない 無回答

N = 

令和４年度 1,539

令和３年度 1,642

令和２年度 1,641

男性 677

女性 852

19歳以下 25

20～29歳 100

30～39歳 149

40～49歳 231

50～59歳 290

60～69歳 228

70～79歳 302

80歳以上 211

15.5

18.2

15.8

14.2

16.8

20.0

16.0

17.4

10.8

12.8

13.6

17.5

21.8

44.4

45.1

43.6

43.9

44.7

56.0

44.0

43.0

53.7

45.9

43.0

43.0

35.5

18.7

16.3

14.7

18.9

18.4

8.0

16.0

27.5

19.5

23.1

19.7

15.9

10.9

5.6

3.7

4.4

7.1

4.3

11.0

2.7

7.4

5.5

8.8

3.6

3.3

10.6

11.1

15.2

11.1

10.3

12.0

10.0

8.1

7.8

10.3

12.7

10.3

14.2

5.1

5.7

6.2

4.9

5.4

4.0

3.0

1.3

0.9

2.4

2.2

9.6

14.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問 31 イ 私は、夢と志を持ち、生きがいを感じ、自分らしくかがやいている。 

「少し思う」の割合が 33.2％と最も高く、次いで「あまり思わない」の割合が 27.5％、「思う」

の割合が 12.7％となっています。「思う」と「少し思う」をあわせた“肯定的な意見”の割合（45.9％）

が、「あまり思わない」と「思わない」をあわせた“否定的な意見”の割合（39.3％）を上回って

います。 

年度別でみると、“肯定的な意見”はほぼ同じ割合となっています。 

性別でみると、“肯定的な意見”はほぼ同じ割合となっています。 

年齢別でみると、概ね年齢が高いほど“肯定的な意見”の割合が低くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 年度別・性別・年齢別 イ 夢と志を持ち、生きがいを感じ、自分らしくかがやくこと 

 

 

  

 

思う 少し思う あまり思わない 思わない わからない 無回答

N = 

令和４年度 1,539

令和３年度 1,642

令和２年度 1,641

男性 677

女性 852

19歳以下 25

20～29歳 100

30～39歳 149

40～49歳 231

50～59歳 290

60～69歳 228

70～79歳 302

80歳以上 211

12.7

14.3

12.5

12.3

13.0

24.0

21.0

10.7

10.8

10.7

13.2

13.2

11.8

33.2

34.2

32.4

33.5

33.0

44.0

31.0

34.9

35.5

34.8

34.2

30.5

30.3

27.5

26.6

23.1

26.9

27.9

12.0

21.0

34.9

32.5

28.6

29.8

25.8

20.4

11.8

9.1

10.2

11.5

12.0

4.0

14.0

10.7

13.9

14.1

10.1

11.3

9.5

9.7

10.0

15.5

11.1

8.7

12.0

10.0

7.4

6.5

9.3

10.5

9.3

14.7

5.1

5.8

6.3

4.7

5.4

4.0

3.0

1.3

0.9

2.4

2.2

9.9

13.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問 31 ウ 私は、社会的身分・人種・民族・信条・性・年齢・障がいの有無などにかか

わらず、しあわせを八尾で実感できている。 

「少し思う」の割合が 36.3％と最も高く、次いで「あまり思わない」の割合が 22.2％、「わか

らない」の割合が 17.3％となっています。「思う」と「少し思う」をあわせた“肯定的な意見”

の割合（47.9％）が、「あまり思わない」と「思わない」をあわせた“否定的な意見”の割合（29.5％）

を上回っています。 

年度別でみると、“肯定的な意見”はほぼ同じ割合となっています。 

性別でみると、“肯定的な意見”はほぼ同じ割合となっています。 

年齢別でみると、19 歳以下と 70～79 歳で“肯定的な意見”の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 年度別・性別・年齢別 ウ しあわせを八尾で実感できること 

 

 

  

 

思う 少し思う あまり思わない 思わない わからない 無回答

N = 

令和４年度 1,539

令和３年度 1,642

令和２年度 1,641

男性 677

女性 852

19歳以下 25

20～29歳 100

30～39歳 149

40～49歳 231

50～59歳 290

60～69歳 228

70～79歳 302

80歳以上 211

11.6

13.3

11.6

11.4

11.9

24.0

16.0

12.1

8.7

7.6

7.9

12.9

18.5

36.3

33.9

33.2

35.0

37.1

36.0

36.0

36.9

32.5

36.2

33.8

44.0

31.8

22.2

21.8

17.8

24.8

20.2

12.0

20.0

26.2

28.6

27.6

28.5

13.2

13.3

7.3

7.2

7.0

8.6

6.5

9.0

4.7

11.3

8.3

11.0

4.6

3.8

17.3

17.6

23.5

15.1

18.9

24.0

16.0

18.8

17.7

17.9

16.7

14.6

19.0

5.3

6.2

6.8

5.2

5.5

4.0

3.0

1.3

1.3

2.4

2.2

10.6

13.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問 31 エ 私は、仮に八尾を離れたとしても、いつかは八尾に戻ってきたいという想い

をもっている。 

「少し思う」と「わからない」の割合が 23.8％と最も高く、次いで「思う」の割合が 19.8％、

「あまり思わない」の割合が 16.4％となっています。「思う」と「少し思う」をあわせた“肯定

的な意見”の割合（43.6％）が、「あまり思わない」と「思わない」をあわせた“否定的な意見”

の割合（26.6％）を上回っています。 

年度別でみると、“肯定的な意見”はほぼ同じ割合となっています。 

性別でみると、“肯定的な意見”はほぼ同じ割合となっています。 

年齢別でみると、全ての年代で“肯定的な意見”の割合が４割以上となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 年度別・性別・年齢別 エ 八尾を離れても、いつかは八尾に戻ってきたいという想い 

 

 

  

 

思う 少し思う あまり思わない 思わない わからない 無回答

N = 

令和４年度 1,539

令和３年度 1,642

令和２年度 1,641

男性 677

女性 852

19歳以下 25

20～29歳 100

30～39歳 149

40～49歳 231

50～59歳 290

60～69歳 228

70～79歳 302

80歳以上 211

19.8

19.7

18.2

19.5

20.0

20.0

16.0

16.1

18.6

15.5

21.5

20.5

27.5

23.8

24.8

23.8

25.6

22.2

36.0

30.0

33.6

22.9

27.9

19.7

21.9

15.2

16.4

13.2

11.9

14.2

18.2

16.0

23.0

19.5

21.2

20.0

13.6

11.6

10.9

10.2

10.8

11.8

10.5

10.1

4.0

8.0

11.4

11.7

12.1

16.2

7.6

4.3

23.8

24.7

27.7

24.4

23.5

20.0

20.0

18.1

24.2

22.1

25.4

28.1

24.6

6.0

6.8

6.8

5.9

6.1

4.0

3.0

1.3

1.3

2.4

3.5

10.3

17.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問 31 オ 八尾市は、子どもや若者が、様々な状況に合わせた支援を受け、人の温かさ

の中で育つ「未来への育ちを誰もが実感できるまち」となっている。 

「わからない」の割合が 30.5％と最も高く、次いで「あまり思わない」の割合が 25.5％、「少

し思う」の割合が 24.1％となっています。「あまり思わない」と「思わない」をあわせた“否定

的な意見”の割合（34.0％）が、「思う」と「少し思う」をあわせた“肯定的な意見”の割合（29.6％）

を上回っています。 

年度別でみると、“肯定的な意見”はほぼ同じ割合となっています。 

性別でみると、“肯定的な意見”はほぼ同じ割合となっています。 

年齢別でみると、50～79 歳で“肯定的な意見”の割合が低くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 年度別・性別・年齢別 オ 「未来への育ちを誰もが実感できるまち」となっていること 

 

 

 

  

 

思う 少し思う あまり思わない 思わない わからない 無回答

N = 

令和４年度 1,539

令和３年度 1,642

令和２年度 1,641

男性 677

女性 852

19歳以下 25

20～29歳 100

30～39歳 149

40～49歳 231

50～59歳 290

60～69歳 228

70～79歳 302

80歳以上 211

5.5

6.5

5.7

5.0

6.0

20.0

10.0

3.4

6.9

3.1

2.6

5.6

8.1

24.1

23.9

21.4

24.1

23.9

32.0

26.0

33.6

26.8

21.4

20.6

19.5

26.5

25.5

21.3

19.4

27.3

24.1

12.0

23.0

28.2

27.7

31.0

28.5

23.8

15.6

8.5

9.1

9.1

8.7

8.3

4.0

10.0

9.4

11.3

9.0

9.6

7.3

4.3

30.5

32.7

37.8

29.1

31.7

28.0

28.0

24.2

26.4

33.4

36.0

32.5

28.4

5.8

6.6

6.6

5.8

6.0

4.0

3.0

1.3

0.9

2.1

2.6

11.3

17.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問 31 カ 八尾市は、危機に直面した場合にも、地域の中で、いざという時は困ってい

るすべての人に支援の手が届く「もしもの時への備えがあるまち」となって

いる。 

「わからない」の割合が 33.9％と最も高く、次いで「あまり思わない」の割合が 24.9％、「少

し思う」の割合が 20.5％となっています。「あまり思わない」と「思わない」をあわせた“否定

的な意見”の割合（34.7％）が、「思う」と「少し思う」をあわせた“肯定的な意見”の割合（26.0％）

を上回っています。 

年度別でみると、“肯定的な意見”はほぼ同じ割合となっています。 

性別でみると、“肯定的な意見”はほぼ同じ割合となっています。 

年齢別でみると、19 歳以下を除き、“肯定的な意見”はほぼ同じ割合となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 年度別・性別・年齢別 カ 「もしもの時への備えがあるまち」となっていること 

 

 

  

 

思う 少し思う あまり思わない 思わない わからない 無回答

N = 

令和４年度 1,539

令和３年度 1,642

令和２年度 1,641

男性 677

女性 852

19歳以下 25

20～29歳 100

30～39歳 149

40～49歳 231

50～59歳 290

60～69歳 228

70～79歳 302

80歳以上 211

5.5

6.3

5.4

5.8

5.3

12.0

8.0

2.0

4.8

4.1

4.4

7.0

7.6

20.5

20.5

21.0

18.8

21.7

28.0

18.0

25.5

20.3

19.0

19.7

19.2

22.3

24.9

21.0

17.6

28.1

22.5

12.0

22.0

24.8

29.4

30.0

24.1

22.5

19.9

9.8

10.4

9.9

10.9

9.0

4.0

9.0

10.7

11.3

7.6

15.4

9.3

6.6

33.9

35.6

40.0

31.5

35.7

40.0

40.0

34.9

33.3

37.2

33.8

31.5

29.4

5.4

6.3

6.2

5.0

5.8

4.0

3.0

2.0

0.9

2.1

2.6

10.6

14.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問 31 キ 八尾市は、魅力が広く知られ、あらゆる人材や企業が活発に活動し、活気に

あふれ、注目される「世界に魅力が広がるまち」となっている。 

「あまり思わない」の割合が 29.6％と最も高く、次いで「わからない」の割合が 29.5％、「少

し思う」の割合が 17.3％となっています。「あまり思わない」と「思わない」をあわせた“否定

的な意見”の割合（43.4％）が、「思う」と「少し思う」をあわせた“肯定的な意見”の割合（21.2％）

を上回っています。 

年度別でみると、“肯定的な意見”はほぼ同じ割合となっています。 

性別でみると、“肯定的な意見”はほぼ同じ割合となっています。 

年齢別でみると、19 歳以下を除いて、“肯定的な意見”はほぼ同じ割合となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 年度別・性別・年齢別 キ 「世界に魅力が広がるまち」となっていること 

 

  

 

思う 少し思う あまり思わない 思わない わからない 無回答

N = 

令和４年度 1,539

令和３年度 1,642

令和２年度 1,641

男性 677

女性 852

19歳以下 25

20～29歳 100

30～39歳 149

40～49歳 231

50～59歳 290

60～69歳 228

70～79歳 302

80歳以上 211

3.9

3.7

4.0

3.4

4.3

8.0

8.0

2.7

2.6

3.4

3.9

3.3

5.2

17.3

17.1

16.8

18.2

16.4

32.0

16.0

16.8

22.1

15.2

13.2

18.2

17.1

29.6

28.5

21.8

31.9

27.6

28.0

28.0

37.6

30.3

33.1

31.1

26.5

21.3

13.8

12.5

13.7

15.7

12.4

4.0

16.0

14.8

17.3

16.6

15.4

10.9

8.1

29.5

31.2

37.1

25.4

32.7

24.0

29.0

26.2

26.8

29.3

33.3

28.8

33.2

6.0

6.9

6.6

5.5

6.5

4.0

3.0

2.0

0.9

2.4

3.1

12.3

15.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問 31 ク 八尾市は、市民自らが環境に対し取り組みを行う「日常の暮らしが快適で環

境にやさしいまち」となっている。 

「あまり思わない」の割合が 27.6％と最も高く、次いで「わからない」の割合が 26.4％、「少

し思う」の割合が 25.4％となっています。「あまり思わない」と「思わない」をあわせた“否定

的な意見”の割合（37.0％）が、「思う」と「少し思う」をあわせた“肯定的な意見”の割合（30.9％）

を上回っています。 

年度別でみると、令和２年度と比べ、“肯定的な意見”は減少しています。 

性別でみると、“肯定的な意見”はほぼ同じ割合となっています。 

年齢別でみると、19 歳以下を除いて、“肯定的な意見”はほぼ同じ割合となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 年度別・性別・年齢別 ク 「日常の暮らしが快適で環境にやさしいまち」となっていること 

 

 

 

思う 少し思う あまり思わない 思わない わからない 無回答

N = 

令和４年度 1,539

令和３年度 1,642

令和２年度 1,641

男性 677

女性 852

19歳以下 25

20～29歳 100

30～39歳 149

40～49歳 231

50～59歳 290

60～69歳 228

70～79歳 302

80歳以上 211

5.5

5.8

5.5

4.6

6.1

12.0

10.0

4.0

4.8

2.4

4.4

6.6

8.1

25.4

24.9

30.2

25.4

25.2

32.0

24.0

28.2

25.5

25.2

23.7

23.8

27.5

27.6

24.8

18.1

30.1

25.7

16.0

20.0

31.5

29.4

31.7

30.7

25.8

20.9

9.4

9.5

8.7

10.6

8.6

4.0

12.0

7.4

13.4

10.7

8.8

8.6

6.2

26.4

28.3

30.9

23.8

28.5

32.0

31.0

26.8

26.0

27.9

29.8

23.5

22.7

5.7

6.7

6.6

5.5

5.9

4.0

3.0

2.0

0.9

2.1

2.6

11.6

14.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%



93 

問 31 ケ 八尾市は、お互いの人権を大切にし、自分らしく活動ができる「つながりを

創り育て自分らしさを大切にしあうまち」となっている。 

「わからない」の割合が 33.8％と最も高く、次いで「あまり思わない」の割合が 25.5％、「少

し思う」の割合が 20.5％となっています。「あまり思わない」と「思わない」をあわせた“否定

的な意見”の割合（34.8％）が、「思う」と「少し思う」をあわせた“肯定的な意見”の割合（25.5％）

を上回っています。 

年度別でみると、“肯定的な意見”はほぼ同じ割合となっています。 

性別でみると、“肯定的な意見”はほぼ同じ割合となっています。 

年齢別でみると、40～49 歳で“肯定的な意見”の割合が低くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 年度別・性別・年齢別 ケ 「つながりを創り育て自分らしさを大切にしあうまち」となっていること 

 

 

  

 

思う 少し思う あまり思わない 思わない わからない 無回答

N = 

令和４年度 1,539

令和３年度 1,642

令和２年度 1,641

男性 677

女性 852

19歳以下 25

20～29歳 100

30～39歳 149

40～49歳 231

50～59歳 290

60～69歳 228

70～79歳 302

80歳以上 211

5.0

5.2

4.5

4.3

5.6

12.0

7.0

3.4

3.0

2.8

3.5

6.3

9.5

20.5

22.8

22.7

21.0

19.8

36.0

21.0

20.1

18.2

21.7

21.5

19.9

19.0

25.5

22.7

18.7

29.2

22.4

8.0

25.0

29.5

29.4

28.3

26.8

22.8

18.5

9.3

8.2

7.9

9.6

9.2

8.0

8.0

9.4

11.3

10.7

10.5

7.9

6.6

33.8

34.5

39.4

30.3

36.6

32.0

35.0

35.6

36.8

34.5

35.1

31.8

29.9

6.0

6.6

6.8

5.6

6.3

4.0

4.0

2.0

1.3

2.1

2.6

11.3

16.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問 31 コ 八尾市は、住んでいる地域のまちづくりに市民が参加するなど、「みんなの

力でともにつくる持続可能なまち」となっている。 

「わからない」の割合が 34.0％と最も高く、次いで「あまり思わない」の割合が 25.0％、「少

し思う」の割合が 21.1％となっています。「あまり思わない」と「思わない」をあわせた“否定

的な意見”の割合（34.6％）が、「思う」と「少し思う」をあわせた“肯定的な意見”の割合（25.7％）

を上回っています。 

年度別でみると、“肯定的な意見”はほぼ同じ割合となっています。 

性別でみると、“肯定的な意見”はほぼ同じ割合となっています。 

年齢別でみると、30～39 歳で“肯定的な意見”の割合が低くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 年度別・性別・年齢別 コ 「みんなの力でともにつくる持続可能なまち」となっていること 

 

  

 

思う 少し思う あまり思わない 思わない わからない 無回答

N = 

令和４年度 1,539

令和３年度 1,642

令和２年度 1,641

男性 677

女性 852

19歳以下 25

20～29歳 100

30～39歳 149

40～49歳 231

50～59歳 290

60～69歳 228

70～79歳 302

80歳以上 211

4.6

4.6

5.3

4.0

5.2

8.0

5.0

3.4

3.9

2.1

3.1

6.6

8.1

21.1

23.2

23.9

20.8

21.0

36.0

24.0

16.8

19.0

20.7

21.1

21.5

22.7

25.0

23.8

17.2

29.0

21.7

12.0

23.0

28.9

23.8

29.7

28.5

22.8

18.5

9.6

7.5

7.5

10.0

9.3

4.0

9.0

10.7

13.9

10.3

10.1

7.6

6.2

34.0

34.5

39.1

30.9

36.7

36.0

36.0

38.3

38.5

35.2

34.6

30.1

28.9

5.7

6.5

6.9

5.3

6.1

4.0

3.0

2.0

0.9

2.1

2.6

11.3

15.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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７ 身近な地域（小学校区や町会など）の地域活動について 

問 32 あなたは、各小学校区において「校区まちづくり協議会」が設立され、様々な地

域活動を実施していることを知っていますか。あてはまる番号１つに○をつけて

ください。 

「校区まちづくり協議会を知らない」の割合が 60.2％と最も高く、次いで「校区まちづくり協

議会を知っているが、イベントなどに参加したことはない」の割合が 20.3％となっています。「校

区まちづくり協議会の担い手として活動に参加したことがある」と「校区まちづくり協議会が実

施するイベントなどに参加したことがある」をあわせた“参加したことがある人”の割合は 12.6％

となっています。 

年度別でみると、“参加したことがある人”はほぼ同じ割合となっています。 

性別でみると、“参加したことがある人”はほぼ同じ割合となっています。 

年齢別でみると、19 歳以下で「校区まちづくり協議会が実施するイベントなどに参加したこと

がある」の割合が最も高くなっています。 

また、70～79 歳で「校区まちづくり協議会の担い手として活動に参加したことがある」の割合

が最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 年度別・性別・年齢別 「校区まちづくり協議会」への参加状況 

校区まちづくり協議会の担い手として活動に参加したことがある

校区まちづくり協議会が実施するイベントなどに参加したことがある

校区まちづくり協議会を知っているが、イベントなどに参加したことはない

校区まちづくり協議会を知らない

無回答

N = 

令和４年度 1,539

令和３年度 1,642

令和２年度 1,641

令和元年度 1,467

平成30年度 1,518

男性 677

女性 852

19歳以下 25

20～29歳 100

30～39歳 149

40～49歳 231

50～59歳 290

60～69歳 228

70～79歳 302

80歳以上 211

4.4

5.6

4.8

5.5

5.7

4.9

4.0

3.0

5.2

4.4

7.9

5.2

8.2

8.6

9.0

9.7

12.3

6.9

9.2

32.0

5.0

2.0

10.0

7.2

8.3

8.3

10.4

20.3

16.5

18.9

19.0

20.5

20.4

20.4

8.0

7.0

11.4

19.5

17.9

25.9

27.8

21.8

60.2

61.1

59.3

56.1

53.2

61.9

58.6

60.0

85.0

84.6

67.1

69.0

57.5

42.4

39.8

7.0

8.2

8.1

9.7

8.4

5.9

7.9

3.0

2.0

0.4

0.7

3.9

13.6

22.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問 32 で「１」～「３」に○をつけた方にお伺いします。 

問 32-2 地域活動を何で知りましたか。あてはまる番号１つに○をつけてください。 

「回覧板」の割合が 39.7％と最も高く、次いで「市政だより」の割合が 26.1％となっていま

す。 

年度別でみると、前年度と大きな差異はみられません。 

性別でみると、男性に比べ、女性の方が「回覧板」の割合が高くなっています。 

年齢別でみると、20～29 歳を除く全ての年代で「回覧板」の割合が最も高くなっています。ま

た、20～29 歳では「人から聞いた」の割合が最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 年度別・性別・年齢別 地域活動を知ったきっかけ 

  

回覧板 広報板 市政だより 人から聞いた

インターネット・ＳＮＳ その他 無回答

N = 

令和４年度 1,539

令和３年度 504

令和２年度 535

令和元年度 502

平成30年度 584

男性 218

女性 286

19歳以下 10

20～29歳 12

30～39歳 20

40～49歳 75

50～59歳 88

60～69歳 88

70～79歳 133

80歳以上 79

39.7

38.1

50.3

55.0

50.9

36.2

42.3

40.0

25.0

30.0

34.7

46.6

38.6

39.8

41.8

4.2

2.4

4.3

5.0

4.8

4.6

3.8

5.0

4.0

3.4

1.1

6.8

5.1

26.1

25.0

25.2

22.9

28.6

28.4

24.5

30.0

8.3

30.0

24.0

27.3

33.0

25.6

21.5

7.5

11.5

12.0

10.8

9.9

9.2

6.3

20.0

33.3

10.0

13.3

6.8

4.5

4.5

5.1

0.4

0.2

0.7

0.7

8.3

1.1

5.3

4.6

6.0

4.2

3.4

6.4

4.5

16.7

10.0

13.3

4.5

3.4

3.8

1.3

16.8

18.3

1.5

2.0

2.4

15.1

17.8

10.0

8.3

15.0

10.7

11.4

18.2

19.5

25.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問 33 あなたは、地域活動（町会等）や市民活動（福祉や環境等テーマに沿った活動）

への参加についてどのようにお考えですか。 

あてはまる番号１つに○をつけてください。 

「参加した経験がある」の割合が 38.8％と最も高く、次いで「参加したいとは思わない」の割

合が 26.9％、「参加した経験はないが、条件があえば参加したい」の割合が 14.2％となっていま

す。「参加した経験はないが、今後積極的に参加したい」と「参加した経験はないが、条件があえ

ば参加したい」をあわせた“参加したい人”の割合は 18.5％となっています。 

年度別でみると、“参加したい人”の割合が減少傾向となっています。 

性別でみると、女性に比べ、男性の方が“参加したい人”の割合が高くなっています。 

年齢別でみると、30～39 歳で“参加したい人”の割合が最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 年度別・性別・年齢別 地域活動への参加状況  

参加した経験がある

参加した経験はないが、今後積極的に参加したい

参加した経験はないが、条件があえば参加したい

参加したいとは思わない

無回答

N = 

令和４年度 1,539

令和３年度 1,642

令和２年度 1,641

令和元年度 1,467

平成30年度 1,518

男性 677

女性 852

19歳以下 25

20～29歳 100

30～39歳 149

40～49歳 231

50～59歳 290

60～69歳 228

70～79歳 302

80歳以上 211

38.8

40.9

41.4

41.6

41.3

38.8

38.6

52.0

20.0

20.8

30.3

43.8

46.9

48.0

39.3

4.3

5.7

6.1

7.1

9.4

5.3

3.5

8.0

4.0

6.0

5.6

3.1

4.4

4.3

2.8

14.2

13.0

14.5

12.5

13.0

16.0

12.7

4.0

14.0

24.2

21.2

14.1

14.5

8.9

7.1

26.9

27.5

25.4

21.7

21.1

25.7

28.1

24.0

46.0

35.6

32.0

30.0

26.3

16.2

18.5

15.9

12.9

12.6

17.0

15.3

14.2

17.1

12.0

16.0

13.4

10.8

9.0

7.9

22.5

32.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問 33 で「２」～「４」に○をつけた方にお伺いします。 

問 33-2 どんな活動があったら良いですか。簡単にご記入ください。 

 

分類 件数 

１ 環境の改善や保護のための活動（清掃活動、美化活動等）に関すること 33 

２ 子どもに関すること、親子で参加できる催しに関すること 27 

３ コミュニケーションの場、地域の人との交流に関すること 21 

４ スポーツ、趣味、サークルに関すること 21 

５ 気軽に参加できる、楽しい活動に関すること 17 

６ イベント、行事、お祭り、講演・講座に関すること 16 

７ 高齢者、障害者等への支援、福祉、介護に関すること 16 

８ 市政との連携や活動のしくみづくりに関すること 12 

９ 生涯学習（文化・芸術・歴史等）に関すること ８ 

10 ボランティアに関すること ７ 

11 食に関すること ５ 

12 高齢者、障害者でも参加できる活動に関すること ４ 

13 若い世代が参加できる活動に関すること ４ 

14 動物愛護に関すること ４ 

15 防犯・防災活動、災害や緊急時に対応した活動に関すること ３ 

16 健康づくりに関すること ２ 

17 その他 11 

集計 211 
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８ 八尾市の取り組みについて 

問 34 あなたは、八尾市が企業や大学等と連携し、市民サービスの向上や地域活性化を

図るため、公民連携の取り組みを進めていることを知っていますか。あてはまる

番号１つに○をつけてください。 

「はい」の割合が 11.8％、「いいえ」の割合が 83.4％となっています。 

年度別でみると、大きな差異はみられません。 

性別でみると、大きな差異はみられません。 

年齢別でみると、50～59 歳で「はい」の割合が最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 性別・年齢別 八尾市の公民連携の取り組みについて 

 

  

はい いいえ 無回答

N = 

令和４年度 1,539

令和３年度 1,642

男性 677

女性 852

19歳以下 25

20～29歳 100

30～39歳 149

40～49歳 231

50～59歳 290

60～69歳 228

70～79歳 302

80歳以上 211

11.8

12.5

12.9

10.9

8.0

3.0

7.4

11.7

15.2

13.6

12.6

11.4

83.4

82.0

82.4

84.2

92.0

93.0

89.9

87.9

84.1

85.5

77.8

73.5

4.8

5.5

4.7

4.9

4.0

2.7

0.4

0.7

0.9

9.6

15.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問 35 あなたは、八尾市の公民連携の取り組みにより、市民サービスが向上していると

思いますか。あてはまる番号１つに○をつけてください。 

「わからない」の割合が 50.2％と最も高く、次いで「あまり思わない」の割合が 19.8％、「少

し思う」の割合が 14.5％となっています。「あまり思わない」と「思わない」をあわせた“向上

していると思わない人”の割合（27.9％）が、「思う」と「少し思う」をあわせた“向上している

と思う人”の割合（17.0％）を上回っています。 

年度別でみると、大きな差異はみられません。 

性別でみると、大きな差異はみられません。 

年齢別でみると、70 歳以上で“向上していると思う人”の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 性別・年齢別 八尾市の公民連携の効果 

 

 

  

思う 少し思う あまり思わない 思わない

わからない 無回答

N = 

令和４年度 1,539

令和３年度 1,642

男性 677

女性 852

19歳以下 25

20～29歳 100

30～39歳 149

40～49歳 231

50～59歳 290

60～69歳 228

70～79歳 302

80歳以上 211

2.5

2.2

2.7

2.5

1.0

1.3

2.6

2.1

3.1

2.3

4.7

14.5

14.7

15.8

13.5

12.0

11.0

8.1

12.6

11.0

13.2

19.9

21.8

19.8

19.3

21.4

18.4

20.0

15.0

20.8

18.2

25.2

20.6

19.9

13.7

8.1

7.2

9.5

7.0

4.0

10.0

8.7

8.2

11.0

11.0

5.3

3.8

50.2

51.1

46.4

52.9

64.0

60.0

58.4

57.6

49.7

50.9

43.4

39.8

5.0

5.5

4.3

5.6

3.0

2.7

0.9

1.0

1.3

9.3

16.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問 36 あなたは、八尾市の行政の取り組みに満足していますか。 

「やや満足」の割合が 54.4％と最も高く、次いで「やや不満」の割合が 24.4％となっていま

す。八尾市の取り組みに「満足」と「やや満足」をあわせた“満足と感じている人”の割合は 60.8％

となっています。 

年度別でみると、令和２年度以降、“満足と感じている人”の割合に大きな差異はみられませ

ん。 

性別でみると、大きな差異はみられません。 

年齢別でみると、全ての年代で“満足と感じている人”の割合が概ね６割以上となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 年度別・性別・年齢別 八尾市の行政の取り組みの満足度 

 

  

満足 やや満足 やや不満 不満 無回答

 N = 

令和４年度 1,539

令和３年度 1,642

令和２年度 1,641

令和元年度 1,467

平成30年度 1,518

男性 677

女性 852

19歳以下 25

20～29歳 100

30～39歳 149

40～49歳 231

50～59歳 290

60～69歳 228

70～79歳 302

80歳以上 211

6.4

7.7

7.7

5.7

6.0

5.6

7.0

4.0

7.0

5.4

1.7

3.4

5.3

7.6

15.6

54.4

52.5

54.9

50.5

48.7

53.2

55.2

68.0

58.0

57.0

57.1

56.2

53.9

51.7

47.4

24.4

24.0

23.2

29.2

28.0

27.6

21.9

20.0

24.0

26.8

25.5

27.2

28.1

23.5

15.6

7.3

7.2

5.4

7.0

8.3

8.4

6.5

8.0

8.0

6.7

9.5

7.6

7.5

7.0

4.7

7.6

8.5

8.7

7.6

9.0

5.2

9.4

3.0

4.0

6.1

5.5

5.3

10.3

16.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問 37 あなたは、普段、市役所に関する情報を得るときに、どこから情報を得ますか。 

あてはまる番号すべてに○をつけてください。 

「市政だより」の割合が 80.5％と最も高く、次いで「自治会などの回覧板」の割合が 27.2％、

「市のホームページ（スマートフォンサイト）」の割合が 25.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 市役所に対する情報源 

 

  

N = 1,539 ％

市政だより

市のホームページ（パソコンサイト）

市のホームページ
（スマートフォンサイト）

市公式アプリ「やおっぷ」

市公式LINE

市公式「Facebook」（広報やお）

市公式Twitter

ＦＭちゃお

暮らしのガイドブック

市役所の窓口

出張所の窓口

市役所等への電話

自治会などの掲示板

自治会などの回覧板

家族、隣人、知人

その他

無回答

80.5

21.0

25.1

7.5

6.1

1.5

1.2

0.9

4.8

6.6

4.9

8.6

9.7

27.2

17.7

0.9

1.3

0 20 40 60 80 100
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【年度別】 

年度別でみると、「市公式アプリ『やおっぷ』」が増加傾向にあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 年度別 市役所に対する情報源 

 

  

％

市政だより

市のホームページ（パソコンサイト）

市のホームページ（スマートフォンサイト）

市公式アプリ「やおっぷ」

市公式LINE

市公式「Facebook」（広報やお）

市公式Twitter

ＦＭちゃお

暮らしのガイドブック

市役所の窓口

出張所の窓口

市役所等への電話

自治会などの掲示板

自治会などの回覧板

家族、隣人、知人

その他

80.5

21.0

25.1

7.5

6.1

1.5

1.2

0.9

4.8

6.6

4.9

8.6

9.7

27.2

17.7

0.9

80.6

21.1

23.4

6.6

7.0

2.1

1.4

1.3

3.2

5.3

4.6

7.9

17.3

1.2

69.9

25.4

25.4

4.3

1.7

1.8

1.0

3.4

9.0

5.9

9.9

15.8

1.3

74.4

21.7

15.7

2.6

1.5

0.4

1.0

4.2

9.6

5.3

13.0

16.7

0.6

74.2

21.0

12.8

1.4

0.3

0.7

3.2

11.7

5.7

11.8

16.1

0.7

0 20 40 60 80 100

平成30年度

（N = 1,518）

令和４年度

（N = 1,539）

令和３年度

（N = 1,642）

令和２年度

（N = 1,641）

令和元年度

（N = 1,467）
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【性別】 

性別でみると、女性に比べ、男性で「市のホームページ（パソコンサイト）」の割合が高くなっ

ています。また、男性に比べ、女性で「市政だより」、「市のホームページ（スマートフォンサイ

ト）」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 性別 市役所に対する情報源 

  

％

市政だより

市のホームページ（パソコンサイト）

市のホームページ（スマートフォンサイト）

市公式アプリ「やおっぷ」

市公式LINE

市公式「Facebook」（広報やお）

市公式Twitter

ＦＭちゃお

暮らしのガイドブック

市役所の窓口

出張所の窓口

市役所等への電話

自治会などの掲示板

自治会などの回覧板

家族、隣人、知人

その他

無回答

75.3

26.3

21.0

5.5

4.6

2.2

2.1

0.9

4.9

7.1

4.3

8.4

9.7

25.8

17.9

1.2

1.6

84.9

16.9

28.4

9.2

7.3

0.9

0.5

0.9

4.8

6.2

5.2

8.8

9.5

28.1

17.6

0.7

1.1

0 20 40 60 80 100

男性

（N = 677）

女性

（N = 852）



105 

【年齢別】 

年齢別にみると、20～29 歳を除くすべての年代で「市政だより」の割合が最も高くなっていま

す。また、20～29 歳では「市のホームページ（スマートフォンサイト）」の割合が最も高くなっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 年齢別 市役所に対する情報源（19 歳以下） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 年齢別 市役所に対する情報源（20～29 歳）  

N = 25 ％

市政だより

市のホームページ（パソコンサイト）

市のホームページ（スマートフォンサイト）

市公式アプリ「やおっぷ」

市公式LINE

市公式「Facebook」（広報やお）

市公式Twitter

ＦＭちゃお

暮らしのガイドブック

市役所の窓口

出張所の窓口

市役所等への電話

自治会などの掲示板

自治会などの回覧板

家族、隣人、知人

その他

無回答

60.0

16.0

24.0

0.0

8.0

0.0

0.0

0.0

4.0

0.0

4.0

0.0

4.0

8.0

36.0

0.0

4.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80

N = 100 ％

市政だより

市のホームページ（パソコンサイト）

市のホームページ（スマートフォンサイト）

市公式アプリ「やおっぷ」

市公式LINE

市公式「Facebook」（広報やお）

市公式Twitter

ＦＭちゃお

暮らしのガイドブック

市役所の窓口

出張所の窓口

市役所等への電話

自治会などの掲示板

自治会などの回覧板

家族、隣人、知人

その他

無回答

45.0

22.0

46.0

8.0

3.0

1.0

3.0

0.0

1.0

2.0

1.0

8.0

3.0

7.0

27.0

0.0

2.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80
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図 年齢別 市役所に対する情報源（30～39 歳） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 年齢別 市役所に対する情報源（40～49 歳） 

 

  

N = 149 ％

市政だより

市のホームページ（パソコンサイト）

市のホームページ（スマートフォンサイト）

市公式アプリ「やおっぷ」

市公式LINE

市公式「Facebook」（広報やお）

市公式Twitter

ＦＭちゃお

暮らしのガイドブック

市役所の窓口

出張所の窓口

市役所等への電話

自治会などの掲示板

自治会などの回覧板

家族、隣人、知人

その他

無回答

71.1

20.8

49.7

24.2

9.4

1.3

2.7

0.0

2.0

7.4

2.7

5.4

5.4

12.1

23.5

0.7

0.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80

N = 231 ％

市政だより 79.2

市のホームページ（パソコンサイト）

市のホームページ（スマートフォンサイト）

市公式アプリ「やおっぷ」

市公式LINE

市公式「Facebook」（広報やお）

市公式Twitter

ＦＭちゃお

暮らしのガイドブック

市役所の窓口

出張所の窓口

市役所等への電話

自治会などの掲示板

自治会などの回覧板

家族、隣人、知人

その他

無回答

32.0

35.1

9.5

9.5

0.9

3.0

0.0

3.0

3.9

3.0

7.4

3.5

16.0

19.5

2.2

0.4

0 10 20 30 40 50 60 70 80



107 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 年齢別 市役所に対する情報源（50～59 歳） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 年齢別 市役所に対する情報源（60～69 歳） 

 

  

N = 228 ％

市政だより

市のホームページ（パソコンサイト）

市のホームページ（スマートフォンサイト）

市公式アプリ「やおっぷ」

市公式LINE

市公式「Facebook」（広報やお）

市公式Twitter

ＦＭちゃお

暮らしのガイドブック

市役所の窓口

出張所の窓口

市役所等への電話

自治会などの掲示板

自治会などの回覧板

家族、隣人、知人

その他

無回答

86.0

26.3

21.9

6.6

6.6

0.9

0.4

1.8

6.1

5.3

3.1

7.9

8.3

30.7

11.0

1.8

1.8

0 20 40 60 80 100

N = 290 ％

市政だより

市のホームページ（パソコンサイト）

市のホームページ（スマートフォンサイト）

市公式アプリ「やおっぷ」

市公式LINE

市公式「Facebook」（広報やお）

市公式Twitter

ＦＭちゃお

暮らしのガイドブック

市役所の窓口

出張所の窓口

市役所等への電話

自治会などの掲示板

自治会などの回覧板

家族、隣人、知人

その他

無回答

82.1

31.7

33.1

8.6

9.0

1.0

1.0

0.3

2.8

8.6

2.4

7.9

5.9

21.4

10.7

0.3

0.7

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100



108 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 年齢別 市役所に対する情報源（70～79 歳） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 年齢別 市役所に対する情報源（80 歳以上） 

 

  

N = 211 ％

市政だより

市のホームページ（パソコンサイト）

市のホームページ（スマートフォンサイト）

市公式アプリ「やおっぷ」

市公式LINE

市公式「Facebook」（広報やお）

市公式Twitter

ＦＭちゃお

暮らしのガイドブック

市役所の窓口

出張所の窓口

市役所等への電話

自治会などの掲示板

自治会などの回覧板

家族、隣人、知人

その他

無回答

85.8

4.3

3.3

0.9

1.9

1.9

0.0

1.9

6.2

6.2

10.0

11.8

19.9

42.7

20.9

0.5

2.8

0 20 40 60 80 100

N = 302 ％

市政だより

市のホームページ（パソコンサイト）

市のホームページ（スマートフォンサイト）

市公式アプリ「やおっぷ」

市公式LINE

市公式「Facebook」（広報やお）

市公式Twitter

ＦＭちゃお

暮らしのガイドブック

市役所の窓口

出張所の窓口

市役所等への電話

自治会などの掲示板

自治会などの回覧板

家族、隣人、知人

その他

無回答

90.7

10.3

8.9

2.6

2.3

3.0

0.0

1.7

8.9

9.6

8.9

11.3

16.6

43.0

18.5

0.7

1.3

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
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問 38 地域の身近な行政窓口である出張所（コミュニティセンター）では、各種証明書

発行や届出受付等のほか、地域のまちづくり支援や地域住民の自主的な活動の場

を提供しておりますが、今後、出張所でどういったサービスがさらに拡充される

と良いと思いますか。あてはまる番号すべてに○をつけてください。 

「特になし」の割合が29.5％と最も高く、次いで「金融や郵便局機能等の併設」の割合が26.5％、

「各担当課とオンラインでの相談・申請などの受付ができる窓口」の割合が 25.3％となっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 出張所のサービスについて 

【年度別】 

年度別でみると、大きな差異はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 年度別 出張所のサービスについて  

N = 1,539 ％

各担当課とオンラインでの相談・申請
などの受付ができる窓口

市政に関する情報や資料の提供

地域活動のための公衆無線LAN
（Wi-Fi ）環境

地域住民が自主運営できる活動施設

金融や郵便局機能等の併設

夜間や休日等における各種講座など
の充実

その他

特になし

無回答

25.3

14.7

11.6

7.7

26.5

19.4

3.0

29.5

8.6

0 10 20 30 40

％

各担当課とオンラインでの相談・申請など
の受付ができる窓口

市政に関する情報や資料の提供

地域活動のための公衆無線LAN （Wi-Fi ）
環境

地域住民が自主運営できる活動施設

金融や郵便局機能等の併設

夜間や休日等における各種講座などの
充実

その他

特になし

無回答

25.3

14.7

11.6

7.7

26.5

19.4

3.0

29.5

8.6

25.9

16.9

11.7

8.4

27.0

16.9

2.9

27.3

8.8

0 20 40 60 80 100

令和４年度

（N = 1,539）

令和３年度

（N = 1,642）
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【性別】 

性別でみると、男性に比べ、女性で「夜間や休日等における各種講座などの充実」の割合が高

くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 性別 出張所のサービスについて 

 

  

％

各担当課とオンラインでの相談・申請など
の受付ができる窓口

市政に関する情報や資料の提供

地域活動のための公衆無線LAN （Wi-Fi ）
環境

地域住民が自主運営できる活動施設

金融や郵便局機能等の併設

夜間や休日等における各種講座などの
充実

その他

特になし

無回答

24.7

14.8

11.7

7.5

26.1

16.2

3.1

31.3

6.4

25.9

14.7

11.5

7.9

26.8

21.7

2.9

27.9

10.4

0 20 40 60 80 100

男性

（N = 677）

女性

（N = 852）
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【年齢別】 

年齢別でみると、19 歳以下、60 歳以上で「特になし」の割合が高い傾向にあります。また、20

～39 歳、50～69 歳では「各担当課とオンラインでの相談・申請などの受付ができる窓口」の割合

が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 年齢別 出張所のサービスについて（19 歳以下） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 年齢別 出張所のサービスについて（20～29 歳） 

  

N = 25 ％

各担当課とオンラインでの相談・申請など
の受付ができる窓口

市政に関する情報や資料の提供

地域活動のための公衆無線LAN （Wi-Fi ）
環境

地域住民が自主運営できる活動施設

金融や郵便局機能等の併設

夜間や休日等における各種講座などの
充実

その他

特になし

無回答

28.0

12.0

16.0

16.0

20.0

20.0

0.0

32.0

8.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80

N = 100 ％

各担当課とオンラインでの相談・申請など
の受付ができる窓口

市政に関する情報や資料の提供

地域活動のための公衆無線LAN （Wi-Fi ）
環境

地域住民が自主運営できる活動施設

金融や郵便局機能等の併設

夜間や休日等における各種講座などの
充実

その他

特になし

無回答

34.0

5.0

15.0

6.0

24.0

22.0

1.0

31.0

5.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80
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図 年齢別 出張所のサービスについて（30～39 歳） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 年齢別 出張所のサービスについて（40～49 歳） 

  

N = 149 ％

各担当課とオンラインでの相談・申請など
の受付ができる窓口

市政に関する情報や資料の提供

地域活動のための公衆無線LAN （Wi-Fi ）
環境

地域住民が自主運営できる活動施設

金融や郵便局機能等の併設

夜間や休日等における各種講座などの
充実

その他

特になし

無回答

38.9

10.1

12.8

6.7

37.6

24.8

2.0

19.5

2.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80

N = 231 ％

各担当課とオンラインでの相談・申請など
の受付ができる窓口

市政に関する情報や資料の提供

地域活動のための公衆無線LAN （Wi-Fi ）
環境

地域住民が自主運営できる活動施設

金融や郵便局機能等の併設

夜間や休日等における各種講座などの
充実

その他

特になし

無回答

30.7

13.0

16.0

6.9

34.6

25.5

6.5

22.9

3.5

0 10 20 30 40 50 60 70 80



113 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 年齢別 出張所のサービスについて（50～59 歳） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 年齢別 出張所のサービスについて（60～69 歳） 

  

N = 290 ％

各担当課とオンラインでの相談・申請など
の受付ができる窓口

市政に関する情報や資料の提供

地域活動のための公衆無線LAN （Wi-Fi ）
環境

地域住民が自主運営できる活動施設

金融や郵便局機能等の併設

夜間や休日等における各種講座などの
充実

その他

特になし

無回答

32.1

12.4

17.6

9.3

31.4

26.6

3.8

29.3

1.4

0 10 20 30 40 50 60 70 80

N = 228 ％

各担当課とオンラインでの相談・申請など
の受付ができる窓口

市政に関する情報や資料の提供

地域活動のための公衆無線LAN （Wi-Fi ）
環境

地域住民が自主運営できる活動施設

金融や郵便局機能等の併設

夜間や休日等における各種講座などの
充実

その他

特になし

無回答

31.1

16.7

12.7

11.0

20.2

22.8

3.9

31.1

4.4

0 10 20 30 40 50 60 70 80
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図 年齢別 出張所のサービスについて（70～79 歳） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 年齢別 出張所のサービスについて（80 歳以上） 

 

  

N = 302 ％

各担当課とオンラインでの相談・申請など
の受付ができる窓口

市政に関する情報や資料の提供

地域活動のための公衆無線LAN （Wi-Fi ）
環境

地域住民が自主運営できる活動施設

金融や郵便局機能等の併設

夜間や休日等における各種講座などの
充実

その他

特になし

無回答

11.9

17.9

5.6

7.0

20.9

9.9

2.0

32.8

18.2

0 10 20 30 40 50 60 70 80

N = 211 ％

各担当課とオンラインでの相談・申請など
の受付ができる窓口

市政に関する情報や資料の提供

地域活動のための公衆無線LAN （Wi-Fi ）
環境

地域住民が自主運営できる活動施設

金融や郵便局機能等の併設

夜間や休日等における各種講座などの
充実

その他

特になし

無回答

9.5

21.3

2.8

4.3

19.9

7.6

0.5

36.0

21.3

0 10 20 30 40 50 60 70 80
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Ⅲ 自由記述 

これまでの設問に関わらず、ご意見等がございましたらご記入ください。 

 

表 自由意見（自由記述） 

分類 件数 

１ 子育て・教育に関すること 42 

２ 魅力の向上に関すること ７ 

３ 経済に関すること ３ 

４ 都市基盤に関すること 58 

５ 安全・安心に関すること 21 

６ 健康に関すること 10 

７ 環境に関すること 20 

８ 福祉に関すること 21 

９ 人権・平和・コミュニティに関すること 25 

10 行政運営に関すること 59 

11 アンケートについての意見 25 

12 市政に対する肯定的な意見 35 

13 その他 30 

集計 356 
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自由意見の内容について、分類ごとの意見数と意見項目の要旨をまとめたものを以下に示す。 

 

１ 子育て・教育に関すること 42 件 件数 

 

安心して子どもを産み、育てられるまちづくりを進めてほしい 14 

教育施策を充実してほしい ８ 

子育て世代に経済的な支援をしてほしい ６ 

子どものための施設を整備・充実してほしい ４ 

オーガニック給食を進めてほしい ２ 

就学前教育・保育施設を増やしてほしい ２ 

学校給食費の手続きの利便性を向上してほしい １ 

小学校のクラブ活動の回数を増やしてほしい １ 

学校の安全対策を進めてほしい １ 

いじめ対策を進めてほしい １ 

学校給食での黙食を見直してほしい １ 

遊べる公園や広場を充実・整備してほしい １ 

 

２ 魅力の向上に関すること ７件 件数 

 市の魅力をもっとアピールしてほしい ５ 

 八尾をもっと知る機会を増やしてほしい ２ 

 

３ 経済に関すること ３件 件数 

 
大型商業施設を誘致してほしい ２ 

大学施設等を誘致してほしい １ 
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４ 都市基盤に関すること 58 件 件数 

 

道路整備をしてほしい 18 

公共交通網を充実してほしい 12 

道路の渋滞を解消してほしい ５ 

のびのびと遊べる公園や広場を充実・整備してほしい ４ 

駅周辺を活性化してほしい ４ 

上下水道の整備をすすめてほしい ３ 

都市整備を適切に進めてほしい ３ 

下水道の整備をすすめてほしい １ 

市営住宅をもっと活性化してほしい １ 

市営駐輪場をもっと使用しやすくしてほしい １ 

空家や空地を有効活用してほしい １ 

公園樹の清掃を定期的に行ってほしい １ 

電柱の地中化をしてほしい １ 

車いすやベビーカーの人も通行しやすいよう道路の整備をしてほしい １ 

街路樹の剪定をしてほしい １ 

ドッグラン施設を整備してほしい １ 

 

５ 安全・安心に関すること 21 件 件数 

 

防犯灯・街灯の設置・整備などをしてほしい ６ 

安全に生活できるまちづくりをしてほしい ５ 

防犯カメラを設置してほしい ５ 

交通マナーの向上に取り組んでほしい ３ 

避難訓練をしてほしい １ 

必要な人に必要な情報が届くよう防災、避難情報を適切に発信してほしい １ 

 

６ 健康に関すること 10 件 件数 

 

市立病院のサービスを充実してほしい ３ 

新型コロナウイルス感染症への支援をもっとしてほしい ２ 

新型コロナウイルスのワクチンについての情報がほしい １ 

子どもたちへのマスク着用をなくしてほしい １ 

健康に関する情報をもっと発信してほしい １ 

新型コロナウイルス感染症の対策をしっかりと進めてほしい １ 

ワクチン接種に関する補助や支援を充実させてほしい １ 
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７ 環境に関すること 20 件 件数 

 

騒音を解消してほしい ５ 

ごみの分別方法を検討してほしい ３ 

ペットのマナーを向上してほしい ２ 

環境に関する啓発等の取り組みを充実させてほしい ２ 

ごみ袋の有料化を検討してほしい ２ 

資源ごみの持ち去り対策をしてほしい １ 

ごみ袋の無料配布を継続してほしい １ 

ごみの回収場所・頻度・時間を改善してほしい １ 

環境に配慮してほしい １ 

喫煙者のマナー向上に取り組んでほしい １ 

飼い主のいないペットの対策をしてほしい １ 

 

８ 福祉に関すること 21 件 件数 

 障がい者福祉を充実してほしい ６ 

 生活保護制度等を適正に運用してほしい ４ 

 高齢者福祉を充実してほしい ３ 

 給付金を支給してほしい ２ 

 高齢者にやさしいまちにしてほしい ２ 

 高齢者等のデジタルディバイド対策を行ってほしい ２ 

 若い世代への支援をしてほしい １ 

 自殺対策を充実してほしい １ 

 

９ 人権・平和・コミュニティに関すること 25 件 件数 

 
町会活動等の運営に関すること 11 

生涯学習の施策を充実してほしい ５ 

 多文化共生社会の実現に向けた取り組みを充実してほしい ４ 

 人権についての取り組みを進めてほしい ３ 

 コミュニティセンターの活用を考えてほしい １ 

 文化・芸術の取り組みを充実してほしい １ 
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10 行政運営に関すること 59 件 件数 

 職員の対応改善や行政サービスの質を向上してほしい 12 

 適切な行財政運営をしてほしい ８ 

 コロナ禍・物価高における支援策に満足している ６ 

 出張所の役割を広げてほしい ５ 

 税金、保険料が高い ５ 

 便利でわかりやすい窓口にしてほしい ４ 

 行政のデジタル化を進めてほしい ４ 

 行政の取り組みをわかりやすく積極的に発信してほしい ３ 

 窓口の待ち時間が長く混雑している ３ 

 若者が住みやすい環境づくりを進めてほしい ３ 

 キャッシュレスポイント還元の取り組みを継続・充実してほしい ２ 

 休日・夜間等窓口の開庁時間を拡大してほしい １ 

 行政の取り組みを改善していってほしい １ 

 行政のことをもっと相談しやすくしてほしい １ 

 コミュニティＦＭ放送のあり方を検討してほしい １ 

 

11 アンケートについての意見 25 件 件数 

 

もっとわかりやすい設問や項目内容にするなど検討してほしい 10 

配布のしかたや対象などを検討してほしい ７ 

意味のある調査と思えない ４ 

 インターネットで回答できるようにしてほしい ３ 

 アンケートの意見をしっかりと市政に反映させてほしい １ 

 

12 市政に対する肯定的な意見 35 件 件数 

 

今の八尾市に満足している 21 

今後の八尾市の取り組みに期待する ９ 

これから八尾市のことをもっと知っていきたい ４ 

出張所で証明書取得ができるようになり満足している １ 

 

13 その他 30 件 件数 

 

鉄道事業者や公共交通機関に関する意見 11 

生活全般に関する意見 ９ 

市長に関する意見 ６ 

市議会議員に関する意見 ２ 

エッセンシャルワーカーの待遇に対する意見 １ 

他自治体に対する意見 １ 
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Ⅳ 調査票 

 

 

 

Ⅰ．はじめに、みなさまご自身
じ し ん

やご家族
か ぞ く

のことについて、お 伺
うかが

いします。                  

問
とい

１ あなたの年齢
ねんれい

について、あてはまる番号
ばんごう

１つに○をつけてください。 
 

１． １９歳
さい

以下
い か

 ４． ４０～４９歳
さい

 ７． ７０～79歳
さい

 

２． ２０～２９歳
さい

 ５． ５０～５９歳
さい

 ８． 8０歳
さい

以上
いじょう

 

３． ３０～３９歳
さい

 ６． ６０～６９歳
さい

  

 

問
とい

２ あなたの性別
せいべつ

について、あてはまる番号
ばんごう

１つに○をつけてください。 
 

１． 男性
だんせい

 ２． 女性
じょせい

 ３． 男性
だんせい

・女性
じょせい

と答
こた

えることに抵抗
ていこう

を感
かん

じる 

 

問
とい

３ あなたの家族
か ぞ く

構成
こうせい

について、あてはまる番号
ばんごう

１つに○をつけてください。 
 

１． ひとり暮
ぐ

らし 

２． 夫婦
ふ う ふ

のみ 

３． 二
に

世代
せ だ い

同居
どうきょ

 （親
おや

と子
こ

どもなど） 

４． 三
さん

世代
せ だ い

同居
どうきょ

 （親
おや

と子
こ

どもと孫
まご

など） 

５． その他
た

（                ） 

 

 

問
とい

４ 同居
どうきょ

の家族
か ぞ く

に未成年者
みせいねんしゃ

（18歳
さい

未満
み ま ん

）はおられますか。あてはまる番号
ばんごう

１つに○をつけ、その人数
にんずう

を記入
きにゅう

してください。 
 

１． いる 

２． いない 

０～６歳
さい

 （   人
にん

） 

７～１２歳
さい

（   人
にん

） 

１３～１５歳
さい

（   人
にん

） 

１６～１８歳
さい

未満
み ま ん

（   人
にん

） 

 

問
とい

５ 同居
どうきょ

の家族
か ぞ く

（あなたを含
ふく

む）に高齢者
こうれいしゃ

はおられますか。あてはまる番号
ばんごう

すべてに○をつけてくだ

さい。 
 

１． ６５～７４歳
さい

の高齢者
こうれいしゃ

がいる ２． ７５歳
さい

以上
いじょう

の高齢者
こうれいしゃ

がいる  ３． いない 

 

問
とい

６ あなたが八尾市
や お し

内
ない

を移動
い ど う

するとき、よく利用
り よ う

される交通
こうつう

手段
しゅだん

は何
なに

ですか。あてはまる番号
ばんごう

すべ

てに○をつけてください。 
 

１． 自転車
じてんしゃ

 

２． バイク・原付
げんつき

自転車
じてんしゃ

 

 

３． 自家用車
じ か よ う し ゃ

 

４． バス 

 

５． 鉄道
てつどう

 

６． タクシー 

７． その他
た

  （                ） 

  

令
れい

和
わ

４年
ねん

度
ど

八
や

尾
お

市
し

民
みん

意識
い し き

調査
ちょうさ

 調査票
ちょうさひょう
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問
とい

７ あなたの就 学
しゅうがく

・ 就 業
しゅうぎょう

状 況
じょうきょう

について、主
おも

にあてはまる番号
ばんごう

１つに○をつけてください。 
 

１． 学生
がくせい

 ２． 働
はたら

いている 

（フルタイム労働
ろうどう

） 

３． 働
はたら

いている 

（パート・アルバイト等
など

） 

４． 働
はたら

いていない 

 

問
とい

８ 通勤
つうきん

・通学
つうがく

されている方
かた

にお 伺
うかが

いします。 

あなたのお勤
つと

め先
さき

・通学先
つうがくさき

について、あてはまる番号
ばんごう

１つに○をつけてください。 
 

１． 自宅
じ た く

        

２． 八尾
や お

市内
し な い

（自宅
じ た く

以外
い が い

） 

３． 大阪
おおさか

市
し

   

４． 東大阪市
ひがしおおさかし

・柏原市
かしわらし

  

５． 大阪
おおさか

府内
ふ な い

（八尾市
や お し

・大阪市
おおさかし

・東大阪市
ひがしおおさかし

・柏原市
かしわらし

を除
のぞ

く） 

６． 他
た

府県
ふ け ん

 

 

問
とい

８-２ 問
とい

８で「２」～「６」のいずれかに○をつけた方
かた

に、お 伺
うかが

いします。 

職場
しょくば

・学校
がっこう

までの時間
じ か ん

について、あてはまる番号
ばんごう

１つに○をつけてください。 
 

１． ３０分
ぷん

未満
み ま ん

 ２． ３０分
ぷん

以上
いじょう

～１時間
じ か ん

未満
み ま ん

 ３． １時間
じ か ん

以上
いじょう

 

 

問
とい

９ あなたのお住
す

まい（住 宅
じゅうたく

）について、あてはまる番号
ばんごう

１つに○をつけてください。 
 

１． 戸建
こ だ

て(持
も

ち家
いえ

) 

２． 戸建
こ だ

て(賃貸
ちんたい

) 

３． マンション・アパートなど(持
も

ち家
いえ

) 

４． マンション・アパートなど(賃貸
ちんたい

) 

５． 寮
りょう

・社宅
しゃたく

  

６． その他
た

（      ） 

 

問
とい

１０ あなたのお住
す

まいになっているところは、どの小学校区
しょうがっこうく

ですか。あてはまる番号
ばんごう

１つに○をつ

けてください。 
 

１．  八尾
や お

小 学 校
しょうがっこう

区
く

 11．  高安
たかやす

小
しょう

中
ちゅう

学
がっ

校
こう

区
く

 21．  刑部
おさかべ

小学校
しょうがっこう

区
く

 

２．  山本
やまもと

小 学 校
しょうがっこう

区
く

 12．  曙川
あけがわ

小学校
しょうがっこう

区
く

 22．  高美南
たかみみなみ

小学校
しょうがっこう

区
く

 

３．  用和
よ う わ

小学校
しょうがっこう

区
く

 13．  北山本
きたやまもと

小学校
しょうがっこう

区
く

 23．  西山本
にしやまもと

小学校
しょうがっこう

区
く

 

４．  久
きゅう

宝
ほう

寺
じ

小学校
しょうがっこう

区
く

 14．  南 山 本
みなみやまもと

小学校
しょうがっこう

区
く

 24．  高安西
たかやすにし

小学校
しょうがっこう

区
く

 

５．  龍
りゅう

華
げ

小学校
しょうがっこう

区
く

 15．  志紀
し き

小学校
しょうがっこう

区
く

 25．  曙
あけ

川 東
がわひがし

小学校
しょうがっこう

区
く

 

６．  大 正
たいしょう

小学校
しょうがっこう

区
く

 16．  高美
た か み

小学校
しょうがっこう

区
く

 26．  亀井
か め い

小学校
しょうがっこう

区
く

 

７．  桂
かつら

小学校
しょうがっこう

区
く

 17．  長池
ながいけ

小学校
しょうがっこう

区
く

 27．  上之島
か み の し ま

小学校
しょうがっこう

区
く

 

８．  安中
やすなか

小学校
しょうがっこう

区
く

 18．  東山本
ひがしやまもと

小学校
しょうがっこう

区
く

 28．  大正北
たいしょうきた

小学校
しょうがっこう

区
く

 

９．  竹
たけ

渕
ふち

小学校
しょうがっこう

区
く

 19．  美園
み そ の

小学校
しょうがっこう

区
く

 29．  1月
がつ

11日
にち

以降
い こ う

に市外
し が い

へ転
てん

出
しゅつ

 

10． 南
みなみ

高安
たかやす

小学校
しょうがっこう

区
く

 20．  永畑
ながはた

小学校
しょうがっこう

区
く

 30．  小 学
しょうがっ

校区
こ う く

がわからない 

※1月
がつ

11日
にち

以降
い こ う

に市外
し が い

へ転
てん

出
しゅつ

された方
かた

につきましても、調査
ちょうさ

へのご 協 力
きょうりょく

をお願
ねが

いします。 
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問
とい

１１ あなたは、八尾市
や お し

にお住
す

まいになってどれくらいたちますか。あてはまる番号
ばんごう

１つに○をつけ

てください。 

１．  ２年
ねん

未満
み ま ん

 

２．  ２年
ねん

以上
いじょう

 ～ ５年
ねん

未満
み ま ん

 

３．  ５年
ねん

以上
いじょう

 ～ １０年
ねん

未満
み ま ん

 

４．  １０年
ねん

以上
いじょう

 ～ ２０年
ねん

未満
み ま ん

 

５．  ２０年
ねん

以上
いじょう

 ～ ３０年
ねん

未満
み ま ん

 

６．  ３０年
ねん

以上
いじょう

 
  

問
とい

１１-２ 問
とい

１１で「１」又
また

は「２」に○をつけた方
かた

に、お 伺
うかが

いします。 

①八尾市
や お し

へ転 入
てんにゅう

されたきっかけについて、あてはまる番号
ばんごう

１つに○をつけてください。 
  

１． 住 宅
じゅうたく

の購 入
こうにゅう

・賃 貸 借
ちんたいしゃく

 

２． ご結婚
けっこん

 

３． 記入
きにゅう

されているご本人
ほんにん

又
また

はご家族
か ぞ く

の家庭
か て い

の事情
じじょう

（親族
しんぞく

との同居
どうきょ

など） 

４． 記入
きにゅう

されているご本人
ほんにん

又
また

はご家族
か ぞ く

の 就 職
しゅうしょく

・転 職
てんしょく

・転勤
てんきん

 

５． 記入
きにゅう

されているご本人
ほんにん

又
また

はご家族
か ぞ く

の福祉
ふ く し

施設
し せ つ

･ 病 院
びょういん

などへの入 所
にゅうしょ

･ 入 院
にゅういん

 

６． その他
た

 （                                                    ） 

 

②転 入
てんにゅう

されたときに、居住地
きょじゅうち

として八尾市
や お し

を選
えら

ばれた理由
り ゆ う

について、あてはまる番号
ばんごう

すべて

に○をつけてください。 
 

１． 以前
い ぜ ん

住
す

んでいたところ又
また

は家族
か ぞ く

が住
す

んでいるところだから 

２． 世帯
せ た い

規模
き ぼ

の拡大
かくだい

や子
こ

どもの成 長
せいちょう

に応
おう

じた住
す

まいを求
もと

めていたから 

３． 世帯
せ た い

規模
き ぼ

の 縮 小
しゅくしょう

に応
おう

じた住
す

まいを求
もと

めていたから 

４． 仕事
し ご と

と子
こ

育
そだ

てを両 立
りょうりつ

しやすい環 境
かんきょう

を求
もと

めていたから 

５． 子
こ

どもへのより良
よ

い教 育
きょういく

環 境
かんきょう

を求
もと

めていたから 

６． 自然
し ぜ ん

環 境
かんきょう

に恵
めぐ

まれている環 境
かんきょう

を求
もと

めていたから 

７． 歴史
れ き し

・文化
ぶ ん か

遺産
い さ ん

に恵
めぐ

まれている環 境
かんきょう

を求
もと

めていたから 

８． 日 常
にちじょう

の医療
いりょう

を受
う

けやすい環 境
かんきょう

を求
もと

めていたから 

９． 日 常
にちじょう

の買
か

い物
もの

が便利
べ ん り

な環 境
かんきょう

を求
もと

めていたから 

10． 仕事
し ご と

が身近
み ぢ か

で得
え

られやすい環 境
かんきょう

を求
もと

めていたから 

11.  通勤
つうきん

・通学
つうがく

に便利
べ ん り

な環 境
かんきょう

を求
もと

めていたから 

12． 交通
こうつう

事故
じ こ

や治安
ち あ ん

の心配
しんぱい

が少
すく

ない環 境
かんきょう

を求
もと

めていたから 

13． 自然
し ぜ ん

災害
さいがい

の心配
しんぱい

が少
すく

ない環 境
かんきょう

を求
もと

めていたから 

14.  その他
た

（                                         ） 

 

 

 

 

  

（➡問
とい

11-2 へ） 
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Ⅱ．みなさまの日常
にちじょう

の暮
く

らしについて、お 伺
うかが

いします。                            

≪健康
けんこう

づくりについて≫ 

問
とい

１２ あなたは、健康
けんこう

のために運動
うんどう

を 心
こころ

がけるなど、自主的
じ し ゅ て き

に何
なに

か取
と

り組
く

みをしていますか。あて

はまる番号
ばんごう

１つに○をつけてください。 
 

１． している ２． していない 

 

問
とい

１３ あなたは、普段
ふ だ ん

、栄養
えいよう

のバランスを 考
かんが

えて食事
しょくじ

をしていますか。あてはまる番号
ばんごう

１つに○を

つけてください。 

１． はい ２． いいえ 

 

問
とい

１４ あなたは、病気
びょうき

や健康
けんこう

について相談
そうだん

や受診
じゅしん

できる「かかりつけ医
い

」など（かかりつけ医
い

、かかり

つけ歯科医
し か い

、かかりつけ薬剤師
やくざいし

）がありますか。あてはまる番号
ばんごう

１つに○をつけてください。 
 

１． ある ２． ない 

 

≪文化
ぶ ん か

、スポーツ、国際
こくさい

交 流
こうりゅう

について≫ 

問
とい

１５ あなたは、日 常
にちじょう

生活
せいかつ

において、音楽
おんがく

、映画
え い が

、演劇
えんげき

、美術
びじゅつ

等
など

の芸 術
げいじゅつ

文化
ぶ ん か

に親
した

しんで 心
こころ

の豊
ゆた

か

さを感
かん

じる時
とき

はありますか。あてはまる番号
ばんごう

１つに○をつけてください。 
 

１． 大
おお

いにある ２． 少
すこ

しある ３． あまりない ４． 全
まった

くない 

 

問
とい

１６ 現在
げんざい

、あなたは、どのくらいの頻度
ひ ん ど

で運動
うんどう

やスポーツをしていますか。あてはまる番号
ばんごう

１つに

○をつけてください。 
 

１． 週
しゅう

１回
かい

以上
いじょう

 

２． 月
つき

に２～３回
かい

 

３． 年
ねん

に数回
すうかい

 

４． 不定期
ふ て い き

 

５． 全
まった

くない 

 

 

問
とい

１７ あなたは、さまざまな国
くに

の人
ひと

たちと交 流
こうりゅう

し、相互
そ う ご

理解
り か い

を深
ふか

める国際
こくさい

交 流
こうりゅう

について、興味
きょうみ

があ

りますか。あてはまる番号
ばんごう

１つに○をつけてください。 
 

１． 興味
きょうみ

がある ２． 少
すこ

し興味
きょうみ

がある ３． 興味
きょうみ

がない 

 

≪人権
じんけん

・男女
だんじょ

共 同
きょうどう

参画
さんかく

について≫ 

問
とい

18 あなたは、八尾市
や お し

において、社会的
しゃかいてき

身分
み ぶ ん

、人種
じんしゅ

、民族
みんぞく

、年齢
ねんれい

、性別
せいべつ

、 障
しょう

がいのあることなどに

よる差別
さ べ つ

がなくなったと思
おも

いますか。あてはまる番号
ばんごう

１つに○をつけてください。 
 

１． 思
おも

う   ２． 少
すこ

し思
おも

う   ３． あまり思
おも

わない   ４． 思
おも

わない   ５． わからない 
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問
とい

19 男女
だんじょ

共 同
きょうどう

参画
さんかく

を推進
すいしん

することを目的
もくてき

に、市民
し み ん

の交 流
こうりゅう

、情 報
じょうほう

提 供
ていきょう

、学 習
がくしゅう

および相談
そうだん

の場
ば

と

して、八尾市
や お し

男女
だんじょ

共 同
きょうどう

参画
さんかく

センター「すみれ」（社会
しゃかい

福祉
ふ く し

会館
かいかん

２階
かい

内
ない

）を設置
せ っ ち

しています。 

あなたは、八尾市
や お し

男女
だんじょ

共 同
きょうどう

参画
さんかく

センター「すみれ」を知
し

っていますか。あてはまる番号
ばんごう

１つに○

をつけてください。 
 

１． 知
し

っている ２． 知
し

らない 

 

≪普段
ふ だ ん

の暮
く

らしについて≫ 

問
とい

20 あなたは、地元
じ も と

の商 店 街
しょうてんがい

や個人
こ じ ん

商 店
しょうてん

でどの程度
て い ど

買
か

い物
もの

をしますか。あてはまる番号
ばんごう

１つに

○をつけてください。 
 

１． 週
しゅう

１回
かい

以上
いじょう

   ２． 月
つき

に２～３回
かい

   ３． 年
ねん

に数回
すうかい

   ４． 不定期
ふ て い き

   ５． 全
まった

くない 

 

問
とい

21 あなたは、インターネットを活用
かつよう

して、買
か

い物
もの

（ネットショッピング）や宿泊
しゅくはく

施設
し せ つ

の予約
よ や く

、チケット

の申
もう

し込
こ

み等
など

をすることがありますか。あてはまる番号
ばんごう

１つに○をつけてください。 
 

１． よく利用
り よ う

する  

２． 時々
ときどき

利用
り よ う

する 

３． あまり利用
り よ う

しない 

４． 今
いま

は利用
り よ う

していないが、今後
こ ん ご

利用
り よ う

したい 

５． 利用
り よ う

しない 

 

 

問
とい

２2 あなたは、災害
さいがい

に対
たい

してどのような備
そな

えをしていますか。あてはまる番号
ばんごう

すべてに○をつけ

てください。 
 

１． 家族
か ぞ く

で避難
ひ な ん

場所
ば し ょ

を決
き

めている 

２． 住
す

んでいる 所
ところ

や勤
つと

めている 所
ところ

等
など

 

を防災
ぼうさい

マップで確認
かくにん

している 

３． 防災
ぼうさい

訓練
くんれん

に参加
さ ん か

している 

４． 日
にち

用品
ようひん

をすぐ持
も

ち出
だ

せるようにしている 

５． ３日
み っ か

分
ぶん

の 食 料
しょくりょう

・飲 料
いんりょう

用水
ようすい

を備蓄
び ち く

している（※） 

６． 特
とく

に何
なに

もしていない 

 

 

（※地震
じ し ん

などの災害
さいがい

に備
そな

えて、最
さい

低
てい

３日
みっか

分
ぶん

程
てい

度
ど

備
び

蓄
ちく

しておくことが必要
ひつよう

だといわれています。 

また、飲
いん

料
りょう

用
よう

水
すい

については１
ひ

人
とり

１日
にち

３リットルが目安
め や す

とされています。） 
 

≪マイナンバーカードについて≫ 

問
とい

23 あなたは、マイナンバーカードをお持ちですか。あてはまる番号
ばんごう

１つに○をつけてください。」 
 

１． 持
も

っている （➡問
とい

23-2へ） ２． 持
も

っていない （➡問
とい

24へ） 

 

問
とい

23-2 問
とい

23 で「１．持
も

っている」に○をつけた方
かた

にお伺
うか

いします。 

マイナンバーカードを用
もち

いたコンビニ端末
たんまつ

での証明書
しょうめいしょ

の取得
しゅとく

には手数料
てすうりょう

の割引
わりびき

など利点
り て ん

が

ありますが、マイナンバーカードを用
もち

いて 証
しょう

明
めい

書
しょ

を取
しゅ

得
とく

したことがありますか。あてはまる

番号
ばんごう

１つに○をつけてください。 
 

１． 取得
しゅとく

したことがある （➡問
とい

24へ） ２． 取得
しゅとく

したことがない （➡問
とい

23-3へ） 
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問
とい

23-3 問
とい

23-2 で「２．取得
しゅとく

したことがない」に○をつけた方
かた

にお伺
うか

いします。 

カードを持
も

っているが証明書
しょうめいしょ

を取得
しゅとく

したことがない理由
り ゆ う

はなぜですか。あてはまる番号
ばんごう

１つ

に○をつけてください。 
 

１． コンビニで取得
しゅとく

できることを知
し

らなかった 

２． コンビニ交付
こ う ふ

の利点
り て ん

を知
し

らない・コンビニ

交付
こ う ふ

に魅力
みりょく

を感
かん

じない 

３． 証 明 書
しょうめいしょ

を必要
ひつよう

とする機会
き か い

が少ない 

４． 機械
き か い

の操作
そ う さ

が苦手
に が て

 

５． 情 報
じょうほう

漏洩
ろうえい

等
など

が不安
ふ あ ん

 

６． 窓口
まどぐち

の方
ほう

が安心
あんしん

して取得
しゅとく

できる 

７． 暗 証
あんしょう

番号
ばんごう

を覚
おぼ

えるのが大変
たいへん

 

８． 特
とく

にない・わからない 

 

 

≪八尾
や お

の魅力
みりょく

について≫ 

問
とい

24 八尾市
や お し

では、八尾
や お

の魅力
みりょく

を市内外
しないがい

に発信
はっしん

する取
と

り組
く

みを進
すす

めていますが、あなたは、八尾
や お

の

魅力
みりょく

は何だと思いますか。あてはまる番号
ばんごう

すべてに○をつけてください。 
 

１． 買
か

い物
もの

がしやすい 

２． 交通
こうつう

の便
べん

がよい 

３． 子
こ

育
そだ

てがしやすい 

４． 河内
か わ ち

音頭
お ん ど

が盛
さか

んである 

５． 八尾
や お

若
わか

ごぼう・枝豆
えだまめ

 

などの特
とく

産品
さんひん

がある 

６． 大型
おおがた

商 業
しょうぎょう

施設
し せ つ

がある 

７． 中 小
ちゅうしょう

企業
きぎょう

が元気
げ ん き

だ 

８． 歴史
れ き し

資産
し さ ん

が多
おお

い 

９． 自然
し ぜ ん

が多
おお

い 

10． その他
た

（          ） 

11． 特
とく

になし 

 

問
とい

２5 あなたは、八尾
や お

の魅力
みりょく

を友人
ゆうじん

や知
し

り合
あ

いにどの程度
て い ど

すすめたいと思
おも

いますか。 

とてもすすめたい場合
ば あ い

を 10点
てん

、 全
まった

くすすめたくない場合
ば あ い

を 0点
てん

とすると、何点
なんてん

くらいになる

と思
おも

いますか。いずれかの数字
す う じ

1 つに○をつけてください。 
 

← とてもすすめたい      全
まった

くすすめたくない→ 

１０点
てん

 ９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ ０点
てん

 

 

問
とい

２6 あなたは、八尾
や お

をより良
よ

くするための活動
かつどう

にどの程度
て い ど

関
かか

わりたいと思
おも

いますか。 

とても関
かか

わりたい場合
ば あ い

を 10点
てん

、 全
まった

く関
かか

わりたくない場合
ば あ い

を 0点
てん

とすると、何点
なんてん

くらいになる

と思
おも

いますか。いずれかの数字
す う じ

1 つに○をつけてください。 
 

← とても関
かか

わりたい      全
まった

く関
かか

わりたくない→ 

１０点
てん

 ９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ ０点
てん

 

 

問
とい

２7 あなたは、八尾
や お

をより良
よ

くするために活動
かつどう

している人
ひと

に対
たい

して、どの程度
て い ど

感謝
かんしゃ

したいですか。

とても感謝
かんしゃ

したい場合
ば あ い

を 10点
てん

、 全
まった

く感謝
かんしゃ

したくない場合
ば あ い

を 0点
てん

とすると、何点
なんてん

くらいになる

と思
おも

いますか。いずれかの数字
す う じ

1 つに○をつけてください。 
 

← とても感謝
かんしゃ

したい      全
まった

く感謝
かんしゃ

したくない→ 

１０点
てん

 ９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ ０点
てん
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Ⅲ．八尾
や お

のまちについて、みなさまが日
ひ

ごろ感
かん

じておられることについて、お 伺
うかが

いします。      

問
とい

２8 あなたが、八尾市
や お し

で生活
せいかつ

する中
なか

で、次
つぎ

のことについて、どのように思
おも

われますか。 

ア～セの項目
こうもく

ごとに、あてはまる番号１つに○をつけてください。 

 
 

項 目
こ う も く

 

思 ⼑
⽉

⼍ 

少 ⼠
⼚

⼞
思 ⼑

⽉

⼍ 

⼉
⽅
⽑
思 ⼑

⽉

⽖
⼱
⼋ 

思 ⼑
⽉

⽖
⼱
⼋ 

⽖
⼒
⽐
⼱
⼋ 

ア 
あなたは、 公 共

こうきょう

施設
し せ つ

を利用
り よ う

される際
さい

、誰
だれ

もが利用
り よ う

しやすいバリ

アフリーな建 物
たてもの

であると感
かん

じますか。 

１ ２ ３ ４ ５ 

イ 
あなたは、地域

ちいき

での福祉
ふ く し

活動
かつどう

が活発
かっぱつ

に 行
おこな

われていると思
おも

いま

すか。 

１ ２ ３ ４ ５ 

ウ 
あなたは、地域

ちいき

でウォーキングや体操
たいそう

、 食 育
しょくいく

など健康
けんこう

づくりの

ための活動
かつどう

が活発
かっぱつ

に 行
おこな

われていると思
おも

いますか。 

１ ２ ３ ４ ５ 

エ あなたは、八尾市
や お し

内
ない

に自然
し ぜ ん

環 境
かんきょう

が多
おお

く残
のこ

っていると思
おも

います

か。 
１ ２ ３ ４ ５ 

オ 

八尾市
や お し

において、都市部
と し ぶ

ではそれぞれの地域
ちいき

特性
とくせい

に応
おう

じた 住
じゅう

宅
たく

、 工 場
こうじょう

、 商 店
しょうてん

が立地
り っ ち

し、郊外部
こうがいぶ

では市街化
し が い か

が抑制
よくせい

され、

自然
し ぜ ん

環 境
かんきょう

の保全
ほ ぜ ん

が図
はか

られていると思
おも

いますか。 

１ ２ ３ ４ ５ 

カ 

あなたは、八尾市
や お し

の歴史的
れきしてき

まちなみ景 観
けいかん

や玉串
たまくし

川
がわ

・長瀬川
ながせがわ

等
など

の

水路
すいろ

景 観
けいかん

について、うるおいと魅力
みりょく

ある景 観
けいかん

づくりがなされて

いると思
おも

いますか。 

１ ２ ３ ４ ５ 

キ 
あなたは、あなたのお住

す

まいの地域
ち い き

のみなさんが 考
かんが

えている

方向
ほうこう

で、まちの整備
せ い び

が進
すす

んでいると思
おも

いますか。 
１ ２ ３ ４ ５ 

ク 
あなたは、バスや鉄道

てつどう

などの 公 共
こうきょう

交通
こうつう

機関
きかん

を利用
り よ う

して出
で

かけ

るときに、便利
べ ん り

だと思
おも

いますか。 
１ ２ ３ ４ ５ 

ケ 
あなたは、性 別

せいべつ

に関
かか

わらず男女
だんじょ

が互
たが

いに認
みと

め合
あ

える差別
さべつ

のな

い社会
しゃかい

が実現
じつげん

していると思
おも

いますか。 

１ ２ ３ ４ ５ 

コ 
あなたは、職場

しょくば

や地域
ちいき

において、女性
じょせい

が 働
はたら

きやすい、あるいは

活動
かつどう

しやすい 環 境
かんきょう

が 整
ととの

っていると思
おも

いますか。 

１ ２ ３ ４ ５ 

サ あなたは、行 政
ぎょうせい

の取
と

り組
く

みが、改善
かいぜん

されていると思
おも

いますか。 １ ２ ３ ４ ５ 

シ あなたは、八尾市
や お し

役所
やくしょ

からの情 報
じょうほう

が入 手
にゅうしゅ

しやすいと思
おも

います

か。 
１ ２ ３ ４ ５ 

ス あなたは、子
こ

育
そだ

てしやすい環 境
かんきょう

が 整
ととの

っていると思
おも

いますか。 １ ２ ３ ４ ５ 

セ あなたは、平和
へいわ

な社会
しゃかい

が大 切
たいせつ

だと思
おも

いますか。 １ ２ ３ ４ ５ 
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Ⅳ．公共
こうきょう

施設
し せ つ

の今後
こ ん ご

のあり方
かた

について、お 伺
うかが

いします。                            

問
とい

29 あなたは、八尾市
や お し

の公 共
こうきょう

施設
し せ つ

をこの１年間
ねんかん

でどれだけ利用
り よ う

しましたか。ア～サについて、あ

てはまる番号
ばんごう

それぞれ１つに○をつけてください。 

利用
り よ う

した場合
ば あ い

は（ ）内
ない

に年間
ねんかん

の利用
り よ う

回数
かいすう

を記入
きにゅう

してください。利用
り よ う

しなかった場合
ば あ い

は、 

その理由
り ゆ う

としてあてはまる番号
ばんごう

すべてに○をつけてください。 
  

公共
こうきょう

施設
し せ つ

 

過去
か こ

１年間
ねんかん

の利用
り よ う

の

有無
う む

（どちらかに○） 

 
利用
り よ う

しなかった場合
ば あ い

の理由
り ゆ う

 

（あてはまるものすべてに○） 

利
用

⽑

⽏

⼍

⼞
⼦ 

利
用

⽑

⽏

⼍

⼞
⼱
⼒
⼪
⼦  

施
設

⼞

⼢

⼫

⼵
存
在

⼤
⽚
⼝
⼋

⽋
⽲
⼇
⾐
⽶
内
容

⼱
⼋
⽏
⼍

⽙
知⼞

⽐
⼱
⼋ 

利
用

⽑

⽏

⼍

⼠
⽒
必
要

⼹
⼫
⽏
⼍

⼓
⼱
⼋ 

住⼠

⽅
⼋
⼒
⽐
⼵
距
離

⼔

⽎

⽑

⼓
遠⼯

⼑

⼋ 

施
設

⼞

⼢

⼫

チ
⽲
⼇
⾐
⽶
チ
料
金

⽑
⽎
⼍
⼔
⽚

⼲
不
満

⼼

⽅

⽚

⼓
⼉
⽒ 

他
市

⼦

⼞

⼵
施
設

⼞

⼢

⼫

⽙
利
用

⽑

⽏

⼍

⼞
⼭
⼋
⽒ 

同⼑
⼱

⼟
⽏
⼍
⼱
民
間

⽆
⽚
⼒
⽚

施
設

⼞

⼢

⼫

⽙
利
用

⽑

⽏

⼍

⼞
⼭
⼋
⽒ 

ア 市
し

役所
やくしょ

庁舎
ちょうしゃ

 
１ 

年
ねん

約
やく

（   ）回
かい

 
２ ➪ １ ２ ３ ４ ５ ６ 

イ 
出 張 所
しゅっちょうしょ

・コミュニティセンター・

人権
じんけん

コミュニティセンター 

１ 

年
ねん

約
やく

（   ）回
かい

 
２ ➪ １ ２ ３ ４ ５ ６ 

ウ 
生涯
しょうがい

学習
がくしゅう

施設
し せ つ

 

（生涯
しょうがい

学習
がくしゅう

センター、くらし学習館
がくしゅうかん

） 

１ 

年
ねん

約
やく

（   ）回
かい

 
２ ➪ １ ２ ３ ４ ５ ６ 

エ 図書館
と し ょ か ん

 
１ 

年
ねん

約
やく

（   ）回
かい

 
２ ➪ １ ２ ３ ４ ５ ６ 

オ 

スポーツ施設
し せ つ

 

（総合
そうごう

体育館
たいいくかん

「ウイング」、南
みなみ

木
き

の本
もと

防災
ぼうさい

体
たい

育
いく

館
かん

、屋内
お くな い

プール「しぶき」） 

１ 
年
ねん

約
やく

（   ）回
かい

 
２ ➪ １ ２ ３ ４ ５ ６ 

カ 

運動
うんどう

広場
ひ ろ ば

等
など

 

（市民
し み ん

運動
うんどう

広場
ひ ろ ば

、青
せい

少
しょう

年
ねん

運
うん

動
どう

広
ひろ

場
ば

、山
やま

本
もと

球
きゅう

場
じょう

、志
し

紀
き

テニス場
じょう

） 

１ 
年
ねん

約
やく

（   ）回
かい

 
２ ➪ １ ２ ３ ４ ５ ６ 

キ 

歴史
れ き し

資料館
しりょうかん

等
など

 

（歴史
れ き し

民俗
みんぞく

資料館
しりょうかん

、しおんじやま

古
こ

墳
ふん

学
がく

習
しゅう

館
かん

、 旧
きゅう

植田
う え だ

家
け

住宅
じゅうたく

等
など

） 

１ 
年
ねん

約
やく

（   ）回
かい

 
２ ➪ １ ２ ３ ４ ５ ６ 

ク 
福祉
ふ く し

施設
し せ つ

 （社会
しゃかい

福祉
ふ く し

会館
かいかん

・会館
かいかん

内
ない

の老人
ろうじん

センターを含
ふく

む） 

１ 
年
ねん

約
やく

（   ）回
かい

 
２ ➪ １ ２ ３ ４ ５ ６ 

ケ 
福祉
ふ く し

施設
し せ つ

 

（ 桂
かつら

・安中
やすなか

老人
ろうじん

福祉
ふ く し

センター） 

１ 
年
ねん

約
やく

（   ）回
かい

 
２ ➪ １ ２ ３ ４ ５ ６ 

コ 
青少年
せいしょうねん

施設
し せ つ

 

（ 桂
かつら

・安中
やすなか

青少年
せいしょうねん

会館
かいかん

） 

１ 

年
ねん

約
やく

（   ）回
かい

 
２ ➪ １ ２ ３ ４ ５ ６ 

サ 
青少年
せいしょうねん

施設
し せ つ

 

（青少年
せいしょうねん

センター、青少年
せいしょうねん

野外
や が い

活動
かつどう

センター「アクトランドYAO」） 

１ 

年
ねん

約
やく

（   ）回
かい

 
２ ➪ １ ２ ３ ４ ５ ６ 
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Ⅴ．今後
こ ん ご

の定 住
ていじゅう

意向
い こ う

について、お 伺
うかが

いします。                                

問
とい

３0 あなたは、今後
こ ん ご

も八尾市
や お し

に住
す

みつづけたいとお 考
かんが

えですか。あてはまる番号
ばんごう

１つに○をつけ

てください。 
 

１． 今
いま

の場所
ば し ょ

に住
す

みつづけたい 

２． 市内
し な い

の他
ほか

の場所
ば し ょ

で住
す

みつづけたい 

３． いずれ市外
し が い

に引
ひ

っ越
こ

したい 

４． 市外
し が い

に引
ひ

っ越
こ

す予定
よ て い

がある 

５． すでに市外
し が い

に引
ひ

っ越
こ

した（1月
がつ

11日
にち

以降
い こ う

） 

６． わからない 

 

問
とい

３0-2 問
とい

３0 で「３」～「５」に○をつけた方
かた

にお 伺
うかが

いします。 

あなたが、市外
し が い

へ引
ひ

っ越
こ

したいと思
おも

われる理由
り ゆ う

又
また

は引
ひ

っ越
こ

した理由
り ゆ う

を教
おし

えてください。あ

てはまる番号
ばんごう

すべてに○をつけてください。 
 

１． 以前
い ぜ ん

住
す

んでいたところ又
また

は親
しん

せき・友人
ゆうじん

等
など

人
ひと

とのつながりを求
もと

めて 

２． 世帯
せ た い

規模
き ぼ

の拡大
かくだい

や子
こ

どもの 成 長
せいちょう

に応
おう

じた住
す

まいを求
もと

めて 

３． 世帯
せ た い

規模
き ぼ

の 縮 小
しゅくしょう

に応
おう

じた住
す

まいを求
もと

めて 

４． 仕事
し ご と

と子
こ

育
そだ

てを両 立
りょうりつ

しやすい環 境
かんきょう

を求
もと

めて 

５． 子
こ

どもへのより良
よ

い教 育
きょういく

環 境
かんきょう

を求
もと

めて 

６． 自然
し ぜ ん

環 境
かんきょう

に恵
めぐ

まれている環 境
かんきょう

を求
もと

めて 

７． 歴史
れ き し

・文化
ぶ ん か

遺産
い さ ん

に恵
めぐ

まれている環 境
かんきょう

を求
もと

めて 

８． 日 常
にちじょう

の医療
いりょう

を受
う

けやすい環 境
かんきょう

を求
もと

めて 

９． 日 常
にちじょう

の買
か

い物
もの

が便利
べ ん り

な環 境
かんきょう

を求
もと

めて 

10． 仕事
し ご と

が身近
み ぢ か

で得
え

られやすい環 境
かんきょう

を求
もと

めて 

11.  通勤
つうきん

・通学
つうがく

に便利
べ ん り

な環 境
かんきょう

を求
もと

めて 

12． 交通
こうつう

事故
じ こ

や治安
ち あ ん

の心配
しんぱい

が少
すく

ない環 境
かんきょう

を求
もと

めて 

13． 自然
し ぜ ん

災害
さいがい

の心配
しんぱい

が少
すく

ない環 境
かんきょう

を求
もと

めて 

14． 遠方
えんぽう

への進学
しんがく

・ 就 職
しゅうしょく

や転勤
てんきん

のため 

15． 結婚
けっこん

・離婚
り こ ん

・出 産
しゅっさん

・家族
か ぞ く

介護
か い ご

等
など

による家族
か ぞ く

・親族
しんぞく

等
など

との同居
どうきょ

・近居
きんきょ

のため 

16. まちなみの景観
けいかん

や自然
し ぜ ん

、静
しず

けさや治安
ち あ ん

などの 住
じゅう

環 境
かんきょう

を求
もと

めて 

17. 他市
た し

に魅力
みりょく

を感
かん

じて 

18． その他
た

（                                         ） 

（➡問
とい

30-2 へ） 
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Ⅵ．八尾
や お

市
し

の将来
しょうらい

都市像
と し ぞ う

の実現
じつげん

状 況
じょうきょう

について、お 伺
うかが

いします。                     

問
とい

３1 第
だい

６次
じ

総合
そうごう

計画
けいかく

を進
すす

めるにあたり、将 来
しょうらい

都市像
と し ぞ う

を「つながり、かがやき、しあわせつづく、

成 長
せいちょう

都市
と し

 八尾
や お

」と定
さだ

め、次
つぎ

のような社会
しゃかい

の実現
じつげん

をめざしています。ア～コの項目
こうもく

ごとに、あ

なたの 考
かんが

えに 最
もっと

も近
ちか

い番号
ばんごう

それぞれ１つに○をつけてください。 

 

項 目
こ う も く

 

思 ⼑
⽉

⼍ 

少 ⼠
⼚

⼞
思 ⼑

⽉

⼍ 

⼉
⽅
⽑
思 ⼑

⽉

⽖
⼱
⼋ 

思 ⼑
⽉

⽖
⼱
⼋ 

⽖
⼒
⽐
⼱
⼋ 

ア 
私

わたし

は、 温
あたた

かく思
おも

いやりのある 心
こころ

をもって、さまざまな人
ひと

と互
たが

いに寄
よ

り添
そ

いつながることができている。 
１ ２ ３ ４ ５ 

イ 
私

わたし

は、夢
ゆめ

と 志
こころざし

を持
も

ち、生
い

きがいを感
かん

じ、自分
じぶん

らしくかがや

いている。 

１ ２ ３ ４ ５ 

ウ 
私

わたし

は、社会的
しゃかいてき

身分
みぶん

・人種
じんしゅ

・民族
みんぞく

・ 信 条
しんじょう

・性
せい

・年 齢
ねんれい

・ 障
しょう

がいの

有無
う む

などにかかわらず、しあわせを八尾
や お

で実感
じっかん

できている。 
１ ２ ３ ４ ５ 

エ 
私

わたし

は、仮
かり

に八尾
や お

を離
はな

れたとしても、いつかは八尾
や お

に戻
もど

ってきた

いという想
おも

いをもっている。 

１ ２ ３ ４ ５ 

オ 
八尾市
や お し

は、子
こ

どもや若者
わかもの

が、様々
さまざま

な 状 況
じょうきょう

に合
あ

わせた支援
し え ん

を受
う

け、人
ひと

の 温
あたた

かさの中
なか

で育
そだ

つ「未来
み ら い

への育
そだ

ちを誰
だれ

もが実感
じっかん

でき

るまち」となっている。 

１ ２ ３ ４ ５ 

カ 

八尾市
や お し

は、危機
き き

に 直 面
ちょくめん

した場合
ば あ い

にも、地域
ち い き

の中
なか

で、いざという

時
とき

は困
こま

っているすべての人
ひと

に支援
し え ん

の手
て

が届
とど

く「もしもの時
とき

への

備
そな

えがあるまち」となっている。 

１ ２ ３ ４ ５ 

キ 

八尾市
や お し

は、魅力
みりょく

が広
ひろ

く知
し

られ、あらゆる人材
じんざい

や企業
きぎょう

が活発
かっぱつ

に

活動
かつどう

し、活気
か っ き

にあふれ、注 目
ちゅうもく

される「世界
せ か い

に魅力
みりょく

が広
ひろ

がるまち」

となっている。 

１ ２ ３ ４ ５ 

ク 
八尾市
や お し

は、市民
し み ん

自
みずか

らが 環 境
かんきょう

に対
たい

し取
と

り組
く

みを 行
おこな

う「 日 常
にちじょう

の

暮
く

らしが快適
かいてき

で環 境
かんきょう

にやさしいまち」となっている。 
１ ２ ３ ４ ５ 

ケ 

八尾市
や お し

は、お互
たが

いの人権
じんけん

を大切
たいせつ

にし、自分
じ ぶ ん

らしく活動
かつどう

ができる

「つながりを創
つく

り育
そだ

て自分
じ ぶ ん

らしさを大切
たいせつ

にしあうまち」となって

いる。 

１ ２ ３ ４ ５ 

コ 
八尾市
や お し

は、住
す

んでいる地域
ち い き

のまちづくりに市民
し み ん

が参加
さ ん か

するなど、

「みんなの 力
ちから

でともにつくる持続
じ ぞ く

可能
か の う

なまち」となっている。 
１ ２ ３ ４ ５ 
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Ⅶ．身近
み ぢ か

な地域
ち い き

（小学
しょうがっ

校区
こ う く

や町 会
ちょうかい

など）の地域
ち い き

活動
かつどう

について、お 伺
うかが

いします。            

問
とい

３2 あなたは、各小学
かくしょうがっ

校区
こ う く

において「校区
こ う く

まちづくり協議会
きょうぎかい

」が設立
せつりつ

され、様々
さまざま

な地域
ち い き

活動
かつどう

を

実施
じ っ し

していることを知
し

っていますか。あてはまる番号
ばんごう

１つに○をつけてください。 
 

１． 校区
こ う く

まちづくり協議会
きょうぎかい

の担
にな

い手
て

として活動
かつどう

に参加
さ ん か

したことがある 

２． 校区
こ う く

まちづくり協議会
きょうぎかい

が実施
じ っ し

するイベントなどに参加
さ ん か

したことがある 

３． 校区
こ う く

まちづくり協議会
きょうぎかい

を知
し

っているが、イベントなどに参加
さ ん か

したことはない 

４． 校区
こ う く

まちづくり協議会
きょうぎかい

を知
し

らない 

 

問
とい

32-2 問
とい

32 で「１」～「３」に○をつけた方
かた

にお 伺
うかが

いします。 

地域
ち い き

活動
かつどう

を何
なに

で知
し

りましたか。あてはまる番号
ばんごう

１つに○をつけてください。 
 

１． 回覧板
かいらんばん

 

２． 広報板
こうほうばん

 

３． 市政
し せ い

だより 

４． 人
ひと

から聞
き

いた 

５． インターネット・Ｓ Ｎ Ｓ
エスエヌエス

 

６． その他
た

（        ） 

 

問
とい

３3 あなたは、地域
ち い き

活動
かつどう

（ 町 会
ちょうかい

等
など

）や市民
し み ん

活動
かつどう

（福祉
ふ く し

や環 境
かんきょう

等
など

テーマに沿
そ

った活動
かつどう

）への参加
さ ん か

に

ついてどのようにお 考
かんが

えですか。あてはまる番号
ばんごう

１つに○をつけてください。 
 

１． 参加
さ ん か

した経験
けいけん

がある 

２． 参加
さ ん か

した経験
けいけん

はないが、今後
こ ん ご

積 極 的
せっきょくてき

に参加
さ ん か

したい  

３． 参加
さ ん か

した経験
けいけん

はないが、条 件
じょうけん

があえば参加
さ ん か

したい  

４． 参加
さ ん か

したいとは思
おも

わない   （条 件
じょうけん

をお聞
き

かせください：          ） 

     （理由
り ゆ う

をお聞
き

かせください：                          ） 

 

問
とい

33-2 問
とい

33 で「２」～「４」に○をつけた方
かた

にお 伺
うかが

いします。 

どんな活動
かつどう

があったら良
よ

いですか。簡単
かんたん

にご記入
きにゅう

ください。 
 

 

 

Ⅷ．八尾市
や お し

の取
と

り組
く

みについて、お 伺
うかが

いします。                               

問
とい

３4 あなたは、八尾市
や お し

が企業
きぎょう

や大学
だいがく

等
など

と連携
れんけい

し、市民
し み ん

サービスの向 上
こうじょう

や地域
ち い き

活性化
かっせいか

を図
はか

るため、

公民
こうみん

連携
れんけい

の取
と

り組
く

みを進
すす

めていることを知
し

っていますか。あてはまる番号
ばんごう

１つに○をつけてく

ださい。 
 

１． はい ２． いいえ 

 

問
とい

３5 あなたは、八尾市
や お し

の公
こう

民
みん

連
れん

携
けい

の取
と

り組
く

みにより、市
し

民
みん

サービスが向
こう

上
じょう

していると思
おも

いますか。

あてはまる番号
ばんごう

１つに○をつけてください。 
 

１． 思
おも

う ２． 少
すこ

し思
おも

う ３． あまり思
おも

わない ４． 思
おも

わない ５． わからない 

（➡問
とい

32-2 へ） 

（➡問
とい

33-2 へ）
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問
とい

36 あなたは、八尾市
や お し

の行 政
ぎょうせい

の取
と

り組
く

みに満足
まんぞく

していますか。 

あてはまる番号
ばんごう

１つに○をつけてください。 
 

１． 満足
まんぞく

 ２． やや満足
まんぞく

 ３． やや不満
ふ ま ん

 ４． 不満
ふ ま ん

 

 

問
とい

３7 あなたは、普段
ふ だ ん

、市
し

役
やく

所
しょ

に関
かん

する情 報
じょうほう

を得
え

るときに、どこから情 報
じょうほう

を得
え

ますか。 

あてはまる番号
ばんごう

すべてに○をつけてください。 
  

１． 市政
し せ い

だより 

２． 市
し

のホームページ 

（パソコンサイト） 

３． 市
し

のホームページ 

（スマートフォンサイト） 

４． 市
し

公式
こうしき

アプリ「やおっぷ」 

５． 市
し

公式
こうしき

LINE
ラ イ ン

 

 

６． 市
し

公式
こうしき

「Facebook
フ ェ イ ス ブ ッ ク

」 

（広報
こうほう

やお） 

７． 市
し

公式
こうしき

Twitter
ツ イ ッ タ ー

 

８． Ｆ Ｍ
エフエム

ちゃお 

９． 暮
く

らしのガイドブック 

10． 市
し

役所
やくしょ

の窓口
まどぐち

 

11． 出 張 所
しゅっちょうしょ

の窓口
まどぐち

 

 

12． 市
し

役所
やくしょ

等
など

への電話
で ん わ

 

13． 自治会
じ ち か い

などの掲示板
けいじばん

 

14． 自治会
じ ち か い

などの回覧板
かいらんばん

 

15． 家族
か ぞ く

、隣人
りんじん

、知人
ち じ ん

 

16． その他
た

 

（            ） 

 

問
とい

38 地域
ち い き

の身近
み ぢ か

な 行 政
ぎょうせい

窓口
まどぐち

である 出 張 所
しゅっちょうしょ

（コミュニティセンター）では、各種
かくしゅ

証明書
しょうめいしょ

発行
はっこう

や

届出
とどけで

受付
うけつけ

等
など

のほか、地域
ち い き

のまちづくり支援
し え ん

や地域
ち い き

住 民
じゅうみん

の自主的
じ し ゅ て き

な活動
かつどう

の場
ば

を提
てい

供
きょう

してお

りますが、今後
こ ん ご

、出 張 所
しゅっちょうしょ

でどういったサービスがさらに拡 充
かくじゅう

されると良
よ

いと思
おも

いますか。あ

てはまる番号
ばんごう

すべてに○をつけてください。 
 

 

１． 各担当課
かくたんとうか

とオンラインでの相談
そうだん

・申請
しんせい

 

などの受付
うけつけ

ができる窓口
まどぐち

 

２． 市
し

政
せい

に関
かん

する 情
じょう

報
ほう

や資
し

料
りょう

の提
てい

供
きょう

 

３． 地域
ち い き

活動
かつどう

のための公 衆
こうしゅう

無線
む せ ん

LAN
ラ ン

 

（Wi-Fi
ワイファイ

） 環 境
かんきょう

 

４． 地域
ち い き

住 民
じゅうみん

が自主
じ し ゅ

運営
うんえい

できる活動
かつどう

施設
し せ つ

 
 

５． 金融
きんゆう

や郵 便 局
ゆうびんきょく

機能
き の う

等
など

の併設
へいせつ

 

６． 夜間
や か ん

や 休 日
きゅうじつ

等
など

における各種
かくしゅ

講座
こ う ざ

などの

充 実
じゅうじつ

 

７． その他
た

 

（                     ） 

８． 特
とく

になし 
 

 

 

Ⅸ．これまでの設問
せつもん

に関
かか

わらず、ご意
い

見
けん

等
など

がございましたらご記
き

入
にゅう

ください。 

 

 

 

 

 

調査
ちょうさ

にご 協 力
きょうりょく

いただきありがとうございました。 

1月
がつ

31日
にち

（火
か

）までに同封
どうふう

の返信用
へんしんよう

封筒
ふうとう

（切手
き っ て

不要
ふ よ う

）で、郵送
ゆうそう

してください。 
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